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　エルフの村から帰ってきたわたしはフィナとシュリの監修のもと、『クマさんと少女』の３巻を描いたり、卵で茶碗蒸しを作ったりして、のんびり過ごしている。

　茶碗蒸しはフィナとシュリに食べてもらったけど、好評だった。

「そろそろ王都に行こうかな？」

　このまま引きこもっていると、ダメ人間になってしまう。

　せっかく絵本も描いたし、フローラ姫に見せてあげたい。それにエレローラさんに複写をしてもらって、孤児院の子供たちのところにも持っていってあげたい。

　ベッドの上で子熊化したくまゆるとくまきゅうを抱きながら考えていると、くまゆるとくまきゅうが顔を上げて「「くぅ～ん」」と鳴く。

「どこを見ているの？」

　くまゆるとくまきゅうが見ている先に目を向けると、部屋の窓の外に大きな鳥がとまっていた。

　一瞬、鳥がなんで！　と思ったがすぐにその鳥の正体に思い至った。

　サーニャさんの召喚鳥の、確かフォルグだっけ？

　窓を開けると、フォルグは部屋の中に入ってきて、椅子の背もたれの部分にとまる。

　これってサーニャさんに見えているのかな？　フォルグに向かって手を振ってみる。

　う～ん、反応なし、サーニャさんが見ているかわからない。そもそも、これだけ離れていても見えたりするのかな？

　フォルグをよく見ると首に筒みたいなものがついている。もしかして、この筒の中に手紙でも入っているのかな？

「突つかないでね」

　わたしは恐る恐るフォルグの首に手を伸ばし、筒の蓋を開けると、中からクルッと丸まった紙が出てくる。

「ありがとうね」

　フォルグにお礼を言うと、役目を終えたとばかりににフォルグは「ク～」と鳴いて飛び去った。

　わたしはフォルグを見送ると、窓を閉めて紙を広げてみた。

『ユナちゃんへ。王都に変なお店ができたんだけど、ユナちゃんに関係があるのかしら？』

　変なお店ができたからって、どうしてわたしに関係があると思うかな。王都にお店は出していないし、何かしたとしてもクマハウスを建てたことぐらいだ。

　そのことだって、サーニャさんは知っている。手紙の続きを読むと、答えは次の文章に書かれていた。

『お店の前に大きなクマの置物があって、看板にも「くまの憩いのレストラン」って書いてあるんだけど』

「……はぁ？」

　なにそれ？

　クマの置物？　「くまの憩いのレストラン」？

　わたしにはそんなお店を作った記憶はない。わたしには関係ないお店かと思ったけど、ある人物の顔が頭をよぎる。

　その名はエレローラさん。

　エレローラさんとゼレフさんがわたしのお店を見に来たと言っていた。嫌な予感がする。

　わたしは手紙の続きに目を通す。

『気になったのでフォルグがユナちゃんのところまで飛んでいけるかの確認も兼ねて手紙を書かせてもらったわ。関係ないようなら気にしないでね』

　わたしは手紙を机の上に放り出すと、くまゆるとくまきゅうを送還する。そして、クマの転移門を使って王都に移動する。




　王都にあるクマハウスに移動したわたしはクマハウスを飛び出し真っ直ぐ冒険者ギルドのサーニャさんのところへ向かう。

　わたしは人の視線を気にせずに走る。その勢いのまま冒険者ギルドに入ると、視線がわたしに集まってきた。

「クマだ」「クマが来た」「目を合わすな」「可愛いクマが入ってきたぞ」「あれが噂うわさの？」「いいから、関わるな」「本当にクマの格好をしているわ」

　なにかいろいろと言われているが、真っ直ぐに受付へと向かう。

「なにか、ご用でしょうか？」

「ギルドマスターのサーニャさんに会いたいんだけど」

「ギルドマスターですか？　お約束のほうは？」

「していないけど。ユナが来たって伝えてもらえる？　たぶん、それで大丈夫だから」

　わたしは受付嬢の顔を見ながら断らせない。

「わ、わかりました。ギルドマスターに伺ってまいりますので、少々お待ちください」

　受付嬢は席を立つと奥に向かう。

　サーニャさんには貸しもあるし、あんな手紙をよこしたんだから、会えないことはないはず。

　でも、戻ってきたのは受付嬢一人だけだった。

　もしかして、ダメだった？

「ギルドマスターは部屋でお会いするとのことです。どうぞ、奥の部屋にお入りください」

　どうやら、わたしの勘違いだったみたいだ。

　わたしは受付嬢にお礼を言うと、奥の部屋へと向かう。何度か入っているギルドマスターの部屋だ。

　ノックしてドアを開けると、一番奥の窓際の席でサーニャさんが仕事をしていた。

「ユナちゃん、いらっしゃい」

　少し疲れた表情をしたサーニャさんが、わたしのほうを見ると迎え入れてくれる。

「フォルグは無事に着いたみたいね」

「さっき、手紙を受け取りました」

　どうやらフォルグの目を通して見ていなかったみたいだ。それとも距離がある程度離れると見られないのかな？

「なにか疲れていますね」

「エルフの村に行っている間に仕事が溜まっていてね」

　ギルドマスターって、やっぱり大変な仕事なんだね。

　わたしが家に戻ってからしたことといえば、みんなに料理を作ったり、絵本を描いたりしただけでのんびりと過ごしていた。

　それに引き換え、サーニャさんは戻ってから忙しく仕事をしていたらしい。

「それにしても、本当に早いわね」

「そりゃ、あんな手紙を読めばすぐに来ますよ」

「それじゃ、やっぱり、あのお店はユナちゃんに関係があるの？」

「それを確認しに来たんだけど。本当にお店にクマの置物があるの？」

　サーニャさんの話によると、仕事の息抜きに散歩していて見つけたそうだ。

「あれを見たときは一瞬だけど、疲れも忘れて笑ってしまったわ」

「笑った……」

　この人、クマの置物を見て笑ったって言ったよ。それってどういうことなのかな？　どうしてクマの置物を見て笑うのかな？　それって、わたしの姿を見るたびに笑っているってことなのかな？

　クマ＝わたしってことだよね。

　クマさんパペットの拳を強く握り締める。

「……じょ、冗談よ。ユナちゃん、そんな怖い顔をしないで」

　サーニャさんはわたしのほうを見ると慌てたように言い訳をする。

　どうやら、わたしは怖い顔をしていたらしい。

「それで、笑ってから、どうしたんですか？」

「笑ったのは一瞬だからね」

　笑ったことは否定しないらしい。

「それで、立ち止まってよく見たら、『くまの憩いのレストラン』って看板に書いてあったから、ユナちゃんのお店かなと思って、手紙を出したわけなんだけど。やっぱり、関係があるの？」

　わたしは国王やエレローラさんがプリンなどの料理を気に入って、王都にお店を出すことになった経緯を話す。

「へえ、あのお店でプリンを出すの。それは楽しみね」

　どうやらサーニャさんもプリンを気に入っているみたいだ。

「でも、プリンを出すお店だからって、どうしてクマの置物を置いたのかしら？」

「……ですよ」

「うん？　ユナちゃん、いまなんて？」

「クリモニアにあるわたしのお店にもクマの置物があるんですよ」

　あまり、話したくはないんだけど、簡単にクリモニアにあるわたしのお店のことを説明する。

　そして、わたしがエルフの村に行っている間に、エレローラさんとゼレフさんがクリモニアのわたしのお店に来たことを話す。

「だから、たぶん真似をしたんだと思う」

「確かにあの人ならやりそうね。でも、ユナちゃんのお店にもクマの置物があるのね」

　サーニャさんの口元が緩んだように見えた。

「それで、どこにあるんですか。そのお店は？」

　わたしはサーニャさんの笑みが気になったがお店の場所を尋ねる。

　サーニャさんは王都の地図を出すと場所を教えてくれる。

「わたしもついていってあげたいんだけど。まだ仕事が残っていてね」

　サーニャさんは自分の机にある書類の山に目を向ける。

「えっと、頑張ってください」

　ありきたりの言葉しか出てこない。

「ありがとう。でも、ユナちゃんのおかげで戻ってくる日数が減ったから、十分に助かっているのよ。もし、予定通りの日程で帰ってきていたらと思うと、想像するだけでも怖いわね」

「誰にも言わないでくださいよ」

「分かっているわよ。今度お礼も兼ねて食事でも奢おごらせてね」

「それじゃ、高級料理でもお願いします」

「ふふ、了解よ」

　サーニャさんに約束をして、クマの置物があるというお店に向かう。
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　お店はすぐに見つかった。

　サーニャさんに聞いたとおりに大通りを歩いていくと、遠くからでも分かる大きな建物が見えてきた。そして、入り口の前にクマの置物が置いてある。

　本当にクマだよ。

　店の入り口の左右には大きなクマがいた。

　クマは本物のようなリアルなクマではなく、わたしのお店のクマと同じように、デフォルメされたもので、愛くるしい顔で、通行人の興味を引いている。

　なによりも目を引くのは、クマが持っているものだ。片方のクマは巨大なスプーンを持ち、もう片方のクマは巨大なフォークを持っている。

　間違いなくわたしのお店のクマを真似しているよね。

　お店の前を通る人たちは微笑みながらクマを見ている。

　気のせいか、その視線はわたしとお店のクマとを交互に見ているような気がする。

「あら、お店のクマさんかしら」「くまさんだ～」「なにか、やるのか？」

　わたしの格好のせいで、お店に関係があると思われている。否定したいが、ここは我慢をする。

　少し目線を上げるとサーニャさんの言うとおり、看板には「くまの憩いのレストラン」と書かれている。お店の名前もわたしのお店と似ている。しかも、名前の横にはクマの顔まで描かれている。

　お店の名前に、デフォルメされたクマの置物。これだけの証拠があれば、犯人はエレローラさんで確定だよね。

　わたしはお城に行って、どうしてこんなものを作ったか、エレローラさんを問い詰めることにする。

　そう決めて、お城がある方向に歩きだそうとしたとき、一番会いたい人物がこちらに向かって歩いてくる。

「あら、ユナちゃん？」

　エレローラさんが笑顔でわたしのところにやってくる。

　タイミングよく、相手のほうからやってきた。

「どうしてここに？」

「どうして？　じゃないです。エレローラさん、これはなんですか！」

　わたしはお店に向けて指（クマさんパペット）をさす。

「なにって、王都に出すユナちゃんのお店だけど？」

「わたしが言っているのはそういうことじゃなくて。どうして、クマの置物があるんですか！」

　再度、バシっと指（クマさんパペット）をさす。

「それはユナちゃんのお店だからでしょう」

「いつ、わたしのお店になったんですか。わたしはレシピを教えただけですよね」

　王都に出すと言っていたお店がわたしの店になるとは聞いていない。あくまでお城で管理するお店で、プリンやケーキを出すだけだ。

「……確かにそうだったわね。国王陛下が『ユナの店はどうなった？』とか、ゼレフが『ユナ殿のお店は順調です』とか、王妃様が『ユナちゃんのお店楽しみね』とか会話をしていたから、知らないうちにユナちゃんのお店ということになっていたのね」

　しみじみと答える。

　あくまでわたしはレシピを渡しただけなのだから、人の名前で店の名前を呼ばないでほしい。それ以前に誰も否定したり、間違いだということに気づかなかったの？　みんな、頭おかしいよ。

「もしかして、それでわたしのお店に来たんですか？」

「ユナちゃんから教わったレシピの料理を出すなら、一度クリモニアにあるお店を見ておこうと思ってね」

　そんな理由でクリモニアのわたしのお店まで来たの？

「よく、国王が許しましたね」

「娘に会いたいとか、あの貴族のせいで忙しかったとか、休みが欲しいとか嫌味っぽく言ったら、許可を出してくれたわ」

　確かに、エレローラさんはせっかくシーリンの街まで来たのに、馬鹿貴族のせいで忙しくなり、ノアと一緒にいる時間はなかった。

「それと、ユナちゃんの驚く顔を見たかったのよね」

　エレローラさんはそう言うと、残念そうな表情をする。

　先ほどの、ノアと一緒にいられなくて可哀かわい想そうだと思った気持ちが消え去っていく。

「それで、ユナちゃんのお店の看板を見て、お店の名前が決まっていないことに気づいてね。ユナちゃんのお店の名前を参考にさせてもらったの」

「参考って、誰も止めなかったんですか？　クマですよ」

「誰も否定もしなかったわね。ゼレフも『いい名前ですな』って言っていたし、国王陛下は仕方なさそうだったけど、普通に受け入れていたわよ」

「…………」

　そこは誰か止めようよ。お店の名前にクマだよ。しかも国が経営するお店だよ。

「国が経営するんだから、『王国のレストラン』とか『王宮レストラン』とか『国王御用達のレストラン』とか他にもあるでしょう」

「そんなに堅い名前にして、入りにくいお店にするつもりはないわよ」

「つまり、クマの名前なら、お店に入りやすいってこと？」

「というより、大衆受けのいい名前よ」

　クマが大衆受けがいいなんて初めて聞いたよ。

　クマは凶暴だよ。恐怖の対象だよ。本来は怖い動物だよ。人を襲うんだよ。わたしのくまゆるとくまきゅうとは違うんだよ。

「ユナちゃんのお店を見たときに思ったわ。普通のクマだと怖いけど、ユナちゃんのお店に置いてあるクマや、絵本のクマを見ても怖くはないでしょう。逆に可愛かわいらしいぐらいよ。要は表現のしかたしだいよ」

　確かにそうだけど。

　怖いものでも、デフォルメすると可愛く見える効果はある。

　魔物のゴブリンやオーク、ドラゴンもデフォルメすれば可愛く見えるはずだ。

「でも、大衆受けがいいって、一般の人にも販売するんですか？」

　卵の関係で販売価格は高くなると言っていたけど。

「最終的にはユナちゃんのお店みたいに、一般の人にも食べてもらえるような値段にするつもり。でも、それにはまだ時間がかかりそうなのよ」

　それは仕方ないことかな。仕入れ価格やコストの問題がある。わたしのお店みたいに鳥を育て、卵が自由に使えるわけじゃない。

「卵の供給が増えてくれば、徐々に価格を下げることはできるわ」

「でも、価格を高くして、お客さんは来るんですか？」

　来なかったら美味おいしいものでも意味がなくなる。料理は食べてくれる人がいるから成り立つ。

「すでに、プリンを販売する情報は貴族中心に流してあるわ。そのおかげもあって、問い合わせも多くなっているから、その心配はないと思うわ」

　すでに宣伝はしていたらしい。そこは流石さすがと言うべきか、情報はどこの世界でも大事だからね。いくら、いいものがあっても、誰も知らなければ、ないのと同じことだ。

「あと、イチゴのショートケーキのことも、それとなく情報を流してあるから。興味を持たれているわ」

　どうやら、お客さんの心配はないみたいだ。お店を開いても、閑古鳥が鳴くことはなさそうだ。

「初めのうちは富裕層からお金を巻き上げるつもりよ。そして、そのお金を元に卵を増やす環境を整える予定。まあ、善意の資金提供ってやつね」

　善意って、エレローラさんが言うと悪徳商人にしか見えない。

「でも、国で経営をするんだからお金ぐらいは」

「それはダメよ。いくら国がお金を出しているからといっても、お金は有限よ。この一等地の建物を購入するお金に卵の確保、料理人の修業、お金がかかることは多いわ」

　このクマの置物だって作るのにお金がかかっているはずだ。

「大変なんですね」

「そうなのよ。わかってくれる？　だから、お金はむしり取れるところから取って、そのお金で環境を整えて徐々に価格を抑えていくつもりなのよ」

　これが普通の考え方だよね。

　わたしの場合は、元の世界で稼いだお金の力でお店を購入。魔法の力を使って鳥集めや鳥小屋作り。あまり、お金のことは考えていない。

　もし、お金がなく、魔法も使えない状態だったら、お店を開くことなんてとてもできなかった。

　クマの着ぐるみはなんだけど、お金も一緒に送ってくれた神様に感謝？

「名前の理由は分かりましたけど。このクマの置物は？」

　デフォルメされた大きなクマがスプーンとフォークを持っている。別に名前をクマにしたからといって、クマの置物までは作らなくてもいいと思うんだけど。

「名前を『くまの憩いのレストラン』にするならクマの置物は必要でしょう？」

　なにを言っているの？　ってバカの子を見るような顔で見られた。

　わたし、間違ったことを言った？

　看板だけでよくない？

「このクマの置物、なかなかの出来でしょう」

　確かに出来はよい。上手にできている。

　スプーンやフォークが食べ物屋を表していて、いい感じに作られている。

「でも、よくわたしのお店のクマと同じように作れましたね」

「ふふ、それはね。これをノアから借りたのよ」

　エレローラさんはアイテム袋から、小さなクマの置物を取り出す。

「それは、ノアにあげたクマ？」

　ノアがお店に来たときに、お店の前にある大きなクマが欲しいと言い出したので、テーブルの上に乗っている小さいクマの置物を作ってあげたことがあった。

　それが今、エレローラさんが持っているクマの置物だ。

「もしかして、それを元に作らせたんですか？」

「だってユナちゃんのクマって説明が難しいんだもん。見本があったほうが作りやすいでしょう？」

　だもんって、見た目が若くて綺き麗れいでも、そんな年齢じゃないでしょう。

「ユナちゃん、なにか言いたそうね」

　わたしは首を横に振る。

　ノアにあげたクマの置物を参考にしたから、お店にあるようなデフォルメされたクマが作れたわけか。謎が解けた。

　それにしても、ちゃんと作られている。大事なポイントは押さえてある。作った人、凄すごいね。

「まあ、いつまでもここで話をしていても仕方ないから、お店の中に入りましょう」

　クマの置物を見ていると、エレローラさんが声をかけてくる。確かにいつまでも、ここにはいたくない。

　先ほどから、クマの置物とわたしの格好のせいで、周囲の視線を集めていたところだ。

「お店の中に入ってもいいの？」

「もう内装は終わっているから、大丈夫よ」

　近日開店予定の看板の横を通り抜けて、お店の中に入る。

　外観も立派だったけど、お店の中も高級感をかもし出している。

　一部を除いて。

　お店の中にもデフォルメされたクマがいる。

　わたしのお店と違ってテーブルに小さいクマを配置するのではなく。大きなデフォルメされたクマが中央に陣取っていた。これはお店に入った瞬間、かなりのインパクトがあった。

　お店の中にクマの置物はこの１つしかないためか、左右の手にはフォークとスプーンを持っている。外にいるクマの置物に合わせたような感じだ。

「これも、ユナちゃんのお店のクマを参考にしたのよ」

　確かにわたしのお店にもクマは飾ってある。でも、大きさが違うよ。

「小さいクマにすると、勝手にお持ち帰りするお客様や、欲しがる人がいるって聞いてね。大きくしてみたの。これなら盗まれたりはしないでしょう。欲しいと言っても値段が高いしね」

　確かにこれなら盗まれないと思うけど、お店の中に、こんな大きなクマの置物があるとは思わなかった。

「そういえばエレローラさんは、お店に何をしに来たんですか？」

「最終確認ね。ゼレフに料理の味見をお願いされているの。よかったら、ユナちゃんも味見をしてくれないかしら？」

「わたしでもいいの？」

「もちろん。最終確認には料理を作り出したユナちゃんは最適よ」

　最終確認っていうことは、お店の開店も近いのかな？

　開店間近となると、クマの撤去も難しいかな。

　そもそも撤去をお願いしても応じてくれる人には思えない。それに、職人が一生懸命に作ったクマの置物を撤去してほしいとは流石に言えない。

　ジレンマに陥る。

　わたしは、なにも言うことができず、エレローラさんと奥の調理場に向かう。
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　調理場に入るとゼレフさんと数人の料理人が動き回っている。

「ゼレフ、来たわよ」

　エレローラさんが声をかけると、ゼレフさんたちがわたしたちのほうを見る。

「エレローラ殿、お待ちしてました。それにユナ殿も？」

　ゼレフさんはわたしがいることに驚いた表情をする。

「たまたまお店の前でユナちゃんに会ってね。それでユナちゃんにも試食をお願いしたんだけど、いいかしら？」

　店の前にいたのは、たまたまでも偶然でもないんだけど。

　サーニャさんから手紙を受け取ったから、見に来ただけだ。

「もちろんです。ユナ殿に試食してもらえるなら、こちらも助かります」

「ゼレフさん、こんにちは。試食っていっても、詳しいコメントとかできないよ」

　わたしは普通の舌を持った、普通の15歳の女の子だからね。

「いえ、ユナ殿に、美味おいしいと思っていただければ十分です。もし、口に合わない料理がありましたら、遠慮なく言ってください」

　まあ、それでいいなら大丈夫かな。

「それでは試食の前に、ユナ殿に紹介させていただきますね。この３人がこのレストランで働くことになっている者たちです」

　ゼレフさんの呼びかけで、調理場にいた３人がゼレフさんの横に並ぶ。

　男性が２人に女の子が１人だ。

　男性の２人は20代半ばで、女の子は18歳ぐらい？

　そして、女の子から熱い眼差しで見られているのは気のせいかな。

　たぶん、気のせいだ。自意識過剰はよくない。きっと、クマの格好が珍しいだけだ。

「３人は身元も料理の腕もしっかりしていますので、ユナ殿のレシピが外部に漏れたり、ユナ殿の料理の評判を落とすことはないと保証します」

　そんな優秀な人材を、いいの？

　クマの店だよ。入り口にクマがあるお店だよ。３人とも本当にいいの？　と問いかけたくなる。

「３人とも、ユナ殿に挨あい拶さつを」

　男性２人がわたしの格好を見つめながら挨拶をする。この２人がレストランの料理長と副料理長になるそうだ。

　ゼレフさんが選んだ人ということもあってか、わたしに不快な視線を向けてくることはない。

　そして、男性２人の挨拶が終わると最後に女の子が輝いた目でわたしの前に立つ。

「わたし、シャイラっていいます。３人の中では一番年下ですが、やる気は一番です。まさか、今日クマさんに会えるとは思ってもいませんでした。クマさんに会えて感激です！」

　シャイラと名乗った女の子は、クマさん、クマさんと連呼しながら、わたしのクマさんパペットを握り、元気よく挨拶をする。

「えっと、わたしはユナ。よろしくね」

　名前を強調して挨拶をする。

「はい。クマさん！　よろしくお願いします」

　わざと？　わざとなの？

　わたしが名前を強調して挨拶したのに、見事にスルーされた。彼女の無む垢くな笑顔を見ると、わざとじゃないと思うけど。まさか心の中で笑っていないよね？

「シャイラ！　ユナ殿に失礼なことをするでない」

　ゼレフさんがコツンとシャイラの頭を小突く。

「ごめんなさい。叔父様」

「叔父様？」

　今、聞き捨てならない言葉が聞こえたよ。

　叔父様だって。ゼレフさん、こんな女の子に叔父様って呼ばれているの？

　いけない関係を想像するのは、わたしがマンガや小説に侵されているせいだろうか。

「シャイラはわたしの姪めいになります。腕はいいのですが、料理のことになると、後先考えないので」

　ゼレフさんが溜め息交じりに紹介する。

「叔父様、酷ひどいです」

「それにここでは叔父様ではないと、何度も言っておるだろう。料理長と呼べと」

「ごめんなさい。ゼレフ料理長」

　そこは「クマさん」と呼んだことを注意しようよ。

「クマさん、わたし一生懸命に頑張ります。よろしくお願いします」

「えっと、名前で呼んでもらえるかな？」

　このままだと、これからもクマさんって呼ばれそうだったので、名前で呼ぶようにお願いする。

　小さい子供にクマさんって呼ばれたり、年配の人にクマの嬢ちゃんと呼ばれるのは許せるけど、年齢が近い人に言われるとバカにされているように感じる。

「すみません。わたしたちの間では、『クマさん』で通っていたので」

　シャイラは気づいたように頭を下げて謝る。

　わたしも金髪の女の子とか、筋肉親父とか特徴で呼ぶこともあるから、人のことは言えないけど、自分が言われると釈然としないものだ。

「ずっと、会いたいと思っていたんですが、やっと会うことができました」

　なにか、感激をしているようだ。

「国王陛下からも『城にクマが現れても危害はないから、近づかないように』と警備をする兵士や使用人たちに御お達たっしがあったのよ。だから、みんなユナちゃんに近寄らなかったのよ」

　これまでフローラ姫に会いに行ったとき、誰にも止められなかった理由がやっと分かったよ。

　普通なら、一般人（しかもクマの格好をしている）が一人でお城の中を歩いていたら、途中で止められたり、怪しまれたりするものだ。すれ違っても、頭を下げられたり、視線を向けられるだけで、誰もわたしがフローラ姫の部屋に行くのを止めなかった。

　普通なら「そこの怪しい奴、止まれ」とか「なんだ、その怪しい格好は」とか言われる。でも、一度も言われたことがない。

「これも、ユナちゃんに迷惑がかからないようにとの国王陛下の配慮よ」

　そんなことになっていたとは。

「それで、ユナさんはどこで、あんな料理を覚えたんですか？　自分で考えたんですか？　どうしたら、あんな料理を思いつくんですか？　どうしてクマさんの格好をしているんですか？」

　わたしがお城の件を一人で納得していると、シャイラの口から質問がどんどん出てくる。

　そして、シャイラは１歩、２歩と詰め寄ってくる。わたしは勢いに圧されて下がってしまう。

「シャイラ！」

　ゼレフさんが再度、コツンとシャイラの頭を小突く。

「叔父様、痛いです」

「料理長だ。あと落ち着け」

　シャイラは体を縮こまらせて、下がっていく。

「ユナ殿、すみません。落ち着きがない姪で」

「酷いです、ゼレフ料理長。わたし、ユナさんに会えるのを楽しみにしていたんですよ」

「楽しみって？」

「いつも、ゼレフ料理長に食べ物を持ってきてくれるでしょう」

　フローラ姫のお昼の邪魔をしているから、お詫びとしてゼレフさんにはメイドのアンジュさんにお願いをして、料理を渡してもらっていた。

　でも、目新しいのはプリンとケーキ、ピザぐらいだ。あとはモリンさんが考えた（わたしも考えた）新作パンぐらいだ。

「あとで同じものを作ってあげてるだろう」

「でも、本当はもっと美味しかったって、いつもゼレフ料理長は言っています」

「当たりまえだ。私は練習で作ったのだからな」

「だから、同じ女の子で、こんなに美味しい食べ物を作れるユナさんとお話がしてみたかったんです」

　シャイラは目を輝かせながら、再度にじり寄ってくる。

　この子、テンション高いよ。怖いよ。元引きこもりとしてはテンションが高い人は苦手だ。

「だから、落ち着け」

　ゼレフさんがシャイラの頭をコツンと叩く。

「うぅ、痛いです」

「ユナ殿。もし、お店に来ることがありましたら、このシャイラに申し付けてください。同じ女の子同士、話しやすいと思いますので」

　できれば、もう少し大人しい子にしてほしいという気持ちはあるが、そんな希望を本人の前で言うことができるわけもなく、頷うなずくことしかできなかった。




「それではユナ殿、試食をよろしくお願いします」

　すでに準備は終わっていたのか、すぐに料理がテーブルの上に並べられる。

　……量が多い。

　別のテーブルにも、ケーキやパンが並んでいる。

　もしかして、全部試食するの？

　乙女のお腹には、そんなに入らないよ。

　どうせ試食するなら、わたしのレシピのものでなく、レストランに出す王族が食べる料理のほうがよかった。でも、そっちの料理は日頃から何度も作っているので試食の必要はないみたいだ。

　うぅ、残念。

「ユナさん、これはわたしが作ったんです。食べてください」

　わたしの気持ちを知らずに、シャイラが切り分けたケーキを差し出してくる。

　差し出されたのはイチゴのショートケーキだった。見た目は上手に作れている。生クリームのデコレーションも綺麗だ。

　わたしはフォークでケーキを一口サイズに切り、口の中に入れる。

　うん、美味しい。ちゃんと生クリームも上手に作れている。ネリンが作ったケーキにも引けを取らない。十分にお店に出せる味だ。

「どうですか？」

「美味しいよ」

　２口目、３口目と食べてみせる。

「本当ですか。よかった～」

　わたしの言葉にシャイラは嬉しそうにする。

「それじゃ、次のケーキをお願いします。これはわたしが考えたんです」

　イチゴでなく、他の果物が使われているようだ。わたしは先ほどと同じようにケーキをフォークで切り、試食をする。口の中にイチゴと違った味が広がる。

「うん、甘酸っぱくて美味しいよ」

　果物を替えるとケーキも変わるね。

「ユナ殿、こちらもお願いします」

「こちらも」

　続けざまに男性料理人の２人までが自分たちの作った料理を持ってくる。

　これも美味しい。

　それからも出される料理を食べていく。

　わたしはお世辞は言わずに「あくまで、わたしの好みだからね」と前置きをしてから、「美味しい」「口に合わない」「なかなか美味しい」「甘すぎる」「辛さが物足りない」と思ったまま答えていった。

　３人はそれぞれが紙を手に持って、わたしたちの感想を書き留めている。

　レシピがあるからと言えばそうだけど、ちゃんと丁寧に作っているのが分かる。

「ユナちゃん。大人気ね」

「笑っていないで、エレローラさんも食べてください」

「食べているわよ」

　確かに、エレローラさんの前のお皿は空になっている。

　おかしい。わたしと同じだけ食べたはずなのに、エレローラさんはケロッとしている。

　どうやら、エレローラさんの胃袋は、わたしより大きいみたいだ。
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　最後にプリンを食べて試食会は終了した。

　プリンも美味おいしく、問題はなかった。

　これにフルーツなどをトッピングしたりして、豪華に見せるのだという。アイスクリームとかトッピングするのもいいかも。

「ユナ殿、本日はありがとうございました」

　とりあえず、どこまで参考になったかは分からないけど。

　オリジナルのケーキなどもあり、新鮮に感じられた。レシピを教えてもらったのでネリンに教えてあげることができる。

「ううん、どれも美味しかったよ」

「そう言ってもらえると、我々も嬉しいです」

　わたしの言葉に安堵する３人。そんなにかしこまらなくても。

　ひと通り試食は終わったが、ケーキなどはホールで作っていたため、余っている。

　余った料理をどうするのかとゼレフさんに尋ねると、お城に持っていき、兵士や使用人に配るそうだ。そうならはじめに言ってほしかった。知っていれば出されたものを無理に食べなかったのに。わたしはお腹に軽く触れる。着ぐるみのせいで分からないけど、きっと大丈夫だ。

　お腹を擦さすりながら食べ物のことを考えていたら、先日作った食べ物のことを思い出す。

「ゼレフさん。これ新作の料理です。食べてみますか？」

　そう言って、クマボックスから茶碗蒸しを１つ取り出す。

　茶碗蒸しを見た瞬間、ゼレフさんの表情が変わり、わたしの言葉を聞いていた３人の料理人とエレローラさんがわたしのほうを見る。

「あら、ユナちゃん。わたしの分はないの？」

　エレローラさんが恐ろしいことを言い出す。あれだけの量の試食をしておいて、まだ食べられるとか信じられないんだけど。

「……まだ食べられるんですか？」

　冗談かもしれないから一応確認してみる。

「もちろん、ユナちゃんの新しい料理と聞けば食べるわよ」

　どうやら、本気で食べるようだ。わたしの胃袋とは性能が違うみたいだ。

「太っても知りませんよ」

　仕方ないので、もう一つ茶碗蒸しを出す。

　すると、シャイラと男性料理人２人の視線も茶碗蒸しに移る。

　やっぱり、食べたいんだよね。

「えっと、食べますか？」

「いいんですか!?」

「食べさせていただけるなら」

「はい」

　追加で茶碗蒸しを３つ取り出す。

「熱いから気をつけてね」

　クマボックスのおかげで熱々の状態だ。

　エレローラさんは茶碗蒸しの蓋を取る。

「本当に熱いわね。ユナちゃんのアイテム袋は便利ね」

「これも卵を使った料理ですね」

　ゼレフさんは茶碗蒸しを観察し匂いを嗅かぐ。

「熱いうちに食べてね」

　冷えても食べられるけど、熱いほうが美味しい。

　全員がスプーンを持ち、茶碗蒸しを試食する。

　材料はエルフの村で手に入れたキノコやミリーラの町で採れたタケノコに、孤児院で育てたコケッコウの肉などが入っている。

　他にもエビが入った茶碗蒸しもある。

「プリンみたいに柔らかいけど、全然違うわね」

「本当ですな。熱くて美味しい」

「ユナさん、美味しいです！」

　お店の料理長も副料理長も美味しそうに食べている。

「中にいろいろと入っているのね」

「鶏肉に、これはキノコ？　この歯ごたえは？」

　タケノコのことかな？

　他の３人も考えているが、分からないようだ。

　やっぱりタケノコって食べられていないのかな？

　まあ、あの緑色の堅い筒のようなものが、食べられるとは思わないよね。

「ユナ殿、これはなんですか？」

　ゼレフさんはフォークの上にタケノコをのせている。

　やっぱり、タケノコが分からなかったみたいだ。

「タケノコだよ。もしかするとこっちじゃ食べられていないかもしれないけど」

　わたしはクマボックスからタケノコを取り出す。

　食べられるときは地中に埋まっている。育てば堅い竹になる。

　わたしは竹の絵を描いて、地中で育っているときは食べられ、地中から出ると食べられないことを教える。

「竹は知っています。ですが、それが食べられるとは思いませんでした」

　ゼレフさんは珍しそうにタケノコを手にする。

「炒めても美味しいよ。欲しいなら、いくつかあげるよ」

「それは嬉しいです」

　わたしはクマボックスから、数本のタケノコを出す。

「ありがとうございます。いろいろと新しい料理を試作してみます」

　ゼレフさんは新しい食材を手に入れて嬉しそうにする。

　それからわたしはタケノコの基本的な料理方法を教える。灰汁あく抜きを教えないと、美味しく食べることはできないからね。

「ゼレフさん、これ茶碗蒸しのレシピです。具材は手に入るもので、いろいろと確かめてみて」

　クマさんパペットに咥くわえられた茶碗蒸しのレシピが書かれた紙をゼレフさんに渡す。

「いつも思うのですが、いいのですか？」

「ゼレフさんのためっていうか、フローラ姫に作ってあげて」

　わたしの返答にゼレフさんは少し考える。

「わかりました。でも、一番初めはユナ殿から、フローラ姫にお渡しください。私が先に渡すと、自分が作ったと思われますから」

　ゼレフさんの言葉に頷うなずくと、レシピを受け取ってくれる。

「ユナちゃんって、フローラ様に甘くない？」

「そうですか？」

「フィナちゃんや、わたしの娘に対してもだし。もしかして、子供に甘いのかしら？」

　そんなつもりないんだけど。

「たぶん、フィナもノアもいい子だからだと思いますよ。もし、ノアがわがままで横柄な子供だったら、優しくはしませんよ」

　あの馬鹿貴族の息子のような感じだったら、近寄らないし、優しくしない。

「ふふ、娘を褒められると嬉しいわね」

　わたしの返答が気に入ったのかエレローラさんは笑顔になる。そんな中、シャイラの目がゼレフさんの持つレシピに向いている。

「ゼレフ料理長！」

　シャイラが勢いよく手を挙げる。

「なんだ？」

「そのレシピを教えてもらうことは？」

「できるわけがないだろう」

　ゼレフさんはレシピが書かれた紙をポケットにしまう。

「そんな～」

　ゼレフさんの即答にシャイラは床に手をついて落ち込む。

　落ち込む姿もリアクションが大きいな。

「叔父様だけ、ズルイです」

　顔を上げて、うらめしそうにゼレフさんを見る。

「料理長だ」

　訂正を入れるゼレフさん。

　どっちでもいいよ。と思うのはわたしだけかな？

「ユナさん」

　立ち上がったシャイラがわたしのほうを見る。

　目は教えてほしいと訴えている。

「わたしはフローラ姫のために教えただけだから」

「わたしがフローラ姫のために作ります！」

「フローラ姫の料理をおまえに任せるわけがないだろう」

　シャイラは力強く返事をするがゼレフさんは却下する。

　シャイラが落ち込み、わたしとゼレフさんの言葉を聞いていた料理長と副料理長も残念そうな表情を浮かべる。

　ゼレフさんはそんな３人を気にせずにレシピを見る。

「やはり、こちらも卵を使うんですね」

　最近、持っていくレシピは卵を使ったものが多い。

「そういえば卵のほうは大丈夫なんですか？」

「それなら大丈夫よ。王都の近隣に卵を扱っている村があるの。ただ、自分たちが村で食べる分ほどしか生産してなかったんだけど。この村で鳥を増やして、卵は城で買い取ることになったから大丈夫よ」

「よく、了承してくれましたね」

「整備にかかるお金は全部、国が出したからね。他の仕事もあるけど、引き受けてくれたわ」

　確かに、普通に暮らしていれば本来の仕事がある。それをないがしろにはできない。

「まあ、さっきも言ったけど、卵の生産は徐々に増やしていくつもりなの。だから、そのためにも、みんなには頑張って稼いでもらわないといけないからね」

　エレローラさんはこの店で働く３人を見る。

　３人は「はい」と返事をする。




　茶碗蒸しの試食も終わり、そろそろお暇いとますることにする。

「ユナさん、お待ちしてますから、お店にも来てくださいね」

　シャイラの言葉に料理長と副料理長も頷いている。

「うん、来るよ」

　シャイラはわたしの言葉に嬉しそうにするけど、クマの置物がある店にクマの格好で入るのは勇気がいる。来るときはフィナと一緒に来ようかな。




　エレローラさんとわたしはお店を出る。

　お店を出ると入り口に置いてある大きなクマの置物が目に入る。

　結局、クマの置物をやめてもらうことができなかった。このまま、王都にクマの店が開店することになりそうだ。

　シャイラに、また来るとは言ったけど、クマの着ぐるみの格好じゃ近寄りがたいよね。

「それで、ユナちゃんは王都までなにしに来たの？　もしかしてフローラ様に会いに来てくれたのかしら」

　目の前にあるクマを見に来たとは言い難い。

　知った理由がサーニャさんの召喚鳥だし、移動はクマの転移門だ。

「えっと……そうです。新しい絵本を描いたので、フローラ姫に持ってきました」

「絵本を？　フローラ様も喜ぶわよ」

　まあ、噓ではない。元々フローラ姫に絵本を渡すつもりだった。

　ただ、今日の予定ではなかっただけだ。

　わたしたちは歩きながら話し始める。

「それで、絵本はどうしたらいいですか？」

「どうしたらって？　渡さないの？」

「複写するんじゃないんですか？　フローラ姫に渡してしまうとできないかと思って」

「そんなことを考えていたの？　大丈夫よ。フローラ様はお願いをすれば、ちゃんと貸してくれるから。それに新しい絵本はユナちゃんからフローラ様に渡してあげて。そのほうがフローラ様も喜ぶと思うから」

　絵本の複写はフローラ姫に渡してからすることになった。

「でも、少し読んでみたいわ。見せてもらってもいいかしら？」

「別にいいですけど」

　エレローラさんに絵本を見せるため、一度エレローラさんのお屋敷に行くことになった。

　お屋敷に入るとメイドのスリリナさんが出迎えてくれる。

「ユナ様、いらっしゃいませ」

「スリリナさん、お邪魔します」

　ゴーレムの事件のときに会っているけど、いろいろあって、しばらくぶりの感じがする。

「スリリナ、お茶の用意をお願いね」

「はい、かしこまりました」




　応接室に行くと、さっそくエレローラさんに絵本を見せる。

「相変わらず、可愛い絵ね」

　エレローラさんは微笑みながら、絵本を捲めくっていく。

「この姉妹はフィナちゃんとシュリちゃんね」

　絵本に出てくる姉妹の絵を指す。

「フィナちゃんに似て、可愛い子だったわ。今度王都に連れてきたら、家に連れてきてね」

　今のところ、その予定はないけど、王都に来るようなことがあれば連れてきてあげよう。

　さらにページを捲るエレローラさん。

「女の子は引っ越すことになったのね。それでくまさんとお別れをしなくちゃならなくなったのね」

　ページを捲る。

「魔物に襲われたところにくまさんが助けにくると。まるで、勇者のようね。しかも、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんの登場。ふふっ、可愛いわね」

　パラパラ。

「あら、ユナちゃんのくまゆるちゃんたちみたいに小さくなって、一緒に暮らすことになるのね。小さくなれるクマだったら一緒に暮らせるわね」

　絵本を読み終わる。

　わたしはお茶を持ってきてくれたスリリナさんのお茶をいただきながら、尋ねる。

「どうでした？」

「もちろん、よかったわよ。でも、１つ聞いていいかしら？」

「なんですか？」

「馬車に乗っていた他の人たちはどうなったの？」

　フィナにも聞かれたけど、そこって気になるところなの？

「別に決めていないから、自由に解釈してもらえればいいですよ」

「自由ね。ユナちゃんも難しいことをさせるわね。人によって解釈が変わってくるわね」

　わたしがフィナに説明したことと同じことを、エレローラさんに話す。

　魔物に殺されたと思う人、逃げのびたと思う人。読み手によって変わる。

　エレローラさんにわたしの絵本に描いた気持ちが伝わったようで、少し嬉しい。

「もしかして、描き直したほうがいい？」

「ううん、その必要はないわ。ただ、フローラ様に尋ねられたときのことを考えていたの。それで、ユナちゃんなりの答えがあるなら、あらかじめ聞いておこうと思ったのよ」

　エレローラさんは読み終わった絵本を返してくれる。

　まあ、読み手の問題だろう。

　勇敢に育ってほしいと思うなら、逃げ出さずに女の子を守るべきと教えるかもしれない。商人なら、決断は早くして、逃げろと教えるかもしれない。王族の場合はどうやって教えるんだろう？

　王族の立場なら、逃げるのも大切だ。でも、国民を見捨てて逃げろとも言えないような気がする。教育は難しいね。

　エレローラさんと絵本の内容について会話をしていると、ドアの外が騒がしくなり、いきなりドアが開いた。

　現れたのは学生服を着たシアだった。

「お母様、ユナさんがいるって本当!?」

「シア、久しぶり」

「ユナさん！」

　わたしが声をかけると嬉しそうにわたしのところにやってくる。

　そのシアが入ってきたドアから、同じように学生服を着たカトレア、マリクス、ティモルの３人が入ってくる。
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　全員、制服を着ている。学校帰りみたいだ。

「ユナさん、どうして王都に？　仕事ですか？」

「違うよ。ちょっと用事があってね。みんなは、どうしてシアの家に？」

　全員で仲良く宿題でもするのかな？

　ボッチだったわたしは、友達と一緒に勉強したことは一度もない。

　まあ、必要もなかったしね。負け惜しみじゃないよ。本当に宿題ぐらいは一人でできたから必要なかったんだよ。

「わたしたちは学園祭での出し物を話し合うためですよ」

「学園祭？」

　勉強会ではなかったみたいだ。

「今度、学園で生徒が出し物をするお祭りがあるんです。それにわたしたちも参加しようという話になったんです」

　わたしの質問にシアが答えてくれる。

　この世界の学校にも学園祭があるんだね。

　小学校のときは学園祭なんてなかったし、中学時代には引きこもっていたので、もちろんわたしは参加したことはない。学園祭の知識は漫画やテレビで見たぐらいだ。

　異世界の学園祭は元の世界の学園祭と同じなのかな？

　お店を出したり、演劇をしたり、演奏をしたりするんだっけ。

　異世界の特有の出し物ってあるのかな？

　魔法や剣が普通にある世界だ。ちょっと興味があるかも。

「面白そうだね」

「よかったら、ユナさんも見に来ますか？」

「いいの？」

「はい、ぜひ来てください」

　う～ん、行ってみたいけど、そんな人が多いところにクマの着ぐるみで行っても大丈夫かな？　学園祭の出し物って勘違いされない？　逆にそのほうが変に見られなくていいかも？

「それでシアたちは、なにをするの？」

「それが、みんな意見がバラバラで、それで今日は話し合うために集まったんです」

　シアが３人を見る。

「俺は他のメンバーと一緒に剣の試合がしたい」

　マリクスは剣の試合。

「魔法の試合もいいかも」

　カトレアは魔法の試合がしたいみたいだ。さすが異世界。剣や魔法を使ったイベントとか面白いことをやるんだね。

「僕は何か作って売りたい」

　とティモル。

「シアは？」

「わたしは試合でもいいんだけど。それって別にいつも授業でやっていることだから、わたしは学園祭でしかできないことがしてみたいと思っている」

「試合にしようぜ。試合なら目立つし」

「そうだけど、試合なら、授業でもするでしょう」

「でも、他の人に見てもらえる機会はないだろう」

　マリクスはそんなに目立ちたいのかな。

　それならクマの着ぐるみを着るといいよ、とマリクスにアドバイスをしたくなる。

「お店を出して、なにかを売ろうよ」

「なにを売るんだよ」

「それは屋台にあるような食べ物かな？」

「他の班がすでに屋台を出すって話を聞いているぞ」

「ええ、美味しい料理を出す当てがあるとか言っていたわ」

　マリクスとカトレアがティモルの案にダメ出しをする。

「えっと、出し物って４人でするの？　クラスで、とかじゃないの？」

「クラスっていうよりは部活ですね。あとは仲がいい友達同士でも参加したりします」

　仲がいい友達……わたしは心にダメージを受ける。

　普通は友達と、このような楽しい学園生活を送るものだよね。

「それで、マリクスとカトレアは試合形式の見世物で、ティモルはお店。シアは？」

　３人の案を聞いて、エレローラさんがわたしと話しているシアに尋ねる。

「どちらかと言うと、お店かな。こんなときでないとできないし」

　見事に２対２に分かれた。

「でも、試合をするにしても４人じゃ、少なくない？」

「試合はいろいろな人がするので、そこに参加するんです」

「それって、勝たないと目立たないんじゃ」

「勝ちます！」

「勝ちますわ」

　マリクスとカトレアは言うが、ティモルは嫌そうな顔をする。

「シアはどっちかというと試合のほうかと思ったんだけど」

「試合なら、授業でもやっているから、違うことをやってみたいと思って」

　確かにお店を出す経験は簡単にできるようなことじゃない。

「２人はお店じゃダメなの？」

「ダメじゃないけど。やるなら目立ちたい。お店だと目立てない」

「わたしは面白いお店ならいいですけど。みんながやっているようなお店なら遠慮したいですわ」

　つまり、マリクスは目立つ店ならよくて、カトレアは珍しい店ならいいってことになるのかな？

　目立って、珍しいもので、売れるもの……そんな都合のいいものあるかな？

「ちなみにシアとティモルは試合のほうはどうなの？」

「お店ができないなら、仕方ないと思う」

「わたしも」

「つまり、お互いにいいってことね」

　なぜか、生徒４人の話なのにエレローラさんが仕切り始めている。

　もしかして、職業病？

　エレローラさんって仕切ったり、面白そうなことには首を突っ込みたがるタイプだよね。でも、面倒なことはやらないタイプだ。

「それなら、まずはお店で考えてみたら？　学園祭じゃないと、お店を出す経験はできないわよ」

「そうだけど。ティモルもお店っていうだけで、いいアイデアがないからな」

「だから、それはみんなで考えようって」

「こんな感じで、話が決まらないんです。早く決めないといけないのに」

　シアが困ったような表情をする。

「それなら、シアもアイデアを出してくれよ」

「そうですよ。もし、お店にするなら、なにをするか提案をしてくださらないと」

　シアが考え込み、顔を上げて助けを求めるようにわたしのほうを見る。

「ユナさん、なにかいいアイデアありませんか？」

「わたし？」

　いきなり、わたしに話が振られた。

「ユナさん、クリモニアでお店をやっているんですよね。なにか、珍しくて簡単で人気が出そうなものってありませんか？」

「シア、それはユナちゃんに頼むことじゃないでしょう」

　エレローラさんはシアを叱る。

　でも、人気が出そうなお店か。やっぱり、食べ物屋さんだよね。プリンは作るのに時間がかかるし、卵の問題があるから却下。用意してあげてもいいんだけど、それだと自分たちの力でやったことにはならない。

　ピザは石釜の用意をしないといけないし、教室にお店を出すようなら無理だし、他になにがあるかな？

「ユナちゃん、そんなに真面目に考えなくてもいいのよ。シアたちの問題なんだから」

　エレローラさんの言葉に全員が黙ってしまう。

　でも、少しだけ楽しみになっているわたしは考えてしまう。

　別に学園祭で考えなくてもいいんだよね。

　たとえばお祭りとかなら、金魚すくいとか、輪投げに射的にお面？　食べ物なら焼きそば、かき氷、リンゴ飴、たこ焼き、イカ焼き、焼きとうもろこし、フランクフルト……!?

　ああ、忘れていた。

　簡単に作れるものがあった。

　前にフィナとシュリに作ってあげたお菓子があった。

　２人とも知らなかったけど。この世界にはないのかな？

　でも、あの２人は苦労して育ったから、知らなかっただけかもしれない。フィナたちが食べ物に困らなくなったのは、わたしと会ってからだ。それまでは病気のティルミナさんと３人で暮らしていたから貧しかった。

「１つ、いいものがあるけど」

「本当ですか!?」

　わたしの言葉にシアが嬉しそうな声をあげる。

「もしかすると、みんな知っているかもしれないけど」

「それはなんですか？」

「ザラメから作る綿のようなお菓子なんだけど。知ってる？」

「ザラメで作る綿のようなお菓子ですか？　わたしは知りません。みんなは知ってる？」

　シアはみんなに尋ねるが全員が首を横に振る。最後にエレローラさんのほうを見る。

「わたしは心あたりはないわ」

　エレローラさんも知らないらしい。

　このメンバーだけではあてにならない。

　貴族の娘だったり、騎士の息子に、財務関係の役人の息子だ。庶民のお菓子のことを知らない可能性はある。ここは一般市民の声が聞きたい。

　そう思っていると、ドアが開きスリリナさんが、シアたちのお茶を持って部屋に入ってきた。

「失礼します。お茶をお持ちしました」

　スリリナさんはシアたちの前にお茶を置いていく。

「他になにかあればお呼びください」

　頭を下げて部屋から出ていこうとする。

　メイドさんって一般市民だよね。この中では、スリリナさんの言葉は一番、信しん憑ぴょう性せいが高い。

「スリリナさん、聞きたいことがあるんだけどいいかな？」

　部屋から出ていこうとするスリリナさんを引き止める。

「聞きたいことですか？　わたしにお答えできることでしたら、構いませんが」

「ザラメという砂糖で作った綿のようなお菓子って知っています？」

「綿のようなお菓子ですか？」

　スリリナさんは首を傾かしげて考え込む。

「ちょっと、存じ上げませんね」

「なら、大丈夫かな？　スリリナさんにも見てもらいたいから、一緒にいてもらってもいいですか？」

「奥様」

　スリリナさんがエレローラさんを見る。

「構わないわよ」

　エレローラさんの許可をもらったので、クマボックスから綿菓子機を取り出す。

「ユナさん、これはなんですか？」

「綿菓子機だよ。これで綿のようなお菓子を作るんだよ」

　これを作るのは意外と苦労した。

　以前お店でザラメを見つけたとき、簡単に綿菓子が作れると思ったけど、なかなか上手に作れなかった。

　でも苦労した結果、綿菓子機が完成した。

　ただ苦労して作ったはいいけど、１回しか使うことがなかった。だって、綿菓子って飽きるんだもん。

　綿菓子はたまに食べるからいいものであって、毎日食べるものではない。それだけは言える。

　次にわたしはお店で買ったザラメを取り出し、綿菓子機の中心の円形になっているところに入れる。

「それ、普通のザラメよね？」

「クリモニアでも王都でも普通に売っているものですよ」

　見つけたのは王都だけど、あとでフィナにクリモニアでも売っていることを教えてもらった。

　甘いお菓子を作るときに使うらしい。

「これで綿のようなお菓子が作れるんですか？」

「まあ、見ていて」

　綿菓子機にある魔石に魔力を込めると、中央の火の魔石が熱を出し、ザラメが入った中心部分が高速で回転し始める。

　しばらくすると、中心にある筒の横の穴から白い綿のようなものが出始める。

「ユナさん！　なにか出てきました！」

「これが綿菓子だよ」

　どんどん、白い糸のようなものが出てくる。

　おっと、見ている場合じゃない。それに割り箸じゃなくて、木の棒を用意するのを忘れていた。

　クマボックスから数本の木の棒を取り出す。

　そして、その一本を握ると、グルグルと回しながら糸を棒に纏まとわりつかせる。徐々に糸が絡みつき、綿ができあがってくる。

　初めは苦労したけど、今では少しは上手に作れるようになった。

　綿菓子はどんどん大きくなっていく。

「本当に綿のようになっていきます」

　わたしは木の棒をクルクルと回して、綿をどんどん大きくしていく。

　こんなものでいいかな。お祭りの屋台で売っているような綿菓子が完成する。わたしは綿菓子機を止める。

「できたよ」

　みんなは驚いたようにわたしと綿菓子を見ている。

「どうしたの？」

「いや、不思議だったので」

「ユナさん、これは魔法ですか？」

「違うよ。砂糖のお菓子だよ」

　シアに綿菓子を差し出す。

「本当に綿みたいです」

「本当ね」

　全員が綿菓子を見ている。

「ユナさん。これはどうやって食べるんですか？」

　貴族のお嬢様はかじったりはしないよね。

「手で一口サイズに千切って食べればいいよ」

「手でですか」

「もしかして、貴族は手で食べるのダメだった？」

「いえ、そんなことはありませんが」

　シアは綿菓子を見つめると、綿菓子を指で千切って口に入れる。

「あまい……」

「まあ、砂糖だからね」

　それ以外の材料は使っていない。

「シア、わたしにもちょうだい」

　エレローラさんはシアから差し出された綿菓子を千切って口に入れる。

「本当に甘いわ」

「シア、わたしにももらえる？」

「俺にも」

「僕も」

　カトレア、マリクス、ティモルの３人が綿菓子に興味を持つ。

　シアが綿菓子を差し出すと３人は同様に千切って口に入れる。

「口の中で一瞬で溶けるわ」

「不思議だな」

「うん、でも美味しい」

　試食をした５人は、やはり初めて見るお菓子だったみたいだ。
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「スリリナさん、こんなお菓子なんだけど。知っていた？」

　シアがスリリナさんにも綿菓子を差し出すと、千切って口に入れる。

「いえ、このようなお菓子は知りません。食べたことも見たこともありません」

「なら、大丈夫かな？　これを学園祭で出したらどうかな？」

　わたしの問いに、シアたちはお互いの顔を見る。そして、全員がわたしのほうを見る。

「マリクスが言う目立つこともできるし、カトレアの珍しいものを売る、ティモルのお店がやりたいって意見にもかなっていると思うけど」

「販売すれば間違いなく売れると思う。でも……」

　シアとティモルが未知のお菓子に戸惑う。

「確かに、目立つし売れると思います。でも、いいんですか？　こんな珍しいものを教えてくれて」

　別にたいしたお菓子じゃないし、お祭りで食べるからいい。

「ユナちゃん。わたしが言うのもあれだけど、これもお店で出したほうがいいんじゃない？」

「このお菓子はお祭り用だから。商売をするつもりはないですよ」

「お祭り用？　そうなの？」

　まあ、スーパーなどのお菓子売り場に売っているけど、わたしのイメージでは綿菓子はお祭りのものだ。

　そんなわけで学園祭の出し物は綿菓子になり、さっそく作る練習が始まった。
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　綿菓子の作り方を教えたわたしは、そろそろフローラ姫のところへ絵本を渡しに行くことにする。

「それじゃ、みんな当日までにしっかり練習してね」

「ユナさん。ちょっと待ってください！」

　帰ろうとしたわたしをシアが引き留める。

「なに？」

「あのう、冒険者ギルドでユナさんに護衛の依頼を頼んだら、いくらぐらいで引き受けていただけますか？」

「護衛？」

　依頼料って、自分で決められるもの？

　指名依頼だとできるんだっけ？

　確か、冒険者ギルドで規定の最低金額があって、依頼内容によって金額が変わる。護衛する人数、距離、危険な道なのか。さらに高ランク冒険者を雇うなら、それなりの金額になる。指名だと相手との話し合いで金額が決まるんだっけ？　その手の依頼は受けたことがないので詳しいことは分からない。

「シア、どこかに行きたいの？」

　シアだったら、話によってはお金はいらない。

「いえ、そうではなくて。もし、ユナさんが学園祭に来てくれるなら、一緒にノアを連れてきてほしいんです。あの子も将来は王都の学園に入学すると思うし、去年も見たいと言っていたけどダメだったから、見せてあげたいんです」

　つまり、わたしに王都までノアを護衛してほしいってことか。

　優しい、いいお姉さんだね。

　そんな話を聞くと無料で引き受けたくなっちゃうよ。

　それに、シアからお金をもらうのは抵抗がある。

　そもそも、護衛の相場を知らないし、前回の護衛の代金もいくらもらったか覚えていない。

「そういうことなら、わたしが払うわよ」

「お母様？」

「ユナちゃん。学園祭に来てくれるようだったら、護衛料はわたしが払うからノアも一緒に連れてきてもらえる？」

　話を聞いていたエレローラさんが、依頼料を払ってくれるという。

　まあ、シアからもらうよりはエレローラさんからもらうほうが心は痛まない。

「それから、フィナちゃんとシュリちゃんも連れてきてくれる？」

「フィナと、シュリですか？」

「こないだユナちゃんのお店に行ったときに、フィナちゃんにはお世話になったからね。でも、フィナちゃんだけを連れてくると、シュリちゃんが可哀かわい想そうでしょう」

　確かにシュリだけおいてきぼりは可哀想だ。

　たまに、ズルいとか言うけど、基本、聞き分けがよく、素直に留守番をしているからね。

「この前のお礼を兼ねて２人を屋敷と学園祭に招待したいわ」

　エレローラさんは良い考えだと言わんばかりにどんどん話を進める。

　わたしとしても学園祭を見るチャンスは少ないので、２人を連れて来てあげたい。

　問題は２人が来るかどうかだけど、シュリならなにも考えずに王都に来られることに喜びそうだけど、フィナは貴族であるエレローラさんからの誘いだけど大丈夫かな？　でも、連れてくるにしても、ティルミナさんとゲンツさんの許可を取らないといけないね。

「でも、小さい子を３人も護衛するとなると、ユナちゃんでも負担は大きいかもしれないわね」

　クマの転移門を使えば負担は０です、とは言えない。

　それに、ノアとシュリにクマの転移門のことを教えるか、悩みどころだ。

　別にノアとシュリが言いふらすとは思っていないけど、秘密を知る人は少ないほうがよい。なにかの弾みで漏れる可能性もある。

　ノアだと寝言で「ユナさん、クマさんの転移門凄すごいです。むにゃむにゃ」とか言いそうだ。

「ユナちゃんは３人を護衛しながら、王都に来るのは問題ない？」

「くまゆるとくまきゅうなら、２人乗せられるし、たとえ魔物や盗賊に襲われても逃げきることができるから、大丈夫だよ」

　ドラゴンにでも襲われない限り逃げることはできる。

　ワイバーンには会ったことはあるけど、ドラゴンにも一度は会ってみたいものだ。そうそう会える相手ではない。

「ユナちゃんは強いし、くまゆるちゃんたちもいるから、普通の冒険者に頼むよりは安心ね」

　会話の流れがすでにノアたちを連れてくることになっている。まあ、別に連れてくるのはいいんだけど。

「それじゃ、３人をお願いしてもいい？」

「いいけど。クリフがノアを連れてくることをダメって言ったら、フィナたちはどうしますか？」

「その場合はフィナちゃんたちだけでも構わないわ。フィナちゃんたちにお礼をしたいのは本当だから。それにクリフもユナちゃんが護衛するって言えば、ダメとは言わないと思うわ」

　まあ、護衛については信用されていると思う。問題はノアの都合だけだね。

　もし、クリフの許可が下りなかったら、ノアには諦めてもらおう。

「一応、クリフに手紙を書くから、少し待っててもらえる？」

　エレローラさんは席を立ち、わたしの返事を待つ前に部屋から出ていってしまう。

　引き受けたからには、あとは移動方法を考えないといけない。まあ、二択しかないけど。

「ユナさん、ありがとう。でも、これでノアも喜んでくれると思う」

「クリフの許可が出ればいいね」

　ノアもシアも貴族だけど、ミサの誕生会のときに会った馬鹿貴族の馬鹿息子とは違うね。比べるのも可哀想だけど、同じ貴族とは思えない。

「ユナさん、フィナちゃんの妹はどんな子なんですか？」

「フィナにそっくりでいい子だよ。それに、ノアとシアみたいに仲良し姉妹だよ」

「ふふ、学園祭が楽しみになってきました。ノアに会えるのも嬉しいけど、フィナちゃんと妹のシュリちゃんに会えるのも楽しみです」

　シアがノアに会うのは国王の誕生祭以来だし、フィナはゴーレム事件以来になるのかな。

「それじゃ、学園祭に呼んでも恥ずかしくないように、綿菓子が上手に作れるようにならないとね」

　シアと会話をしている間もマリクスたちは綿菓子を作る練習をしている。

「うぅ、もう甘くて食えない」

「僕も」

　マリクスとティモルが練習で作った綿菓子を頑張って食べているが、ギブアップ寸前のようだ。

　まあ、綿菓子はいくつも食べられるものじゃないからね。砂糖を口に入れているのと同じだし。

「ほら、２人とも食べないと、次が作れないですわ」

　カトレアが作った形が悪い綿菓子をマリクスに差し出す。

「カトレアも食べろよ」

「太るから遠慮します」

「お前な～」

　いくら女の子が甘い物が好きでも、限界はあるし、体重を気にするよね。わたしも、さっきお店で試食で食べ過ぎたのが気になる。女の子なら仕方ないことだ。だから、ここはマリクスとティモルに頑張ってもらうことにする。

「これで口直しするといいよ」

　クマボックスからおやつのポテトチップスを出してあげる。

　塩味だし、口直しにはいい。

「ユナさん、ありがとう」

　マリクスはポテトチップスを口に入れる。

「もしかして、これでもいいんじゃないか？」

　マリクスはポテトチップスを食べながら言う。

　確かに、これでもいいかもしれない。マリクスに言われて気づいた。

　どうも、学園祭とかお祭りというイメージで、ポテトチップスを販売するって考えが思いつかなかった。

「うん、そうだね。これも美味しいし」

「セットで売れば、凄いことになるわ」

　ティモルとカトレアが賛同してポテトチップスを食べる。

「でも、ジャガイモは売っているの？」

「売っている場所はありますよ」

　わたしの疑問にスリリナさんが答えてくれる。

「値段も安いですから、貧困層ではよく食べられています」

　そうなんだ。わたしが知らなかっただけなのか。

「なら、大丈夫だな」

「でも、やめたほうがいいかと思います」

「なんで？　こんなに美味しいのに」

　マリクスはポテトチップスを食べながらスリリナさんに尋ねる。

「もし、ポテトチップスを食べたお客様が腹痛を起こした場合、マリクス様たちが疑われると思われます」

　ジャガイモを食べて腹痛を起こすと思っている人はいるんだよね。実際は芽の部分を食べなければ大丈夫だ。

「そうだよな。俺もユナさんからジャガイモって聞いたときは驚いたからな」

「だから、貴族や富裕層の方が来られる学園祭ではお出ししないほうがいいかと思います」

　スリリナさんがポテトチップスを学園祭に出すことのデメリットを教えてくれる。

「確かにそうだな」

「作ったはいいけど、文句を言われたら気分は悪いですしね」

「それに、ユナさんがせっかく綿菓子を教えてくれたんだし」

　４人は話し合った結果、ポテトチップスは諦めることになった。

「それではわたしは口直しに新しい飲み物をお持ちしますね」

　スリリナさんは部屋を出ていく。

　そして、４人はポテトチップスを食べながら、綿菓子作りを再開する。

　そんな４人を見ていたら、手紙を持ったエレローラさんが戻ってきた。

「それじゃ、ユナちゃん。これをクリフに渡して」

　クリフ宛の手紙を受け取ったわたしは、なくさないようにクマボックスにしまう。

　これで、わたしがここにいる用はなくなった。

　最後に学園祭の日にちを聞いて、お暇いとまさせてもらう。

「それじゃ、学園祭を楽しみにしているから頑張ってね」

「ユナさん。今日はありがとうございました」

　シアがお礼を言うと、３人からもお礼を言われる。

　お屋敷を後にして今度こそお城に向かう。

　あれ、エレローラさんはお城に戻らなくていいのかな？
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　わたしはお屋敷を出るとフローラ姫に絵本を渡すためにお城に向かう。

　ノアとシュリを王都にか……どうしたらいいかな。

　くまゆるとくまきゅうで移動するのであればなにも問題はない。フィナだけならクマの転移門で来れるけど。ノアとシュリがいるからそうもいかない。

　クマの転移門を２人に教えれば時間の短縮になるし、面倒な移動もしないで済む。

　どうしようか考えながら、お城に向かって歩いていると、お城の門に到着する。

　そして、いつもながら門の前に立つ兵士がわたしのほうを見ている。

　まあ、わたしの格好は遠くからでも目立つからね。

　わたしが門の前に立つ兵士に挨あい拶さつをしようとしたら、兵士は目線をわたしの後ろに向けて口を開く。

「これはエレローラ様」

「ご苦労さま」

　真後ろからそんな声が聞こえてくる。振り返ると笑みを浮かべているエレローラさんが立っていた。

「エレローラさん？　いつからそこに？」

「もちろん、ユナちゃんが家を出たときからよ」

　つまり、初めから後ろにいたわけか。

「人の後ろをついてくるなんて、人が悪いですよ」

　考えごとをしていたから、エレローラさんが後ろからついてきていることに気づかなかった。

「ユナちゃんの歩く後ろ姿が可愛かったわよ。小さな尻尾しっぽが揺れて」

「人のお尻を見ないでください」

　お尻にある尻尾を手で隠す。

　くまゆるとくまきゅうの尻尾を見るのはわたしも好きだ。でも、自分の尻尾を見られていると思うと恥ずかしい。

「可愛かったのに」

　尻尾を隠すと残念そうにする。

「それで、なんで後をつけたりするんですか。声をかけてくださいよ」

「初めは声をかけようとしたのよ。でも、ユナちゃんの尻尾が気になって、眺めていたら、お城に到着しちゃったのよ」

　この人は……。

「それでエレローラさんは仕事ですか？」

「まあね。ユナちゃんのお店だけがわたしの仕事じゃないからね」

「ちゃんと、仕事をしているんですね」

「ユナちゃん酷ひどい。わたしはいつも真面目に仕事をしているわよ」

『いつも』は怪しいところだけど、お店の話や卵の話を聞く限りでは仕事はしているようだ。でも、いつものエレローラさんの行動を見ていると、サボっているようにしか見えない。

「こんなところで立ち話もなんだから、フローラ様のところに行きましょう。絵本を渡しに行くんでしょう？」

　えっ、仕事をするためにお城に来たんじゃないの？　という突っ込みはしない。疲れるだけだから、スルーする。

　たとえエレローラさんが仕事をサボってても、困るのは国王たちであって、わたしじゃない。

　わたしとエレローラさんは兵士の許可をもらうと、お城の中に入る。

「それにしても、砂糖だけであんなお菓子ができるとは思わなかったわ。ユナちゃんはどうして、あんなことを知っているの？」

　なにかを探ろうとしているのかな？

　だからといって異世界から来ましたとは言えない。

「もちろん、秘密ですよ」

「あら、残念。でも、気をつけてね。ユナちゃんの料理には珍しいものが多いから、気になる人もいるはずだから。もし、なにか新しいことをするときは、なるべく声をかけてね。力になってあげることはできると思うから」

　もしかして、エレローラさんは綿菓子をシアたちに教えたことを心配してくれているのかな？

「そのときはお願いします」

　素直にお願いしておく。

「だから新しい食べ物があったら、真っ先に持ってきてね」

　それが本音ですか？

　どうも、エレローラさんの本心は摑つかむのがむずかしい。

　ノアとシアはエレローラさんに似ずに育ってほしいものだ。

「ユナちゃん。今、凄すごく失礼なことを考えなかった？」

「エレローラさんは優しいと思っただけですよ」

「ほんとう？」

　疑いの眼差しで見られるが、先ほど心に思ったことを口にするわけにはいかない。

　視線を逸そらし、フローラ姫の部屋に向かって歩きだす。

「ユナちゃん、ちゃんとこっちを見てくれないかな？」

「行かないなら、一人で行きますね」

「行くわよ」

「仕事はいいんですか？」

　聞くつもりはなかったのに聞いちゃったよ。

「大丈夫よ。やることはやっているから」

　本当なのかな？

　見知った通路を歩いていると、前からくまゆるのぬいぐるみが二足歩行で歩いてきた。

　その隣にはアンジュさんがいる。

「これはエレローラ様にユナさん？」

「くまさん？」

　アンジュさんの言葉にくまゆるぬいぐるみが喋しゃべる。

　いつのまにぬいぐるみに会話機能が……魔法おそるべし……。

　まあ、冗談はここまでにして、フローラ姫がわたしがプレゼントしたくまゆるのぬいぐるみを抱きしめているだけだ。フローラ姫がくまゆるぬいぐるみの後ろから顔を見せる。

「くまさん！」

　フローラ姫はわたしに気づくと嬉しそうに駆けよってくる。

　くまゆるぬいぐるみを抱いているため、走ると危なっかしい。

　そういえば、わたしの名前で「くまさん」って反応しているから、わたしの名前は認識しているんだよね。

　大きくなれば「くまさん」って呼び方はなくなるかな？

「それで、どうして２人はここにいるんですか？」

　抱きつくフローラ姫の頭を撫なでながら、アンジュさんに尋ねる。

「散歩の帰りになります」

「散歩って、ぬいぐるみを持って？」

「くまさんとさんぽ」

　フローラ姫はくまゆるぬいぐるみを抱きしめる。くまきゅうがいなくて可哀かわい想そうと思うけど仕方ないかな。フローラ姫の小さな体ではぬいぐるみを２つ持ち歩くことはできない。

「それで、ユナさんはフローラ姫にお会いになるために来てくださったのですか？」

「新しい絵本ができたから、持ってきたんだけど」

「えほん!?」

「絵本ですか？」

　フローラ姫は喜び、アンジュさんも嬉しそうにする。

　フローラ姫は分かるけど、アンジュさんまで、そんなに嬉しそうな顔をしなくても。

「それではフローラ様。ユナさんが絵本を持ってきてくださいましたから、部屋に戻りましょうか？」

「別に散歩が終わってからでもいいよ」

「へやにもどる」

　フローラ姫はくまゆるぬいぐるみを抱きながら、小さな手でわたしの服を摑つかむ。

　どうやら、フローラ姫も絵本が見たいようだ。

「それじゃ部屋に行こうか」

　フローラ姫の手をクマさんパペットで摑み、フローラ姫の部屋に向かう。

「やっぱり、ユナちゃんは子供には甘いわね」

　これまでの自分の行動をかえりみると、エレローラさんの言葉に「そんなことはないよ」とは否定できない。

　やっぱり、甘いのかな。でも、この笑顔を見て振りほどける人っているの？

　エレローラさんだって、フローラ姫の笑顔を見たら無視はできないはずだ。そう考えれば、わたしの甘さだって、問題はないはずだ。

　部屋に戻ってくると、フローラ姫はベッドに向かう。

　ベッドの枕元にはくまきゅうぬいぐるみが置いてあった。散歩に一緒に行けずに一人で留守番をしていたみたいだ。フローラ姫はくまゆるぬいぐるみを枕元に置くと、今度はくまきゅうぬいぐるみを抱きかかえる。

　…………？

　フローラ姫の行動が分からない。

「部屋の外に持っていくのは黒いクマさんで、部屋では白いクマさんになっています」

　フローラ姫の行動を見ていたわたしに、アンジュさんが教えてくれる。

「どうして、そんな区別を？」

「その、外に持って行く場合、汚れたりするので、その、黒いクマさんのほうが、汚れても……目立たないので……」

　アンジュさんが、少し言いにくそうに説明をしてくれる。

　確かにくまゆるは黒いから、汚れも目立たない。

「だから、お部屋では白いクマさん。外では黒いクマさんを持ち歩くことになっています」

　くまきゅうが除のけ者になっているわけではないことは分かったけど、そんな理由だとくまゆるが不ふ憫びんだ。

　くまゆるが汚れてもいいという理由で黒いわけじゃないけど、……でも、白いくまきゅうが汚れるよりはいいのかな？

　くまきゅうのぬいぐるみを抱いたフローラ姫は絵本を読むためにテーブルがある場所に移動してきた。

「はい、新しい絵本だよ」

「くまさん、ありがとう」

　フローラ姫は嬉しそうに絵本を受け取り、椅子に座ると、絵本を見始める。その後ろにアンジュさんが移動して、フローラ姫の後ろから絵本を覗のぞく。

　アンジュさん、内容が気になるんだね。

「エレローラ様、この絵本は？」

「ええ、もちろん配布するから、安心していいわよ」

「ありがとうございます」

　アンジュさんは嬉しそうにする。フローラ姫はゆっくりと絵本を捲めくっていく。アンジュさんも一緒に読みたそうにしていたが、わたしたちにお茶を淹れるために少し離れる。備えつけのお茶の道具でお茶を用意してくれる。

「ありがとうございます」

　わたしはお茶を飲んで一休みする。

　今日も国王は来るのかな？　兵士が走っていく姿は見た。

　お茶を飲みながらそんなことを考えると、フローラ姫が悲しそうな表情をする。

「くまさんとおわかれ……」

　ペラ。

　ページが捲られる。

「くまさん！」

　今度は嬉しそうにする。

　くまさんが登場したかな？

　そして、すべて読み終わると、

「くまさんって小さくなれるの？」

　その質問に、この部屋にいた全員の動きが止まり、即答はできなかった。

　普通の大人ならクマが小さくならないことは知っている。

　フィナやノアぐらいの年齢なら、説明をすれば理解してくれる。でも、フローラ姫ぐらいの年齢だと難しいかもしれない。

　だって、フローラ姫は小さくなれるクマを知っているから。

「フローラ様、熊さんは小さくなったりはしません」

　アンジュさんがわたしの代わりに説明をしてくれる。

「でも、くまさんのくまさん、小さくなったよ」

「それは……」

　アンジュさんは困ったようにわたしとエレローラさんを見る。フローラ姫は召喚獣のくまゆると本物の熊を一緒にしている。

　そもそも区別が難しいし、説明ができない。

「フローラ様。普通の熊は小さくなりませんよ。ユナちゃんのクマは特別なんですよ。そして、絵本に出てくるクマも特別です」

　エレローラさんがアンジュさんの代わりに説明をする。

「とくべつ？」

「はい、特別のクマです。だから、普通の熊は小さくなったりはしません」

　でも、フローラ姫は首を傾かしげる。

　説明が難しい。

　これは変な認識を与えてしまったわたしの責任だ。

　これがくまゆるやくまきゅうのことを知らない子供なら、絵本の中だけの空想の話ですませるけど。フローラ姫はくまゆるとくまきゅうが小さくなることを知っている。

「くまさん、小さくならないの？」

　フローラ姫はくまきゅうぬいぐるみを抱きしめる。

「わたしのクマが特別なんですよ。だから、普通の熊は小さくなったりはしませんよ」

　もう一度、優しく説明をしてあげる。

　フローラ姫は納得したような、していないような微妙な表情をしていた。

　まさか、クマが小さくなるところを聞かれるとは思わなかった。

　もし、逃げた人のことを尋ねられたら、エレローラさんか、国王になすりつけようと思っていたのに、今回の質問は予想外だった。

　そして、いつもよりも遅れて王妃様と国王がやってきた。今日はすぐには仕事を抜け出せなかったようだ。

　フローラ姫が読んでいる絵本を見ると感謝された。

　そして、ゼレフさんとの約束を思い出して、フローラ姫たちに茶碗蒸しを出してあげると、美味おいしそうに食べてくれた。
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　フローラ姫に絵本を渡したわたしはクリモニアに戻ってきた。さて、どうしたものかな？

　ノアとシュリにクマの転移門のことを話すか、いまだに悩み中である。

「それで、どうしたらいいと思う？」

「そんなことを聞かれても分からないです」

　相談役としてフィナを家に呼んで相談をしたら、そんな答えが返ってきた。

　お茶やお菓子を出してもてなしているんだから、相談に乗ってくれてもいいのに。流石さすがに「相談に乗ってくれないと菓子あげないよ」とは言えずに新しいお菓子をフィナの前に置いてあげる。

「そもそも、わたしとシュリも王都に行くんですか？」

「エレローラさんが２人にお世話になったからお礼がしたいんだって」

「わたし、お礼をされるようなことはしていないよ」

「お店の案内や説明をしてあげたんでしょう？」

「お母さんの代わりに少しだけだよ」

　ティルミナさんは緊張して、あまり頼りにならなかったらしいから、フィナが頑張ったのは想像ができる。

「あまり、深く考えないでいいと思うよ。本当に普通のお礼がしたいだけみたいだから。それで、フィナは王都に行くのは嫌なの？」

「学園祭って、シア様たちの学園の生徒が行う祭りなんですよね？」

「たぶん。わたしも見たことはないから分からないけど。生徒たちがお店を出したり、見世物をするって聞いたよ」

　わたしは元の世界の学園祭も経験がない。あくまで、知識として知っているだけだ。まして、異世界の学園祭のことを知るわけがなかった。

「行ってみたいけど、わたしとシュリが行ってもいいんですか？　ユナお姉ちゃんの迷惑になるんじゃ……」

　そんなことを考えていたの？

「迷惑なんて思っていないよ。逆に来てくれないほうが困るかな」

　わたしの言葉にフィナは意味が分からないようで首を傾かしげている。

「もし、フィナを連れていかなかったら、エレローラさんに『どうして連れてきてくれなかったの？』とか『本当にちゃんと誘ったの？』『変なことを言ってないわよね』とか嫌味を言われそうだからね」

　まあ、実際はそんなことは言わないと思うけど、残念そうにするのは間違いない。

「うぅ、そんなことを言われたら、断れません」

　優しい、いい子だね。

「冗談だよ。無理強いはしないから、本当に行きたくないなら言ってね。エレローラさんには適当に誤魔化しておくから」

　本当に嫌だったら、連れていくつもりはない。

　わたしとしてはフィナとシュリには学園祭を楽しんでもらいたいと思っている。無理やりになるなら、楽しいことも楽しめないからね。

「本当に迷惑じゃないですか？」

「フィナが一緒で迷惑なんて思ったことは一度もないよ。反対にいろいろなところに連れ回して、フィナこそ迷惑に思っていない？」

「わたしも、そんなこと思ったことないよ！　わたし、ユナお姉ちゃんがいろいろなところに連れていってくれるの嬉しいよ」

「本当？」

「うん、初めての王都もそうだったけど、２度目の王都、海や他の村。ハチミツの木にミサ様の誕生会、緊張したり、疲れたりしたけど、終わってみればどれも楽しかったよ」

　フィナの顔を見れば噓は言っていないことが分かる。

「ありがとう。そう言ってもらえると嬉しいよ。それじゃ、今回も行くってことで問題はない？」

「うん、学園祭に行ってみたい」

「それじゃ、一緒に行こう。わたしもフィナがいないと寂しいからね」

　頭を撫なでたいけど、反対側に座っているフィナには手が届かない。代わりに微ほほ笑えんであげる。

「でも、今回はシュリも一緒なんですよね？」

「２人を一緒に連れてきてほしいとエレローラさんに頼まれたからね。その前にティルミナさんとゲンツさんの許可をもらわないといけないけどね」

「お母さんは許してくれそうだけど。お父さん、許してくれるかな？」

　フィナはいつも連れ回しているから、許可は下りそうだけど、シュリのお泊まりは海に行った１回だけだ。

　でも、わたしも一緒だし、一応冒険者だし、それなりに強い魔物も倒しているから、ゲンツさんの信用は得ているはず。

「それでフィナから見て、シュリは転移門のことを話しても大丈夫だと思う？」

「あの子は約束は守るからしゃべったりはしないと思う。でも、シュリはくまゆるとくまきゅうとのお出かけのほうが喜ぶかも」

　それはノアにも言えることだ。

　くまゆるとくまきゅうが好きなノアが、一緒にお出かけできないと知ったらどう思うかな？

　結局、フィナに相談に乗ってもらったけど、答えは出なかったので、ノアに直接尋ねることにした。




「ユナさん、いらっしゃいませ」

　ノアのお屋敷に着くとララさんが出迎えてくれる。

「クリフとノアはいる？　エレローラさんから手紙を預かっているんだけど、会えるかな？」

「お２人ですか？　ノア様はお部屋にいますから大丈夫ですが、クリフ様は仕事中だと思いますので、お伺いしないと分かりません。確認しますので、家の中でお待ちになってください」

　ララさんに部屋に案内され、待っているとノアが部屋に飛び込んでくる。

「ユナさん!?」

　部屋に入ってくると笑顔で近寄ってくる。

　やっぱり、改めて顔を見ると、姉妹だからシアにそっくりだね。このまま成長するとエレローラさんみたいになるのかな？

　性格はエレローラさんに似ないことを願おう。ノアはこのまま真っ直ぐに成長してほしいものだ。

「ユナさん、なんですか？」

　ジッとノアの顔を見ていたらノアが困った表情をしていた。

「なんでもないよ。ノアが可愛いと思っただけだよ」

「わたしよりも、ユナさんのほうがかわいいです！」

「ありがとう」

　ノアの頭を撫でてあげると、ノアはそのままわたしの隣に座る。

「ララからお母様の手紙を預かっているとお聞きしたのですが？」

「ノアにっていうかクリフ宛だね。シアから、学園祭をノアに見せてあげたいから、連れてきてほしいってお願いされたの」

「お姉さまが……」

　ノアは嬉しそうな表情をする。

　ノアとシアの２人はフィナとシュリ同様に仲がいい姉妹だね。見ているだけで心が和む。

「その許可をクリフからもらうためにエレローラさんが手紙を書いてくれたの」

「それで、ノアはどうする？　学園祭に行きたい？」

「も、もちろん、行きたいです！」

　思ったとおりの返答だ。

「それじゃ、あとはクリフの許可をもらうだけだね」

「絶対にお父様を説得します」

　ノアは力強く宣言をする。

　まあ、エレローラさんの手紙があるし、わたしもお願いをしてみるつもりだ。もし、渋ったら貸しを返してもらう。いろいろと迷惑をかけているから、すでに差し引きゼロになっているような気もするけど。少しは残っているよね？

「これでまた、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんと一緒にお出かけができるんですね」

　嬉しそうな笑顔をわたしに向ける。

　やっぱり、ノアはくまゆるとくまきゅうに乗っていきたいみたいだ。

「そんなにくまゆるとくまきゅうとお出かけするの楽しみ？」

「もちろんです！　話を聞いただけで、もう、楽しみで仕方ありません。今回はくまゆるちゃんとくまきゅうちゃんを独り占めですね」

「今回はフィナとシュリの２人も一緒に行くことになっているから、くまゆるとくまきゅうを独り占めにはできないよ」

　たとえ２人がいなくても、片方はわたしが乗るから独り占めにはならないね。

「フィナとシュリも一緒ですか!?」

「エレローラさんに頼まれてね。２人が一緒でもいい？」

「もちろんです。独り占めができないのは残念ですけど、２人と王都に行けるのは嬉しいです」

「なにが嬉しいんだ？」

　クリフがドアから入ってきた。

「ユナ、待たせたな」

「ノアと話していたから、大丈夫だよ」

　クリフは疲れたようにわたしの前のソファに座る。

　お疲れかな？

　領主の仕事も大変そうだ。

「それで、ララからエレローラからの手紙を預かっていると聞いたが」

　クマボックスからエレローラさんから預かった手紙を取り出し、クリフに渡す。クリフは受け取ると手紙に目を通す。手紙を読むと目がつり上がっていくような気がするのだが、気のせいだろうか？

「学園祭か。もう、そんな時期か」

「お父様、お願いします。わたし学園祭に行きたいです。ユナさんも護衛をしてくださいます。行ってはダメですか？」

　ノアは真剣な表情でクリフにお願いをする。

「ちゃんと、王都まで無事に送り届けるから許可をもらえない？」

　転移門を使えば、一瞬だけど。くまゆるとくまきゅうでも安全に王都に行くことはできる。

「護衛に関しては心配はしてない。おまえさんほど、ノアを守ってくれる冒険者はいない」

　信用してくれているんだね。

　それじゃ、なんで、王都の話になったら嫌そうな表情をしたのかな。

「ノア、勉強はしているか？」

「はい。ちゃんと、やっています」

　クリフは少し考えごとをする。

「なにか、心配ごとがあるの？」

　クリフはノアを見る。

「前回、国王の誕生祭のときに、ノアとの婚約の話をいくつか持ちかけられてな」

「わたしの婚約ですか!?」

　ノアの顔が不安そうになった。

　それはそうだ。いきなり婚約とか言われたら誰だって、動揺する。

「もちろん、すべて断ったがな」

　クリフの言葉にノアは安堵の表情を浮かべる。

　わたしも安堵する。

　いきなり、婚約とか言われて驚いた。

「でも、婚約なら、お姉様が先なのでは？」

「シアは俺の後を継ぐから、婿を取らないといけない。だから、俺やエレローラとの繫つながりが欲しい者はノアを狙ねらっている。そんなやつらに娘ノアを渡すつもりはない」

　どうやら、ノアに近寄ってくる男がいないか心配しているみたいだ。

　エレローラさんやクリフと繫がりを持つなら娘との結婚が一番いいことは、貴族社会に詳しくないわたしでも分かる。

　でも、10歳でそんな話が来るもんなんだね。早めにゲットしておこうってことなのかな。この世界では常識なのかもしれないけど、あまりいい気分はしないね。

「お父様、心配しなくても大丈夫です。わたし、誰とも結婚はしません」

　ノアは真面目な顔で父親であるクリフに宣言する。

「……ノア、それはそれで困るぞ」

「結婚するなら、ユナさんとします」

「…………」

「…………」

　クリフとわたしの目が点になる。

　聞き間違いじゃないよね。

「ノア、わたし女の子だよ」

　ある部分が小さいからって、男の子とは思っていないよね？

　一緒にお風呂にも入っているんだから、そんなことはないよね。

　わたし、今夜、涙で枕を濡らすよ。

「もちろん、知っていますよ」

　だよね。よかった。

　元の世界でも同性同士でも結婚できる国はあったけど。もしかして、この世界だと、女の子同士でも結婚できるの!?

　驚きょう愕がくの事実だ。

「ユナさんと結婚すれば、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんとずっと一緒にいられるんですよ」

　わたしじゃなくて、くまゆるとくまきゅう目的ね。ノアらしいけど。紛らわしい言い方はしないでほしい。

「わかった。それじゃ、ユナ。ノアを頼む」

「えっ、ノアと結婚!?」

「違うわ！　女同士でできるわけないだろう。王都まで護衛だ。この様子なら、変な男が近寄ってきても大丈夫だろう。それから、ユナ。学園祭もノアとは一緒に行動してくれるのだろう」

「そのつもりだけど。シアやエレローラさんが一緒に行動するって言ったら、別れるかもしれないけど」

「なら、一緒にいるときだけでいい。ノアに近寄ってくる者がいたら、エレローラが渡したフォシュローゼ家の紋章を相手に見せろ。それで、引かないようだったら、多少は痛い目に遭わせてもいい」

「いいの？」

「フォシュローゼ家の紋章を見せて、引かないなら、相手が悪い」

「偉い人とか出てこない？」

「今のところはないはずだ。そんなところが出てくるのであれば、直接俺かエレローラのところに話がくる」

　確かにクリフとエレローラさんと話ができるくらい偉い人なら、先にクリフたちに話を通すよね。

　つまり、ノアに近寄ってきたら紋章のナイフを見せて、それでも近寄ってくるものがいたら殴ればいいんだね。簡単なお仕事だ。

　とりあえず、ノアの学園祭行きの許可はもらえた。それにしてもいきなり、「頼む」って言うから結婚かと思ったよ。言葉はちゃんと使わないと勘違いするよ。

　ノアもクリフも、言葉が足らないから驚いたよ。
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　話も終わると、クリフが目頭を押さえる。

「もしかして、疲れているの？」

　部屋に入ってきたときも疲れた様子をしていた。かなり、疲れているように見える。

「誰かのせいで、人や流通が増えて、それに合わせたように、俺の仕事が増えている」

「領主は大変だね」

「他人事みたいな言い方だな」

「領主の仕事なんだから。他人事でしょう」

　わたしに領主の仕事は関係ない。

「確かに領主の仕事は俺の仕事だ。だが、その仕事を増やしている原因はおまえさんだろう」

「わたしが原因？」

　どうして、クリフの仕事が忙しいことが、わたしが原因になるの？

「……おまえ、自分がしたことを忘れたのか？」

「……？」

　クリフが呆あきれた表情でわたしを見る。

　そんな顔で見られても、わたしがなにかをした記憶なんてない。言いがかりはやめてほしいものだ。

「あのう、ユナさんが、ミリーラの町のトンネルを見つけたことじゃないんですか？」

　わたしはポンとクマさんパペットを叩たたく。

　ああ、ミリーラのトンネルの件ね。

　わたしには関係ないから適当に聞き流していたけど、前にミレーヌさんに会ったとき、他の街から商人が来るとかで、忙しいみたいなことを言っていたのを思い出した。

「やっと思い出したか」

　うん、すっかり忘れていたよ。

　ミリーラの町に行くにしても、クマの転移門を使うし、トンネルのことは頭から抜け落ちていた。

　クマの石像を作らされたので、頭の中から消し去っていたよ。人は嫌なことは忘れるものだ。

「トンネルのおかげもあって、クリモニアとミリーラを行き来する者が増え始めている。海を見たがる者が増え始めたり、商売をしようとする者もいる。そのせいで宿が足らない。さらに人が増えればトラブルも起きる。警備の者を増やして見回りをさせているが、それでも数が足らない。それも、クリモニア、ミリーラの両方でだ。予想はしていたが、思っていたよりも早い」

　聞いているだけで大変そうだ。偉い人になるものじゃないね。王族や貴族に生まれ変わる転生でなくてよかったよ。そんなものに生まれ変わってたら自由に遊ぶこともできなかった。

「そんなに増えているんだ」

「予想以上に増えている」

　ティルミナさんからそんな話を聞いた覚えがあるが、聞き流していた。

　それに宿には泊まらないし、最近は商業ギルドにも冒険者ギルドにも、あまり顔を出していないから、その手の情報は仕入れてなかった。

「大変そうだね」

　だから、クリフはお疲れだったんだね。

　無事に疑問が解けた。

「他人事だな」

「えっ？　他人事だよ？」

　原因はわたしかもしれないけど。人が行き来するのはわたしには関係ないことだ。それを管理するのがクリフの役目であり、お仕事だ。一般人のわたしには関係ないはずだ。

「確かにそうだが、お前さんが見つけたトンネルでこんなことになっているんだぞ。少しはすまなそうにしたらどうだ。そのせいで、娘と一緒にいる時間も減っている」

　つまり、ノアとの時間が取れないで怒っていると。

「それじゃ、トンネルを埋めようか？」

　冗談で言ってみる。もちろん、やるつもりはない。そんなことをすれば、クリモニアに魚介類が入ってこなくなるし、アンズが困ることになる。なによりわたしが困る。

「やるなよ。やったら、俺は倒れるぞ」

　そんな宣言をされても困るんだけど。

　どうやら、今のクリフには冗談は通じなかったみたいだ。

「ユナさん、ダメです。そんなことをすれば海に行けなくなります」

　ここにも冗談を真に受けている人物がいた。

「冗談だからね」

　ノアを落ち着かせる。

「まあ、大変なのも、人材が育つまでの我慢だ。仕事を任せられる人材が育てば俺の仕事も減る。ミレーヌの奴も頑張っているみたいだから、近いうちに楽になるはずだ。誰かさんが、これ以上面倒ごとを持ってこなければな」

　誰かさんってわたしのことだよね。

　人を、行く先々で殺人が起きたりする探偵や、次々と強敵が現れるバトルもののアニメや漫画の主人公みたいに言わないでほしい。

　わたしは、神様のせいで異世界に来ることになった、着ぐるみを着たどこにでもいる普通の15歳の女の子だ。

　わたしがクリフに迷惑をかけたのは、ミリーラのトンネルの件と魔物１万匹、ミサの誕生会のときに殴り込みに行った後処理ぐらいだ。

　……この街に来てからの日数を考えれば、もしかして多い？

「え～と。なにか、手伝うことはある？」

　少し、罪悪感が生まれたので尋ねてみる。

「いや、大丈夫だ。予想はしていたけど、それより早かっただけだ。俺も言い過ぎた。すまなかった」

「ならいいけど。なにかあったら言ってね。できることがあれば手伝うから」

「ノアを学園祭に連れていってくれるだけで助かる。ノアを楽しませてやってくれ」

「それはもちろんだけど」

　手伝えることはないみたいだ。

　クリフは目頭を再度押さえる。相当、疲れているみたいだ。回復魔法をかけてあげたいけど、面倒なことになっても困るし。なにか、してあげたいけど……。

　そうだ！　いいものがあった。

「そうだ。クリフにこれあげるよ」

　クマボックスから神聖樹の茶葉を取り出し、小分けにしてクリフにプレゼントする。

「これはなんだ？」

「疲れが取れるお茶だよ。あとでララさんに淹れてもらって」

「変なものじゃないだろうな」

　疑うように神聖樹の茶葉を受け取る。

「わたしが、一度でもクリフに変なものを渡したことある？」

　疑うなんて酷ひどい。

　クリフに変なものを食べさせた記憶は一度もない。

　……ないはずだ。

　……ないよね。

「確かにそうだな。トラブルも持ってくるが、おまえさんが持ってくる食べ物はどれも美味しかったな。疑って悪かったな。これは、ありがたくもらっておく」

　クリフは少し考えて、神聖樹の茶葉を受け取ってくれる。

「それじゃ飲んだら、今度感想を聞かせてね」

「なんだ。おまえは飲んだことはないのか？」

「ちゃんと飲んだよ。でも、疲れが取れたかは分からなかったから、その辺りの感想を聞こうと思っただけ」

　だって、クマの着ぐるみを着ていると、基本走ったりしてもあまり疲れないし、夜は白クマになって寝れば朝には疲れは取れるから、お茶の効果を確かめようがない。

　わざわざ、着ぐるみを脱いで試そうとは思わない。

「ユナさん、わたしも飲んでみたいです」

「別にいいけど、味は普通のお茶だよ」

「それじゃ、あとでララに淹れてもらうか。俺は仕事に戻る。ノアのことは頼む」

　クリフは茶葉を持って部屋から出ていく。

「ノア。学園祭に行けることになってよかったね」

「はい！　これもユナさんのおかげです。それで、いつ出発しますか？」

　それが一番の問題だ。

「う～ん、そのことなんだけど。ちょっと相談したいから、明日、わたしの家に来てくれる？」

「……ユナさんの家ですか？　はい、構いませんが、どうしてですか？」

「フィナたちも行くことは言ったよね」

「はい」

「それで、３人に話しておきたいことがあるの」

　ノア以外の人がいる家でクマの転移門の話はできないからね。

「話ですか？　わかりました。明日、ユナさんの家に伺わせてもらいますね」

「ありがとう。それじゃ、明日、お昼を一緒に食べながら、話しましょう」




　ノアの家を後にしたわたしは一度クマハウスに戻り、ゲンツさんが仕事を終える頃を見計らってフィナの家に行く。

　もちろん、２人を王都に連れていくことを説明するためだ。

　フィナとシュリのためにもゲンツさんやティルミナさんを説得しなければ。そのための材料として、「わたしが守るから安心して」「一応、Ｃランク冒険者だよ」「ブラックバイパーを倒せるから魔物に襲われても大丈夫だよ」「もし、襲われてもくまゆるとくまきゅうがいるから逃げられるよ」など、もろもろの説得の言葉を用意した。

　気合を入れてフィナの家に乗り込む。

「ユナが一緒ならいいぞ」

「ユナちゃんが一緒なら、安心ね」

「…………」

　開いた口が塞ふさがらない。

　こんなに簡単に許可が出るとは思わなかった。

　ゲンツさんとティルミナさんの言葉にシュリは喜び、フィナも嬉しそうにする。

「いいの？」

「ああ、フィナが王都に行ったときも、シュリはクリモニアで我慢していたしな。もし、フィナとシュリの２人だけで行きたいと言っているのなら止める。でも、ユナが一緒なら、安心して任せることができる」

　信用してくれているんだね。そう思うと嬉しい。

「それに、エレローラ様のご招待をお断りするわけにもいかないわ」

「別に断ってもエレローラさんは……」

　怒らないけど、悲しむかな？

「先日、お会いしたけど、エレローラ様は怒ったりはしないでしょうね。だからといって、貴族様のお誘いを断っていいものではないわ」

「エレローラ様は優しい方だよ。……でも、振り回されるけど」

　確かフィナは、わたしがゴーレム退治をしている間にいろいろと連れまわされたり、着せ替え人形になったって聞いたっけ。フィナの着せ替え姿は見てみたかったけど。自分がさせられたらと思うと、身震いする。

「それにわたしたちじゃ、簡単に王都に連れていってあげることはできないわ。フィナもそうだけどシュリにもいい経験になると思う。ただ、２人がエレローラ様に迷惑をかけないかが心配ね」

「わたし、めいわくなんてかけないよ」

「わたしもです」

　シュリは頰ほおを膨らませる。

　フィナも否定する。

　昔は、貴族ってだけで震えていたフィナが懐かしい。

　成長したね。お姉ちゃん、少し寂しいよ。

「ふふ、２人がいい子なのは分かっているわ。でも、親としては心配なのよ」

　ティルミナさんは隣に座るシュリの頭を撫でる。

「でも、ユナちゃんの迷惑にならない？」

「フィナとシュリはわがままを言ったりしないから、大丈夫ですよ」

「いわないよ～」

「わたしもしないです」

「ふふ、それじゃユナちゃん、２人をよろしくお願いね」

　無事にフィナとシュリの王都行きの許可も出た。帰ろうとしたがティルミナさんに夕食を誘われたので、有り難くティルミナさんの手料理をいただくことにした。

　帰り際に、フィナとシュリに明日、家に来てくれるよう約束を交わした。
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　翌日、早めに家に来たフィナと一緒に昼食の準備をしながらノアを待っている。シュリは子熊化したくまゆるとくまきゅうと遊んでいる。

「ユナお姉ちゃん。お皿は並べたよ」

「ありがとう。あとはお茶の用意をお願い」

「シュリ、そろそろノア様が来ますから、くまゆるとくまきゅうと遊ぶのもほどほどにね」

「うん。くまゆるちゃん、くまきゅうちゃん。また、あとでね」

　そんな話し声が後ろから聞こえてくる。

　そして、お昼の準備が終わる頃、ノアがやってきた。

「待っていたよ」

「もしかして、遅刻しましたか？」

　フィナとシュリの２人が食事の手伝いをしているのを見て、ノアは尋ねてくる。

「時間通りだよ。２人は早く来てくれたから、お昼の準備を手伝ってもらっていたんだよ」

「そうなんですか。それならわたしも早く来ればよかったです」

「気にしないでいいよ。それじゃ、お昼でも食べながら話そうか」

　今日のお昼はお米を使った料理、チャーハンにスープにサラダを用意した。

　それぞれが席につくと、子熊化したくまゆるとくまきゅうはわたしの側で丸くなる。

「それで、出発日を決めるんですよね」

　チャーハンを食べながらノアが尋ねてくる。

「そうだけど。その前に、ノアとシュリ、ちょっといいかな？」

「はい」

「なに？」

　２人はスプーンを持ちながら、わたしのほうを見る。

「２人はくまゆるとくまきゅうと一緒にお出かけがしたいんだよね」

「はい！」

「うん！」

　２人は迷いなく返事をする。

　やっぱり、そうだよね。

「一日中、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんと一緒にいられると思うと幸せです」

「うん」

　ノアの言葉にシュリが頷うなずいている。

　もしかして、こっちの２人のほうが姉妹って思うぐらいに息が合っていない？

　もちろん、フィナもくまゆるとくまきゅうが好きなのは知っている。召喚すると嬉しそうに撫なでている。

「また王都まで、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんと一緒に行けると思うと嬉しくなります」

「はやく、くまきゅうちゃんにのりたい」

　２人はすでにクマさんモードに入っている。

　転移門を使えば一瞬で行けるから、くまきゅうやくまゆるに乗っていくのは時間の無駄のような気もするけど。クマの転移門のことは黙って、くまゆるとくまきゅうで王都に向かったほうがいいかな？

「ユナさん、どうしたんですか？」

　スプーンを咥くわえながら考えていたら、ノアが声をかけてくる。

「うん？　ちょっと考え事をね。一瞬で王都まで行けたらいいなと思ってね」

「一瞬ですか？　もし、そんなことができたら、いつでもお母様に会いに行けますね」

　クマの転移門を使えば、簡単にエレローラさんがいる王都に行くことができるよ。とは言えずに言葉を飲み込む。

　秘密を話すタイミングって難しいね。

　フィナのときは知っているものだと思って話しちゃったけど、あらためてクマの秘密を話そうとするとなかなかできないものだ。

「もし、そんなことができたら、ノアとシュリならどうする？　それでもくまゆるとくまきゅうに乗って王都に行きたい？」

「くまきゅうちゃんたちと行きたい！」

　シュリは即答する。

「そんな方法があるならいいと思いますが、わたしもくまゆるちゃんたちと一緒にお出かけがしたいです」

　シュリはクマさん、ノアは半々ってことかな？

「でも、どうして、そんなことを聞くんですか？」

「参考にね」

　２人の気持ちは分かった。クマの転移門を使うより、くまゆるとくまきゅうとの旅のほうがよさそうだ。

「ユナお姉ちゃん、王都に行くのはくまゆるとくまきゅうで移動したらどうですか？　帰りは、その、使って帰ってくれば」

　フィナがクマの転移門を濁しながら提案する。

　確かにそうだね。

　２人はくまゆるとくまきゅうと一緒に行くのを楽しみにしている。

　それなら、行きはくまゆるとくまきゅう。帰りはクマの転移門がいいかもしれない。

　長距離の移動に学園祭。帰る頃には疲れていると思う。転移門はそのときに使えばいい。

　フィナのアイデアに賛同する。

「フィナはなんのことを言っているんですか？」

「その、なんでもないです」

　フィナはわたしとの約束を守って、クマの転移門のことは口にしない。

　ノアは疑うこともせずにチャーハンを口に運ぶ。

「それじゃ、みんなで仲良く、くまゆるとくまきゅうで一緒に王都に行こうか」

　学園祭が行われる日より、余裕を持って数日前に到着するように予定を立てて出発することになった。

　３人が喜んでくれるのが一番だ。今回はそれが目的だし。

　クマの転移門を教える機会は必要になれば、フィナの言う通りに帰りに教えてもいい。なにごともタイミングが大事だ。

　好評だったチャーハンを食べ終わると、デザートにプリンを出してあげる。

　そして、３人は日が暮れるまで、子熊化したくまゆるとくまきゅうと遊んでいった。

　遊び疲れた３人は、最後にはくまゆるとくまきゅうを抱きしめるように寝ていた。




　翌日、わたしは学園祭に行くための準備をする。

　子供が３人もいるんだ。遊び道具も必要になる。

　リバーシもあるが、あれは長い間やっていると飽きてしまう。だから、旅行の遊び道具の定番であるトランプを用意することにした。

　時間があるときに、ちまちまと作ったトランプ。

　キング、クイーン、ジャックの絵柄は二等身キャラのミニクマになっている。

　キングは王冠をかぶり、クイーンは女王っぽく描き、ジャックは剣を持っている。もちろん、ジョーカーもクマだ。

　裏面の絵柄は子供たちに喜んでもらえるようにミニクマの絵にしようと思っているけど、今は白紙のままになっている。流石さすがに54枚も同じものは描けないから、印刷がしたい。

　それに、せっかく描いたトランプが破れたり、なくなったりしたら、絵を描いた苦労が水の泡となる。

　描いたトランプの絵がクリモニアでも複写できるか確認するために商業ギルドに向かう。

　商業ギルドの近くに行くと、クリフの言うとおり他の街から来た商人が多い。

　なんで、他の街の商人って分かるかって？

　だって、クリモニアの商人はわたしのことを一瞬だけ見ると、見慣れているのかすぐに目を逸そらす。でも、わたしのことを知らない商人はわたしに視線を向けると、視線を逸らさずに不思議そうな目で見てくるからだ。

　以前、商業ギルドマスターのミレーヌさんから聞いた話では、この街に住んでいる商人でわたしのことを知らない人はあまりいないそうだ。

　ブラックバイパーの素材のときにクマが倒したと噂うわさになり、さらにクマがお店を出したと話題になり、すでに卵のことも広まっている。

　だから、この街の商人はわたしのことを不思議そうに見つめたりはしない。必然的に不思議そうな目で見るのは他の街から来た商人となる。

　ちなみにこの街の商人たちも知らないことがある。「クマ」で通じるため、わたしの名前を知らないらしい。

　失礼だよね。




　商業ギルドの中に入って受付を確認する。

　数人の受付嬢が座っているがミレーヌさんの姿は見えない。流石に忙しい中、ギルマスであるミレーヌさんが受付で遊んでいるようなことはないようだ。受付にはハチミツのときにお世話になったリアナさんがいたが、お客様の対応をしている。リアナさんと目が合ったので、顔を下げて挨あい拶さつだけはしておく。

　どこの受付も数人の商人が順番待ちをしている。

　うーん、待つのも面倒だから、また、明日にでも来ようかな？

　そう思って商業ギルドを出ようとすると、リアナさんに引き止められる。

「ユナさん！」

　振り返ると、対応していたお客様は終わったらしい。でも、順番的にわたしの番ではない。

「今日はどうしたんですか？」

「ちょっと、ミレーヌさんに相談があったんだけど」

　周りを見る。人がたくさんいる。

「ミレーヌさんに会えるかな？」

「ギルマスは、ちょっと仕事が入っていてお会いすることはできません。もし、わたしでよろしければお話を伺いますが」

「いいの？　他の人の順番とか」

「大丈夫ですよ。別の者が代わりますから」

　簡単に言うけど、いいのかな？

　リアナさんが奥にいる職員に声をかけると、リアナさんの代わりに職員が受付につく。

「それじゃ、こちらでお話をお聞きしますね」

　わたしは別の部屋に連れていかれる。

　優遇されている感じがするんだけど、いいのかな？

　そのことを尋ねてみると。

「どこのギルドでもそうですが、ギルドに貢献している人は優遇されます。街の重要な人ならなおさらです。お待たせでもして、怒らせたりしたら大変なことになりますからね」

「わたしは別に怒ったりしないよ」

「分かっています。でも、それだけユナさんは商業ギルドでは重要な人です」

「わたし、そんな立場なの？」

「魔物素材はもちろん、お店の売り上げ、卵の流通、なによりもミリーラのトンネルの貢献が大きいです。そのおかげで商業ギルドはかなりの利益をあげています。そんなギルドに貢献しているユナさんをお待たせするわけにはいきません」

　そう言われると偉くなったように感じるね。お店はモリンさんやアンズのおかげだ。卵は孤児院の子供たちが頑張っている。それを支えてくれているティルミナさんや他の大人たち。トンネルは穴を掘っただけだ。綺麗に整地したり、トンネルに光の魔石をつけて、通れるようにしたのはクリフだ。

　そう考えると、わたしがしたのは魔物の素材とトンネルを掘ったことだけになるのかな。それもクマ装備のおかげだし。

　う～ん、そんなわたしが優遇を受けていいのかな？

　でも、クマ装備はわたしの力だし、お店もオーナー的な立場だからよしと解釈しよう。

「それで、相談とはなんでしょうか？」

「紙に印刷をすることができる場所を教えてほしいんだけど」

「印刷ですか？」

「これと同じものを作ってほしいんだけど。どこにお願いしたらいいかな？」

　クマボックスからトランプを取り出す。

「カードゲームですか？」

　クマさんトランプを見て、リアナさんが尋ねてくる。

　この世界にもカードゲームみたいなものはあるらしい。

　今度、調べてみるのもいいかもしれない。

「うん、これと同じものを作ってほしいんだけど。できる場所はあるかな？」

「はい、ありますよ。お預かりして、商業ギルドからお願いしましょうか？」

　それは助かる。

　わたしはトランプの説明をする。

　白いままになっている裏面には別に用意したクマの絵柄を印刷してほしいと伝える。

「代金のほうはいくらかかってもいいけど。材質は破れなくて、丈夫な紙でお願い。あと、同じものを１００セットお願い」

「１００セットもですか!?」

「そんなにいらないと思うんだけど。必要になったときに、また頼むのは面倒だからね」

　孤児院の人数を考えれば10セットは必要だと思うし、トランプは消耗品だ。予備はいくつあっても問題はない。

「分かりました。ユナさんがよろしいのでしたら、その数量で発注いたします」

「時間はどのくらいかかりそう？　今度、王都に行くからそれまでには欲しいんだけど」

　リアナさんに出発の日程を教える。

「分かりました。それまでには作るようにさせます」

「お願いね」

「それにしても可愛らしいクマさんの絵ですね」

　リアナさんはわたしが描いたトランプを見る。

「もし、こちらを販売するようなことがあれば、申しつけてくださいね。商業ギルドがお手伝いさせてもらいますから」

「もし、そうなったらお願いね」

「それでは完成したら、ユナさんのお家にお届けします」

　無事にトランプの件も終わり、商業ギルドを後にする。
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　トランプの発注を終えてから数日、クマハウスでくまゆるとくまきゅうと遊んであげていると、ノアの家のメイドのララさんがやってきた。

「ユナさん。お忙しいところ、申し訳ありません」

　ララさんは頭を下げる。

「大丈夫だよ。それで、今日はどうしたの？　ノアなら来ていないけど」

　たまにノアが家に遊びに来ることがあり、ララさんが迎えに来ることがある。でも、今日はノアは来ていない。

「いえ、今日はノアール様のことではなく、先日、クリフ様が頂いた茶葉について、お聞きしたいことがあるのですが」

「ああ、茶葉ね。もしかして、体調を崩したりはしていないよね？」

　なにか、ララさん、言いにくそうにしているけど、そんなことないよね。

「いえ、体調を崩されたりはしていません。クリフ様もはじめは半信半疑で飲み始められたのですが、今は美味おいしそうに飲まれています」

　違ったみたいだ。

　なら、どうして言いにくそうにしているんだろう。

「お茶が美味しいなら、ララさんのお茶の淹れ方がよかったんだね」

「ありがとうございます。でも、美味しいのはユナさんがお持ちになられた茶葉がよかったからです」

「気に入ってもらえたようでよかったよ。それで、クリフの体調はどう？　一応、疲れが取れるお茶って聞いてたんだけど」

　神聖樹のお茶を飲んだクリフの状態が知りたい。

「ユナさんからいただいた茶葉を飲まれるようになりましたクリフ様の体調は良くなっていきました。今では朝昼晩とお飲みになられて、元気に仕事をなされています」

「そんなに？」

「はい。いつもでしたら、朝、起きても疲れが取れていないご様子でしたが、この数日は目覚めもよく、一日仕事が捗はかどるとおっしゃっています」

　話を聞く限りだと、栄養ドリンクみたいな効果なのかな。

　でも、ちゃんと寝られるってことは栄養ドリンクとは効果は違うのかな？

　わたしは飲んだことはないけど、栄養ドリンクは疲れを取るのはもちろんのことだけど、漫画家が眠気を飛ばし、徹夜で漫画を描くイメージが浮かぶ。でも、クリフはちゃんと眠っているみたいだ。

「それで、同様に疲れていらした、クリフ様の補佐役のロンドさんもお飲みになられ、こちらも元気になられました」

「効果があったみたいでよかったよ」

　これで神聖樹の茶葉の効果は証明されたね。

　もっとも、わたしには白クマ装備があるから、意味がないけど。

「……それで、ユナさんからいただいた茶葉なんですが……、なくなってしまい。茶葉を分けてもらえないかとお伺いに来たのですが。もちろん代金のほうはお支払いしますので、譲っていただけないでしょうか」

　茶葉をもらいに来たんだったんだね。それで、言いにくそうにしていたみたいだ。

　でも、茶葉か。まだ在庫はあるから、あげてもいいんだけど。飲み過ぎって大丈夫なのかな？

　栄養ドリンク的なものなら、飲み過ぎはよくない気がする。、エルフはよく飲んでいると聞いたけど。体に悪いことが起きたという話は聞かなかった。

　ただ、種族が違うし、一日に飲む回数を聞いたわけでもない。

　どうしたらいいかな？

「あげてもいいんだけど。飲み過ぎには注意したほうがいいかな」

「体によくないのですか？」

　ララさんが不安そうな顔をするので、慌てて首を横に振る。

「何年も飲んでいる人がいるから大丈夫だと思うよ。ただ、飲み過ぎはよくないと思うからね」

　副作用はないと思う。クマの観察眼を使って見ても疲労回復と魔力の回復としか書かれていなかった。だから、危険なものではないと断言はできる。でも、飲み過ぎには注意だ。

　たとえば、砂糖や塩を大量に摂れば、体に悪いことは分かる。でも、いちいち注意する文面は書かれていない。お酒だってそうだ。少量なら体にいいというが、大量に飲むと体によくない。

　神聖樹の茶葉も同様の可能性だってある。なにごともバランスよく食べたり、飲んだりしたほうがいいに決まっている。

「なにごともバランスが重要だよ。それに本当に体の疲れを取るなら、茶葉の力を借りずに体を休めるのが一番だよ」

「はい、それはもちろんです」

「一日１回って約束できるなら渡すよ」

「分かりました。お約束します。クリフ様にはそう伝えさせていただきます」

　ララさんと約束をして、神聖樹の茶葉を渡す。

「何度も言うけど。ほどほどにね」

「はい。分かりました」

　ララさんが頭を下げると、お屋敷に戻っていく。

　クリフのおかげで神聖樹の茶葉の効果は証明されたけど、飲み過ぎはどうなんだろう。

　これはお店には出さないほうがいいね。効果を知ったお客様がたくさん来ても困るし。




　それから、王都に向けて出発するまでの間、くまゆるとくまきゅうと遊んだり、フィナとシュリと遊んだり、たまにノアが来たりして遊んだ。

　先日は綿菓子機を新たに作って、孤児院の子供たちに綿菓子を作ってあげた。

「ユナお姉ちゃん。この雲、美味しいよ」

「ふわふわだよ」

「溶けるとベタベタするから気をつけてね」

「口の中で溶ける」

「甘くて美味しい」

　孤児院の子供たちが美味しそうに食べる姿を見ると、学園祭でも成功すると思った。

　そんな感じで日々を過ごし、今日は通常サイズのくまゆるのお腹でお昼寝をしている。するとくまゆるが腕を伸ばして起こそうとしてくる。

「もう少し寝かせて」

　くまゆるの大きな腕を抱きしめる。

　抱き枕だね。

　でも、くまゆるは諦めずに、もう片方の腕でわたしを起こそうとする。

「なに？」

　くまゆるに尋ねると外からわたしを呼ぶ声が聞こえてきた。

「う～ん、だれ？」

　小さくアクビをしながらくまゆるのお腹から離れる。

　もう少し寝ていたかった。

　目を擦こすりながら外を確認すると、商業ギルドのリアナさんがいた。

「ユナさん。頼まれていたものができましたので、お持ちしました」

「リアナさん、ありがとう。ふぁ～～」

　小さくアクビをする。

「もしかして、寝ていたのを起こしてしまいましたか？」

「気にしないでいいよ。なにもやることがなくて、寝ていただけだから」

　暇だからくまゆるとくまきゅうを召喚して、遊んでいたら眠くなっただけだ。ダメ人間になりかけている。

「なら、いいのですが」

「それでトランプができたって本当？」

「はい。こちらです」

　リアナさんはアイテム袋から小さな木箱を取り出す。

　わたしは木箱を受け取って、蓋を開けると中にはトランプが入っていた。

　クマがちゃんと印刷されている。箱からトランプを取り出して確認する。

　おお、ちゃんとでき上がっている。

「どうでしょうか？」

「うん、ありがとう。思っていたよりも、出来がいいよ」

　触ってみると硬い紙が使われている。これなら、簡単に破けたりはしないだろう。

「そう言っていただけると、嬉しいです」

「リアナさん、ありがとうね」

　改めてお礼を言う。

「いえ、仕事ですから気にしないでください」

　家の前で話すのもなんなので、リアナさんをクマハウスの中に招待する。

「今日は仕事は大丈夫なの？」

　ミリーラの町の件で商業ギルドは忙しいはずだ。

　だから、届けてくれるのは業者の人か、手が空いているギルド職員が来ると思っていた。

「大丈夫ですよ。今日はお休みですから」

「休みなのに届けに来てくれたの？」

「他の人に頼めませんからね」

　なんか、いろいろと迷惑をかけてしまったようだ。

「でも、噂のユナさんのお家に入れるんです。それだけでも役得ですよ」

「噂って……」

「みなさん、このクマさんの形をした家に興味をもっていますから」

「中は普通の家だよ」

　冷蔵庫から飲み物を用意する。

　仕事が休みのときに届けてくれたんだ、お茶ぐらい出さないとね。

　リアナさんに椅子に座ってもらい、わたしも対面の椅子に座る。

　椅子に座るとリアナさんはテーブルの上に残りのトランプを出してくれる。１００個ともなるとかなりの数だ。

「代金はどのくらい？」

「はい。こちらが、金額の明細書になります」

　印刷代や紙の代金が書かれている。

「あれ、木箱の代金は？」

　ケースのことは忘れていて、頼んでいなかったけど。バラバラにならないようにするために必要だ。これはリアナさんには感謝だ。

「それはサービスです」

「それは悪いよ。ちゃんと払うよ」

「その代わりと言ってはなんですが、このカードはどのようにして遊ぶか教えてもらうことはできるでしょうか？」

「遊び方？」

「はい、商業ギルドで働く者として、とっても気になりまして。もちろん、他言はいたしません」

　ゲームと言われれば気になるのは仕方ないかな。

　わたしだって、ゲームと聞けば、どんなゲームなのか気になる。

「別にいいけど。なんなら遊んでいく？」

「よろしいのですか？」

「いいよ。今日はなにもすることがないからね」

　なにもすることがなかったから、くまゆるを抱き枕にして寝ていただけだ。

「ありがとうございます」

　わたしはトランプが入った木箱を１つ残してすべてクマボックスにしまう。

　ネットでトランプゲームをしたことはあるけど、リアルでは小学生以来となる。

　木箱からトランプを取り出すと、テーブルの上にカードを並べる。

「見たから知っていると思うけど、カードは全部で54枚。そして、この２枚は特殊カード」

　テーブルの上に火、水、風、土のマークごとに数字の順番通りに並べて、ジョーカーの２枚を横に置く。

「いろいろと遊び方があるんだけど、基本的なことだけを教えますね」

　わたしはカードを集め、カードを切る。

　そして、すべてを裏返しにする。

　まずは神経衰弱だ。

「記憶力を競うゲームだよ。交互にカードを捲めくって、同じ番号が揃そろったら自分のものになります。最終的にカードの枚数が多かった人が勝ちだよ」

「なるほど、自分のカードだけでなく、相手が捲ったカードも覚えないといけないってことですね」

「ちなみに、揃えることができたら、続けて捲ることができるよ」

　試しにゲームをしてみると、リアナさんは記憶力がよく、初めてなのにいい勝負になった。

「なかなか難しいですね。でも、子供の記憶力の成育にもなりますね」

　次に七並べを教える。これは簡単な駆け引きのゲームになる。

「そうなると、『Ａエース』や『Ｋキング』を持っていると不利ですね」

「まあ、そこは運が関係してくるけどね。いかに自分のカードを出しやすくするのかが勝負になるね」

　次にババ抜き。これも七並べと同様に２人でやっても面白くないゲームだけど、説明をする。

「なるほど、このジョーカーってカードが残った者が負けですか」

「自分がいかにジョーカーを持っていないか、知られないようにするゲームだよ」

　ポーカーフェイスってやつだ。

　まあ、ポーカーと違って、それほど重要ではないが、あったほうがいい。

　わたしの場合。クマさんフードを深く被かぶる方法があるから、必要はない。

　最後に大富豪（大貧民）を教える。

「これは少し、難しいですね」

「隣の人のカードや自分のカードに左右されるからね」

　ゲームのやり方を教えるのは以上にした。

　ポーカーやブラックジャックはルールが面倒だし、賭かけごとのイメージがある。

「ユナさん、他にもあるんですか？」

「あるけど、ルールが複雑だったりするかな」

「なるほど、このカードにはいろいろ遊び方があるんですね」

「２人から、複数人まで遊ぶことができるよ」

　リアナさんがトランプを見て、考え始める。

「こちらを販売するようでしたら、ゲームのやり方を書いた紙が必要になりますね」

　確かに販売するなら、ルールブックは必要かもしれない。

　やり方が分からなかったら、誰も購入なんてしないからね。

「もし、販売するようなことがあれば、連絡をくださいね。商業ギルドがお手伝いしますので」

「そのときはお願いね」

　どうなるか分からないけど、そのように返答しておく。リアナさんは帰るそうだ。

「それでは、お邪魔いたしました」

「こっちこそ、ありがとうね」

　リアナさんはお礼を言うと帰っていった。
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　今日は王都に出発する日だ。集合場所はわたしの家となっており、集合時間は朝食が終わる頃と伝えてある。そして、わたしは、今起きたばかりだ。

「えっと、みんな早くない？」

　わたしの格好は起きたばかりのため、まだ白クマ状態だ。なのに、すでに３人はわたしの家にいる。まだ、着替えもしていないし、朝食も食べていない。別にわたしが寝坊したわけではない。

　いつもよりも早く起きて朝食を食べる予定だったにもかかわらず、３人はわたしの家にいる。

「シュリ。だから、まだ早いって言ったでしょう」

「だって……」

　フィナがシュリに向かって言う。

　この様子を見れば、シュリが早く来たがったのは分かったけど、それでもフィナには止めてほしかった。

　そして、わたしはもう一人早く家に来た人物に目を向ける。

「それでノアは？」

「そんなの決まっています。少しでも早く、くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんに会うためです」

　ノアは迷いなく返答する。

　そうだよね。

　前回のときも、ノアは予定の時間よりも早くから、お屋敷の前で待っていたんだよね。

　集合場所をわたしの家にすれば、待てずにやってくるのは分かりきっていた。

　フィナやシュリのためと思ってわたしの家にしたんだけど、集合場所はノアの家にすればよかったかもしれない。

　でも、来てしまった３人を追い返すわけにはいかない。

「まあ、適当に待ってて、着替えてくるから」

　一度、部屋に戻り、黒クマに着替える。

　３人とも楽しみなのは分かるけど、早すぎだよ。

　着替え終わると、朝食の準備をする。といってもモリンさんが作ってくれたパンと飲み物を用意するだけだ。

　相変わらず、モリンさんのパンは美味おいしい。

　本当はお米が食べたかったけど。３人が待っているから簡単に食べられるものにした。パンを食べていると、３人がジッとわたしのほうを見ている。

「えっと、食べる？」

　３人に尋ねてみると。

「うん、たべる！」

「いいんですか？」

「はい！」

　家に来る前に食べてきたと思うんだけど。３人のお腹には、まだ入るみたいだ。

　成長期なのかな。

　クマボックスから３人にパンを出してあげると、美味しそうに食べ始める。

　これで、落ち着いて朝食をとることができる。

　朝食を終えたわたしは３人を連れてクマハウスを出る。

「楽しみです」

　ノアがスキップしながら前を歩く。

「はやく、王都にいきたい」

　シュリもフィナの手を握って嬉しそうにしている。もちろん、フィナの顔も笑顔になっている。嬉しそうにしている３人を見ると、わたしも楽しくなる。学園祭に誘ってくれたシアとエレローラさんに感謝しないといけない。




　クリモニアの街の外に出ると、さっそく、くまゆるとくまきゅうを召喚する。

　現れたくまゆるとくまきゅうに向けて、ノアとシュリが走り出す。フィナは微ほほ笑えみながら２人を見ている。

「フィナは行かないの？」

「行きたいけど。今日は２人に譲ります」

　フィナは大人だ。見た目は子供だけど、中身は大人だね。

「ユナさん、早く」

「お姉ちゃんもはやく」

　ノアとシュリがわたしとフィナを呼ぶ。

「それじゃ行こうか？」

「はい」

　フィナの手を握り２人のところに向かう。

　くまきゅうにはフィナとシュリ。わたしとノアがくまゆるに乗ることになった。

　シュリは嬉しそうにくまきゅうの背中に乗り、その後ろにフィナが乗る。

　わたしがくまゆるに乗ると、後ろにノアが乗る。

「ノア、前でなくていいの？」

「はい。ユナさんに抱きつきますから」

　そう言うとノアは後ろからわたしに抱きつく。

「ノア姉ちゃんズルイ。わたしもユナ姉ちゃんにだきつきたい」

「ふふ、ユナさんと一緒に乗る者の特典です」

　さらに顔を背中に押しつけてくる。

「ノア、そんなに強く抱きつかなくても」

「落ちないようにするためです」

　それを見てシュリはさらに羨うらやましそうにする。

　どうして？

　シュリも、いつも抱きついているでしょう？

「ちゃんと、入れ替わりに乗るから」

　もし、わたしが男なら「俺のために争わないでくれ」とか言うのかな？

　そもそも、そんなことをリアルで言う人はいないかな。

　いたら、痛いよね。

　準備も整えたわたしたちは、王都に向け出発する。

「はやい」

「シュリ、暴れないの」

　シュリが騒ぐので、フィナが落ち着かせる。

　その隣を並走するように、わたしとノアが乗るくまゆるが走り、途中で休憩を挟みつつ王都に向かう。

　昼食を食べ終え、くまゆるとくまきゅうの乗り換えをして出発する。朝は元気だった３人は、徐々に静かになる。シュリはくまゆるの上で寝ている。それを落ちないように支えているフィナ。ノアもわたしに体を預けるように寝ている。

「シュリは昨日の夜は嬉しくて、なかなか寝つけなかったんですよ。それなのに朝早く起きて、ユナお姉ちゃんの家に行くって言い出して」

「たぶん、ノアもだね」

　それから、２人を起こさないように走る。もちろん、くまゆるとくまきゅうの休憩も忘れない。

　そして、順調に進み、日が沈みかけてきた。

　野宿をするために、くまゆるとくまきゅうの速度を落とすと、街道から少し離れる。そして、少し遠くから見えている岩山の後ろを目指す。

「ユナさん、今日はここでお泊まりですか？」

　いつの間にか起きていたノアが尋ねてくる。

「ここなら家を建てても見つかりにくいからね」

　なるべく、クマハウスは見られたくない。

　街道から見えない岩山の後ろに移動すると、わたしとノアはくまゆるから降りる。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

　目を擦こすりながらシュリが尋ねる。

「今日はここで野宿をするよ。くまきゅうから降りて」

「うん」

　フィナとシュリもくまきゅうから降りる。

　わたしはクマボックスから、旅用のクマハウスを取り出す。

「クマの家です！」

　シュリがクマハウスに驚く。

　そういえば、シュリはクマボックスからクマハウスが出てくるのを見るのは初めてだっけ。クマハウスを見たおかげで、シュリの眠気はなくなったみたいだ。

「それじゃ、中に入って休もうか」

　くまゆるとくまきゅうを子熊にして、３人を連れてクマハウスの中に入る。

　シュリはキョロキョロとクマハウスの中を見渡している。

「食事の用意をするから、３人とも座っていて」

「わたし、手伝います」

「わたしも～」

「わたしもお手伝いします」

　３人が申し出てくれる。

　でも、面倒な料理をするわけではない。クマボックスからでき合いの料理を出すだけだ。

「一人で大丈夫だよ。３人はくまゆるとくまきゅうと一緒に休んでいて」

　３人はくまゆるとくまきゅうと一緒にソファがあるところに移動する。３人が休んでいる間にわたしは温かい食事を用意する。今日の夕飯はご飯にハンバーグに味噌汁とサラダ。朝食も昼食もパンだったから、夕食はご飯にすると決めていた。せっかくお米も手に入ったんだから食べないとね。

　ご飯は炊きたてがクマボックスに入っており、ハンバーグも作り置きがある。サラダはないので作る。ティルミナさんからフィナたちに野菜を食べさせるように言われている。バランスよく食べるのが大切だからね。

　味噌汁の作り置きもないので、大根やニンジン、ジャガイモを入れて味噌汁を作る。味噌汁は３人ともアンズの店で飲んでいるから出しても大丈夫なはずだ。

　作り終えると、３人がいるところに運ぶ。

　３人はくまゆるとくまきゅうと楽しそうに遊んでいた。料理を運んできたわたしに気づいたフィナが駆け寄ってくる。

「運ぶの手伝います」

「ありがとう」

「わたしも～」

「わたしも運びます」

　２人もフィナに負けずに手伝いを申し出てくれる。

「３人ともありがとうね」

　料理を運び終わるとみんなで食べ始める。

「美味しいです」

「うん、美味しい」

「ユナさんって、なんでもできますね」

「なんでもはできないよ」

　それは買いかぶりだ。

「だって、こんな美味しい料理も作れるし、冒険者としても凄すごいし、お店も経営している。ユナさんは凄いと思います」

「そんなことないよ。料理は練習さえすれば誰でも作れるようになるし、お店はモリンさんやアンズ、ティルミナさん、それにお店で働いているみんなが頑張ってくれているおかげだよ。わたしはなにもしてないよ」

　冒険者として強いのは、ゲームでの経験のおかげだ。それにクマの着ぐるみがなければ、たとえゲームの経験があったとしても非力なわたしでは戦えなかった。

「そんなことを言ったら、わたしはなにもできません」

「ノアは10歳なんだから、これからだよ」

　それにノアは貴族の令嬢なんだから、わたしとは必要な能力が異なる。将来、冒険者になるわけでも、料理人になるわけでもない。将来どうなるか分からない。領地を治める予定のシアのお手伝いをするのか、他の貴族と結婚して他の領地に行くかもしれない。

　ノアの未来はこれからだ。




　夕食を終えたわたしたちはひと休みすると、全員でお風呂に入ることにする。

　そして、なぜかノアとシュリがくまゆるとくまきゅうを連れてくる。

「どうして、くまゆるとくまきゅうを連れてきたの？」

「もちろん、一緒に入るからです。一日乗せてくれたお礼です」

「くまきゅうちゃんと入る～」

　入ってもいいけど、くまゆるとくまきゅうは一度送還して、もう一度召喚すると汚れは落ちる。だから、お風呂に入らなくても綺麗にすることはできる。

　だからといって、止めるのもヤボなので止めたりはしない。

　わたしもたまに感謝の気持ちを込めて、くまゆるとくまきゅうの体を洗ってあげることがある。そうすると、くまゆるとくまきゅうは嬉しそうにしてくれる。

　だから、２人が洗ってあげたいなら、させてあげることにする。感謝の気持ちを伝えるのは大切だからね。

「それじゃ、しっかり洗ってあげてね」

「はい！」

「うん！」

　そんな２人をわたしとフィナは優しく見守る。

　わたしはクマの着ぐるみを脱ぐ。

　３人の様子を見ると、フィナはシュリに脱いだ服をたたむように言っている。シュリは素直に従って脱いだ服を綺麗にたたんで籠かごに入れる。ノアを見るとこっちも貴族の令嬢なのに、ちゃんとたたんでいる。３人とも偉いね。

　３人を見ていたら、ノアと目が合う。

「なんですか？」

「なんでもないよ」

「だって、ユナさんの顔がわたしがいいことをすると、褒めてくださるお父様やお母様の顔になっています」

　そんな、子供もいないのに、我が子を見守るような顔になっていたのかな。

「わたしは３人とも偉いなと思っただけだよ」

　服を脱いだわたしたちは、くまゆるとくまきゅうを連れて風呂場に入る。まずは自分たちの体や髪を洗い、最後にくまゆるとくまきゅうを洗う。くまゆるはわたしとノアで洗う。くまきゅうはフィナとシュリの２人で洗っている。

　くまゆるとくまきゅうが白い泡に包まれる。最後にお湯をかけて泡を洗い流すと綺麗になる。

「くまきゅうちゃん、ぺっちゃんこになっちゃった」

　まあ、毛が濡れればね。

　くまゆるとくまきゅうも綺麗に洗い終わったので、わたしたちは湯船に入る。

　ああ、気持ちいいね。

　日本人ならやっぱり、湯船に浸からないとね。シャワーじゃやっぱり物足りない。

　わたしはのんびりと湯船に浸かる。その隣ではフィナも気持ちよさそうにしている。シュリとノアはお湯が出てくるクマの石像を面白そうに見ている。くまゆるとくまきゅうは湯船から顔だけを出して、気持ちよさそうにしている。

　落ち着くね。

　クマの転移門で移動するのも楽でいいけど、こうやって、みんなで移動するのもいいね。




　今日一日の疲れを取ったわたしたちは風呂から上がる。

「気持ちよかったです」

　体を拭くノア。

「くまきゅうちゃん、ちゃんとふかないとダメだよ」

　くまきゅうをタオルで拭こうとするシュリ。

「くまきゅうの前に、自分を拭かないと」

　くまきゅうの体を拭こうとするシュリを、後ろからフィナが拭いてあげている。

　平和だね。

　わたしは白クマに着替えると部屋に戻る。そして、みんなで風呂上がりに冷えた牛乳を飲む。

　冷たくて美味しい。

　そのあとはみんなの髪をドライヤーで乾かし、最後にくまゆるとくまきゅうも乾かしてあげる。

　たまにはこんな日があってもいいよね。
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「それじゃ、みんな、寝るよ」

「はい」

「はい」

「は～い」

　３人は素直に返事をする。なんだが、遠足の引率の先生になった気分だ。３人とも素直だから大丈夫だけど、こんなに素直な子供ばかりじゃない。そう考えると教師は大変な職業だ。

「３人とも同じ部屋でいいよね」

「はい」

「もちろんです」

「あと分かっていると思うけど、明日の出発は早いからね。夜更かしはしないで寝るんだよ」

「はい！」

「はい！」

「うん！」

　３人はよい返事をして、２階の部屋に向かう。

　わたしもくまゆるとくまきゅうを連れて自分の部屋に入る。

　疲れたわけじゃないけど。明日は早いので寝ることにする。

「くまゆる、くまきゅう、もし、危険なものが近寄ってきたら教えてね」

　わたしはベッドの上で丸くなって寝ようとしているくまゆるとくまきゅうにお願いする。

　そして、わたしも布団の中に潜り込む。出発前に布団を干しておいたから気持ちがいい。寝つきのよいわたしはすぐに夢の中に落ちていった。




　翌朝、くまゆるとくまきゅうに起こされる。

　外を見ると、まだ薄暗い。いつもなら、まだ寝ている時間だけど起きないといけない。今日は早く出発するから仕方ない。少し眠いが頑張って起きあがり、欠伸あくびをしながら１階に下りる。そのあとをくまゆるとくまきゅうがついてくる。

　１階には誰もいない。まだ、３人は寝ているみたいだね。

　３人が起きてきたらすぐに食べられるようにと、朝食の準備をしておく。

　いつもどおりのパンとスープと牛乳だ。朝から豪勢にしても仕方ないからね。

　準備が終わる頃、眠そうにしている３人がやってくる。

　シュリの腕の中にはくまきゅうのぬいぐるみがある。

「おはよう。朝食を食べたら出発するよ」

「ユナお姉ちゃん、手伝えなくてごめんなさい」

「アイテム袋から出すだけだから、気にしないでいいよ」

　３人は席につくと朝食をとる。




　朝食を食べ終えたわたしたちは王都に向けて出発する。

　魔物にも盗賊にも遭遇することもなく、順調に進んでいた。

　なにもなければ今日中に王都に到着するはずだ。でも、空を見ると雲行きが怪しい。雨が降らなければいいんだけど。

　でも、その願いは届かず、昼食を食べているときに雨が降りだした。

「ユナお姉ちゃん！　雨が！」

「みんな、食事はやめて移動するよ！」

　わたしたちはくまゆるとくまきゅうに乗ると、すぐに移動する。

　そして、クマハウスを出してもよい場所を見つけると、クマボックスからクマハウスを取り出し、中に駆け込む。

「みんな、大丈夫？」

「はい。大丈夫です」

「少し、濡れただけです」

「だいじょうぶだよ」

　どうやら、少し雨に濡れたぐらいですんだみたいだ。

　くまゆるとくまきゅうも濡れた様子はない。クマハウスさまさまだ。本当に便利だね。

　中に入り、風邪を引かれたら困るので、お風呂の準備をして、体を温めることにする。




「雨です」

　お風呂から出たシュリが窓から外を見ている。

　その後ろからノアも同様に覗のぞく。

「今日はこれ以上の移動はできないですね」

「そんなに急いで王都に向かわなくても、学園祭には間に合うから大丈夫だよ」

　１週間も降り続けたりしなければ大丈夫だ。

　だから、今日は進むことは諦めて休みとする。

　初めはくまゆるとくまきゅうと遊んでいたフィナたちも少し暇そうにしている。

　やることがないのでトランプの登場となった。

　本当は夜にでも遊ぼうかと思っていたけど。夕飯を食べて、お風呂に入ると、みんな規則正しく寝るのでここまでトランプの出番はなかった。

　そんなわけで、初めてトランプで遊ぶことにした。

「トランプゲームですか？」

「うん、カードを使ったゲームだよ」

　わたしはテーブルの上のトランプを出す。

「クマさんの絵です！」

「かわいい」

　ノア、シュリがトランプに手を伸ばす。

「どうやって遊ぶんですか？」

「いろいろとあるけど」

　わたしは考える。

　まずは記憶力勝負の神経衰弱を行うことにした。一番ルールが簡単で覚えやすい。

　わたしは３人にルールを教える。

「つまり記憶勝負ですね」

「みんなには負けません」

「うぅ、くまきゅうちゃん。いっしょにがんばろうね」

　シュリが子熊化したくまきゅうに声をかける。

「シュリ。くまきゅうと一緒は禁止ね」

　くまきゅうの記憶力がどれほどのものか分からないけど、くまゆるとくまきゅうが参加したら、勝てる気がしない。なんとなくだけど、見えないカードまで、肉球でペチペチと叩いて当てそうだ。

　シュリからくまきゅうを離し、少し離れた位置に移動させる。シュリが悲しそうな顔をするが、くまゆるとくまきゅうを参加させるわけにはいかない。

　席順は左回りにわたし、シュリ、フィナ、ノアとなる。

　でも、始まってみると、シュリの記憶力がよく、新たな一面を垣かい間ま見みることになった。

「こことここ」

　シュリがトランプを捲めくると数字が合う。

「あと、こことここ」

「あっ、そこは」

　ノアはシュリが捲るトランプに声をあげる。

　シュリが捲ったトランプは数字が一致しており、嬉しそうにトランプを自分のものにする。ノアは悲しい顔をしている。どうやら、狙っていたカードだったみたいだ。

　シュリは３枚目を捲るが、今度は外す。でも、十分に健闘している。

　次にフィナ、ノアと捲るがどれも初めての数字のため、ペアにはならなかった。わたしの番になり、トランプを捲ると、運よくさっき出た数字が出てカードをゲットする。

　そして、ゲームは進み、わたしはかろうじて勝利して、年上としての名誉を守ることができた。

　危なかった。初めてやるシュリたちに負けるわけにはいかないからね。

　２番はシュリで、年下に負けたフィナとノアは悔しそうにして、リベンジを申し込む。

　そして、何度か神経衰弱をしたあと、次は七並べをする。

「誰？　水の４を持っているの」

　ノアが自分が持っているトランプとテーブルに並んでいるトランプを見比べながら呟つぶやく。

　先ほどなにも出せずにパスをしている。

「水の３、２、１を並べることができないです」

　そんなところを持っているんだね。でも、口にしちゃダメだよ。

　キーになる場所をギリギリまで並べないのは七並べの駆け引きだ。

　ばらしては、誰も出さない。

　……と、わたしは思っていました。

「あ、わたし持っています。それじゃ、出しますね」

　フィナは自分の番が来ると水の４を出す。

　いやいや、出しちゃダメだよ。

「ちょ、フィナ。それじゃ、勝負にならないよ」

「でも、ノア様が……」

　フィナが申し訳なさそうにノアのほうを見る。

　貴族と平民が一緒にトランプをするとこうなってしまうんだね。

　神経衰弱は、自分の記憶との勝負となる。でも、七並べは相手の出したい数字を妨害しながら、自分が有利になるように進めていくゲームだ。

　妨害するゲームだと、流石さすがにフィナはノアに遠慮するみたいだ。七並べのようなゲームはフィナには向かないかもしれない。

　でも、これではゲームにならないので、ノアに注意する。

「ノア、自分が出してほしいカードを言うの禁止！」

　わたしはノアに向かってクマさんパペットで指さす。

「うぅ、だって……」

「フィナも勝負なんだから、遠慮せずにやらないと」

「すみません」

　とりあえず、ノアが欲しがる数字が分からなければ、フィナも出しようがないはずだ。

　そして、初めはぎこちなかったフィナも、徐々に勝負と割り切ってゲームを楽しむようになってきた。

　ノアのほうも対等な勝負を楽しんでいる。

「ふふ、火のクマさんキングです。これでＡエースに繫つながります」

　ノアが嬉しそうにする。

　これは追加ルールだ。キングが出た場合、Ａエースを出すことができる。ルールの追加をすることによって、並べやすくする。

　ノアに続き、わたしもカードを出す。

「うぅ、出せない」

「それじゃ、わたしはここに」

　シュリが自分のカードを見てパスをして、フィナがカードを出す。ノアも順調にカードを出してトランプの枚数を減らしていく。

　そして、ノアが最後の１枚を出す。

「勝ちました！」

　ノアは嬉しそうにする。勝負は真剣にやってこそ嬉しさが出る。手抜きをされて勝っても嬉しくはない。平等の相手に勝ってこそ、嬉しいものだ。

　わたしだって、やっと面白くなってきたところだ。初心者に勝っても嬉しくはない。みんなが上手くなって駆け引きができるようになってからが、面白いのだ。

　そして、途中からジョーカーを入れて特殊ルールを追加する。これで、さらに勝負が面白くなる。

　隣接している場所なら、好きな場所に置けるカードだ。ジョーカーが置かれたら、カードを持っている人は出さなければいけない。
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　それから、大貧民も行い、夕食まで楽しく過ごす。

　外を確認すれば、すでに雨はやんでいた。

　これなら、明日は大丈夫そうだ。
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　雨に降られた翌日、くまゆるに乗りながら空を見る。

　青い空に白い雲が浮かんでいる。どうやら、今日は雨の心配はなさそうだ。

　道もそれほど酷ひどくない。もしかすると、トランプに夢中になって、雨が早めにやんだことに気づかなかったのかもしれない。




　王都への道のりは順調に進み、昼過ぎには王都を囲む壁が見えてきた。

「おおきい」

　初めて見る王都の壁をシュリは小さな口を開けたまま見ている。

　まあ、初めて見たなら驚くよね。わたしも驚いたし。

「それじゃ、くまゆるとくまきゅうを見て、騒ぎになっても困るから、ここからは歩くよ」

　フィナたちには王都の壁が見えてきたら、くまゆるとくまきゅうから降りて、歩いていくと伝えてある。理由も説明してあるため、みんなは素直にくまゆるとくまきゅうから降りてくれる。

「くまきゅうちゃん、くまゆるちゃん、ありがとうね」

　シュリがくまきゅうとくまゆるを撫なでる。それを見たフィナとノアもくまゆるとくまきゅうにお礼を言う。くまゆるとくまきゅうは嬉しそうに「くぅ～ん」と返事をする。

　最後にわたしもお礼を言って、くまゆるとくまきゅうを送還する。

　歩いて王都に到着すると、誕生祭のときと違って人の出入りは少ないが、いつもどおりに好奇の目を向けられる。

　慣れるようで慣れない視線。

　しかも、今回はクマわたしの周りに美少女の３人がいるので、余計に視線を集めている。

　これが世間一般的に言う、美（少）女と野獣クマかもしれない。

　そんなフィナたちと一緒に、王都の中に入る。

　問題なのはここからの移動だ。王都は広い。馬車が走っているぐらいだ。エレローラさんのお屋敷まではかなりの距離がある。乗り合いの馬車で移動する方法もあるけど、王都見学を兼ねて歩くという選択肢もある。みんなに尋ねようとするとノアが口を開く。

「そうだ、ユナさん。お母様の手紙に、王都に到着したら門の警備所へ行くように書かれていました」

「警備所？」

「はい。なんでも、馬車を用意しておくから使うようにと。くまゆるちゃんたちでは王都の中を移動できないだろうからって」

　それはありがたいけど。でも、そういうことはもっと早く教えてほしかった。

　馬車が用意されているのを知らずにクマの転移門を使っていたら危なかったよ。

「それで警備所ってどこにあるか知っている？」

「はい、こちらです」

　そんなわけでノアの案内で警備所へと向う。

　警備所に向かって歩いていると、一人の男性がやってくる。

「やっぱり、クマの格好をした女の子が来たって話が聞こえたと思えばユナ殿でしたか」

　やってきたのは国王の誕生祭のときや、ミサの誕生会のときにお世話になったランゼルさんだ。

「ランゼルさん、こんにちは」

「お久しぶりです。先日のサルバード家の件ではお世話になりました」

　お世話になったのはわたしのほうだ。初めて王都に来たときも盗賊の件でお世話になり、前回の貴族の件でも、エレローラさんと一緒にやってきてくれて、お世話になった。

　あの貴族のことを思い出すだけでも気分が悪くなる。

　今、思い返すと、殴り足りなかったかもしれない。フィナたちが殴られたのだから、百倍返しをすればよかった。

「でも、あまり無茶をしないでください。ユナ殿は冒険者だといっても女の子なんですから」

　久しぶりに女の子扱いされたような気がする。最近はクマ扱いのほうが多かった。

「でも、なんでランゼルさんが、ここに？」

「エレローラ様から、ユナ殿とノアール様がやってくるので、馬車を用意して待っているように言われたんです。それで、この数日間、ずっと警備所にいました」

　それって職権濫らん用ようだよね。いいのかな？

　まあ、エレローラさんだし、いいのかな？

　でも、本当にクマの転移門使わないでよかったよ。ランゼルさんの数日が無駄になるところだった。

「その、お母様がわがままを言ったみたいで、ごめんなさい」

　ノアが母親の行いを謝罪をする。

「いえ、お気になさらずに。これも仕事です」

「でも、わたしたちを待つなら、他の人と交代しながらでもよかったんじゃない？」

「たぶん、わたしが頼まれたのは顔見知りってことからだと思います。顔見知りなら、ユナ殿もノアール様も安心して馬車に乗ってくれるという、エレローラ様の配慮だと思います」

　確かに、知らない人よりは、顔を知っているランゼルさんの馬車なら、安心して乗れる。

　エレローラさんの気遣いに感謝しないといけないね。

「それでは馬車を用意してありますから、こちらへどうぞ」

　歩き出すランゼルさん。そのあとをわたしたちはついていく。

「ノアのおかげで助かったわね」

「ノア様、ありがとうございます」

「ノア姉ちゃん。ありがとう」

「わたしはなにもしていないよ。全部、お母様がしたことだよ」

　ノアは全員からお礼を言われるが、首を横に振って否定をする。

「それでも、感謝だよ」

「ありがとうございます」

「ありがとう」

　再度、お礼を言われてノアは困っている。

　ここで、威張らないのがノアのいいところだね。

　わたしたちはランゼルさんの運転する馬車でエレローラさんのお屋敷に向かう。

　走る馬車の小窓からわたしたちは外を眺める。国王の誕生祭のときに比べれば少ないけど、それでも王都はやっぱり人が多い。

「うわぁ～」

　シュリは目を輝かせながら、外を見ている。

　嬉しそうにしているシュリを見ると、本当に連れてきてあげてよかったと思う。

「明日は王都見物でもしようか？」

「ほんとう!?」

　わたしの言葉にシュリは嬉しそうに振り返る。

「学園祭まで、まだ日にちはあるから、十分に見て回る時間はあるよ」

「そうですね。せっかく、王都に来たんですから、わたしが案内してあげますよ。シュリはどこか行きたいところある？」

　ノアが年上のお姉さんのように胸を張って尋ねる。

「わたし、お城にいきたい！」

　シュリはとんでもないことを言い出した。

「お城は……」

　シュリのお願いに、ノアは困った表情を浮かべる。

　わたしが言うのもあれだけど、お城の中には簡単に入れないよね。

　そもそも、わたしの許可証ってどこまで有効なのかな？

　知り合いは大丈夫なのかな？

　そのあたりをエレローラさんに聞いて、大丈夫そうなら、お城見物もいいかもしれない。

「ダメなの？」

　シュリが少し悲しそうな表情を浮かべる。

「お母様に頼んでみますが、お城の中には簡単に入れないの」

　ノアはシュリのお願いに困った表情をする。

「シュリ。ノア様を困らせちゃダメだよ。来るときに約束をしたでしょう」

　王都に来るにあたって、シュリはいろいろと約束をさせられていた。その一つにわがままを言わない、がある。

「ノア姉ちゃん。わがまま言ってごめんなさい。みんなといっしょなら、わたしどこでもいいよ」

　でも、前にフィナも入ったことがあるし、わたしとエレローラさんがお願いすれば、お城ぐらい入れないかな？

　料理を持っていったり、フローラ姫のために絵本やぬいぐるみをプレゼントしたりしている。それに魔物討伐の件もある。そのお礼としてシュリたちのお城見学の許可をもらえないかな。

　あとでエレローラさんに相談だね。




　お城には行けるか分からないけど、フィナたちは馬車に揺られながら、どこへ行くか楽しそうに話し合っている。

　いろいろな意見が飛び交う中、馬車が止まった。小窓から外を見ると、エレローラさんのお屋敷に到着していた。

「おおきい」

　馬車から降りたシュリはお屋敷を見上げる。

　一応、貴族様のお屋敷だからね。

「それでは自分はこれで失礼します。エレローラ様によろしくお伝えください」

「ランゼルさん、ありがとうね」

　わたしがお礼を言うと、みんなも一緒にお礼を言う。

　ランゼルさんはわたしたちに笑顔を向けると馬車を動かして去っていく。

　改めてお屋敷のほうを見ると、門の前にはスリリナさんが立っていた。

「ノアール様、お待ちしていました。ユナ様。このたびはノアール様の護衛をありがとうございました。フィナ様は変わりなく、元気そうでなによりです。それで、そちらの可愛らしい子がシュリ様ですね」

　スリリナさんはノア、わたし、フィナと声をかけ、最後にシュリを見る。シュリはフィナの手を強く握る。

「ほら、シュリ、ご挨拶を」

「……シュリです」

　小さな声で名前を言う。

「わたしはこのお屋敷でメイドをしているスリリナと申します。シュリ様、よろしくお願いいたします」

　スリリナさんはシュリの緊張を解くため、笑顔で挨拶をする。その笑顔にシュリも緊張が解けて、笑顔になる。

「みなさん、お疲れでしょう。お屋敷のほうへどうぞ」

　スリリナさんの案内でお屋敷の中に入る。

「スリリナ、お母様とお姉様はいますか？」

「奥様はまだです。シア様はそろそろお戻りになられる時間かと」

　エレローラさんなら、すぐに来そうな気がするけど。

　スリリナさんはわたしたちを部屋に案内すると、お茶とお菓子を出してくれる。

　そして、スリリナさんと他愛のない話をしていると、制服姿のシアが部屋に入ってきた。

「ノアがいるって聞いたけど」

「お姉様、お久しぶりです」

　ノアは立ち上がって挨拶をする。

「ノア。それにユナさん、それとフィナ、あなたがフィナの妹のシュリかしら？」

「シア様、お久しぶりです。このたびは学園祭にお招きいただき、ありがとうございます」

「ありがとうございます」

　フィナがお礼を述べるとシュリも真似をしてお礼を言う。

「呼んだのはお母様だから気にしないで、学園祭は楽しんでいってね」

「はい」

　フィナは嬉しそうに返事をする。

「それでシア。学園祭は上手くいきそう？」

「ユナさんのおかげで、上手くいっています」

「ユナさんのおかげ？」

　なにも知らないノアが首を傾かしげる。

「ユナさんに学園祭の出し物を提供してもらったの」

「少し、面白いものがあったから、教えてあげただけだよ。それで、綿菓子は上手に作れるようになった？」

「はい。毎日練習して、上手に作れるようになりました。ただ、作ったはいいけど、食べきれないのが難点で、スリリナたちお屋敷で働いている者や、マリクスたちの家族にも食べてもらったりしたんですよ」

　綿菓子は一日にいくつも食べられないからね。

「でも、そのおかげでみんな上手に作れるようになりました」

「もしかして、綿菓子を学園祭に出すのですか？」

「うん、学園祭で出したら面白いかなと思って」

「綿菓子を作るのは難しいのにできるなんて凄すごいです」

「うん、つくるのすごくむずかしかったよ」

　シュリは腕を円を描くように振って綿菓子を作る仕草をする。

　先日、孤児院で綿菓子を作ったときに、フィナもシュリも綿菓子を作る経験をしている。それで作る難しさを知っている。

「あのう、さっきから、なにを言っているんですか？　わたがしってなんですか？」

　みんなが楽しげに綿菓子について話している中、一人だけ綿菓子のことを知らないノアが皆に尋ねる。

　そういえば、ノアだけが綿菓子のことを知らないんだよね。

「雲のようにふわふわで、とても甘くて、おいしくて、ふしぎなおかしだよ」

　シュリが綿菓子について説明する。それを聞いたノアが全員を見る。

「みんな、そのわたがしってお菓子のことを知っているの？」

　シアはもちろん、フィナも頷く。

「それじゃ、知らないのはわたしだけですか？」

　知らないのはノアだけになる。

「もしかして、わたしだけが除のけ者ですか？」

「そんなつもりはないよ」

　そんなつもりはなかったけど、結果的になってしまった。

「でも、知らないのはわたしだけですよね？」

　ノアは少し悲しそうな顔をする。

「ふふ、それじゃ、作ってあげるから、ちょっと待っていて。ユナさんも上手に作れるようになったところ見てください」

　シアはそういうと綿菓子機を用意し、綿菓子を作る。確かに上手になっている。

　そして、ノアはシアが作ってくれた綿菓子を美味しそうに食べる。

「本当に雲みたいです。口の中で溶けていきます。こんな不思議なお菓子のことを黙っているなんて、フィナもユナさんも酷ひどいです」

「ごめんなさい」

「でも、孤児院の子供たちに１回食べさせただけだよ」

「わたしも誘ってくれればよかったのに……」

　ノアが少しイジケたような仕草をする。

　それから、シアは食べたそうにしていたフィナとシュリの分も作ってくれる。２人も美味しそうに食べる。わたしは丁重にお断りした。

「でも、本当に不思議なお菓子です。柔らかくて、口に入れると溶けて、甘く美味しいです」

「まあ、原料は砂糖だからね」

「お姉様は食べないんですか？」

「わたしはいいわ。実を言うと、見るだけで口の中が甘くなるの」

　それは食べ過ぎだ。拒絶反応が出ているね。綿菓子はたまに食べるもので、何個も食べるものじゃないからね。

「でも、お店を出すってことは、一緒に学園祭を回ることはできないんですか？」

「大丈夫よ。交代でわたしたちも学園祭を楽しむつもりだから、そのときに一緒に見ましょう」

「はい！」

　シアの言葉にノアは嬉しそうにする。
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　綿菓子を食べたことで、ノアの機嫌も直り、シアと学園祭の話で盛り上がる。

　わたしたちがスリリナさんから新しいお茶をもらってのんびりしていると、エレローラさんが部屋に入ってきた。

「ただいま」

「お母様！」

「ノア、よく来たわね。ユナちゃんもありがとうね」

「みんなで来るのも楽しかったですよ」

「エレローラ様、おじゃましています」

「おじゃましています」

　フィナが頭を下げて挨あい拶さつをすると、シュリも真似をして頭を下げて挨拶をする。

「フィナちゃんにシュリちゃん、こないだはクリモニアでお店の案内をありがとうね。今回はお礼をしたいから、学園祭を楽しんでいってね」

「はい、ありがとうございます」

「ありがとう」

　２人はお礼を言う。




「そういえば、わたしたちはどこに泊まるのでしょうか？　ユナお姉ちゃんのお家ですか？」

　フィナが思い出したかのように、わたしに尋ねる。

　今回はエレローラさんのお誘いだから、普通に考えればエレローラさんの家になる。

　でも、貴族であるエレローラさんのお屋敷ではフィナたちが落ち着かないかもしれない。

「わたしの家でも大丈夫だよ」

「あら、ユナちゃん。わたしのお客様を奪うつもりなの？」

「別に奪うつもりはないよ。久しぶりにノアが来たんだから、家族水入らずの邪魔になるかと思っただけだよ」

「邪魔なんて思わないわよ」

「そうです。皆さんも家に泊まってください」

　エレローラさんにノアまでが泊まるように言う。クリフはいないけど、せっかくの家族水入らずなのにいいのかな？

「２人にお礼をするためにわたしが呼んだんだから、わたしの家に泊まっていって」

　フィナは「えっと…」と言いながら、困った表情を浮かべながら、エレローラさんとわたしを見て、少し考えてからシュリのほうを見る。シュリは状況が分かっていない感じで首を傾かしげている。

「シュリ、このお屋敷に泊まるのと、ユナお姉ちゃんの家に泊まるのとどっちがいい？」

　フィナはシュリに選択を委ねたみたいだ。

「ユナ姉ちゃんのおうちあるの？」

「あるよ。クリモニアの家と変わらないクマの家だけど」

「みたい！」

　おお、クマハウスが勝利した。

「シュリちゃん、このお屋敷に泊まるのもいいわよ。美味おいしい料理もあるわよ」

　でも、負けずにエレローラさんはシュリを呼び込もうとする。

「うん、とまりたい」

　そのシュリの言葉に勝ち誇った表情をするエレローラさん。

　フィナが悲しそうな顔をする。これは助け舟を出したほうがいいかな。

「それじゃ、くまゆるとくまきゅうとはお別れだね」

「くまきゅうちゃん！　くまゆるちゃん！」

　シュリが大きく反応する。

「ユナちゃん。くまゆるちゃんたちを出すのは卑ひ怯きょうよ」

　先に食べ物で釣ったのはエレローラさんだ。

「フィナも大きなお屋敷じゃ落ち着かないみたいだから、わたしの家と交互にエレローラさんの家に泊まるってことでどうですか？」

　わたしの提案にエレローラさんは考え込む。

「仕方ないわね。それで手を打ちましょう」

　わたしとエレローラさんは握手をする。

　今さらだけど、なんの勝負をしていたんだろう？　ただ、フィナがホッとした表情をしていたから、これでよかったのかな？




「それで、お母様。お願いがあるんですが」

「なにかしら？」

「フィナたちにお城を案内してあげたいと思うのですが、どうにかなりませんか？」

「お城？」

「シュリがお城を見たいと言って、できれば見せてあげたいんです」

　ノアが少し遠慮がちにお願いをする。

「それなら、わたしが連れていってあげるわよ」

「本当ですか!?」

「ええ、それにユナちゃんがいれば、わたしの許可がなくてもお城に入れるでしょう」

「ユナさん？」

　エレローラさんの言葉に全員がわたしのほうを見る。

「あら、知らない？　ユナちゃんはお城の入城許可を持っているから、いつでもお城の中に入れるわよ」

「あれって、自分だけじゃないの？」

　見知らぬ人を連れて入るのは普通はダメだと思うんだけど。

「大丈夫よ。流石さすがに何十人も連れて入ることはできないけど、３人ぐらいなら入れるわよ。もちろん、なにかあればユナちゃんが責任をとることになるけど」

　まあ、わたしが連れて入るんだから、その連れがなにかすればわたしの責任になるのは当たり前だ。

「それじゃ、わたしが一緒なら大丈夫みたいだから、明日みんなでお城に行こうか？」

「いいのですか？」

「３人とも迷惑をかけたりはしないでしょう？」

　わたしが言うと、フィナが妹のシュリを不安そうに見る。

「わたしから、絶対に離れないって約束できる？　勝手に歩かないって約束できる？」

「できるよ～」

　まあ、シュリの手を握っていればいいことだ。手を握っていれば勝手に動かれることもない。

「心配なら、わたしもついていくけど」

「仕事はいいんですか？」

「少しぐらい大丈夫よ。優秀な国王陛下もいるしね」

　それでいいのかなと思いつつ、貴族がちょっかいを出してきたら面倒なので、エレローラさんに同行をお願いする。

「それじゃ、今晩は歓迎会をしましょう」

　そして、夕食をいただき、今日はこのままエレローラさんの家に泊まることになった。




　翌朝、食事を食べ終わって外にいる。

「わたしも一緒に行きたかったです」

　制服姿のシアがわたしたちを羨うらやましそうに見る。

「あなたは学園があるでしょう。しっかり勉強をしてきなさい。それに学園祭の準備もあるでしょう」

　まあ、学生は勉強が本分だ。しっかり勉強をしないといけない。って学校に行かずに引きこもっていたわたしには言われたくないよね。

「それじゃ、わたしは学園に行くけど、ノアもユナさんに迷惑をかけちゃダメだからね」

　シアはノアの頭を撫なでると学園に向かう。

「それじゃ、わたしたちも行きましょう」

「は～い」

　シュリが元気よく返事をする。




　お城に到着すると、シュリは満面の笑顔でお城を見上げている。

「大きい」

「中で騒いだりしちゃダメだからね」

「うん」

　フィナは勝手な行動を取らないようにしっかりとシュリの手を握る。

「それじゃ、みんな中に入るわよ」

　エレローラさんを先頭にみんなはあとをついていく。今日はエレローラさんが引率の先生だね。お城の門に近づくと兵士がわたしたちを見る。

「エレローラ様、それにクマ殿も」

　クマ殿？

　そういえば名乗った記憶がない。

　だからって、クマ殿って……。

「この子たちはわたしの知り合いだから、中に入るわよ」

「はい。どうぞお入りください」

　兵士は背筋を伸ばして道を開けてくれる。

　流石さすがエレローラさんだ。

「エレローラさま、すごい！」

「そう？」

　エレローラさんはシュリに褒められて、嬉しそうにする。

「ああ、それから、彼女が来たことは国王陛下には伝えないでいいから」

　エレローラさんがわたしのほうを見ながら、兵士に指示を出す。

「ですが……」

　兵士がわたしのほうを見る。

　たぶん、わたしが来たら報告するように言われているんだろう。なのに、エレローラさんに止められて困っている。

　状況的に２人の上司に別々の指示を受けて困っている平社員って感じだね。

「いいのよ。今回はお城の見学が目的だからね。もし、なにかあってもわたしが責任を取るわ」

「わかりました」

　兵士はエレローラさんの指示に従うことにしたみたいだ。

　今回ばかりはエレローラさんの指示が正しい。わたしが来たことを国王に報告しても、フローラ姫の部屋に行く予定はないから、国王がフローラ姫の部屋に行っても、わたしはいない。

　それに国王がフローラ姫に「クマが来ているそうだ」とでも伝えて、フローラ姫が待つようなことがあったら可哀かわい想そうだ。それなら、はじめから知らないほうがいい。
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　無事にお城の中に入れたわたしたちは、エレローラさんの案内で中を見学する。

　綺麗な渡り廊下を通り、お城の中を歩いていく。わたしにとっては見馴れた光景だけど、初めてのシュリは目を輝かせながら見ている。フィナも久しぶりのお城に緊張しているみたいだ。

　エレローラさんは前回わたしたちが見学したときと同じところを歩く。見学コースにでもなっているのかな？

　まあ、一般人が入ったり、見たりしたらいけない場所もあるだろうし、ある程度、見学コースは決まっているのかもしれない。

　そして、いろいろなところを見学して、兵士や騎士が練習している広場にやってくる。

　ここで、初めてフローラ姫に会ったんだよね。

　あのときはいきなり女の子が抱きついてくるから驚いたもんだ。それがお姫様だったので、さらに驚いたのは懐かしい思い出だ。




　広場を見ると、こちらも前回と同様に騎士や兵士が訓練している。剣と剣がぶつかり合い、大きな音を立てている。個人的には剣の訓練風景もいいけど、魔法使いの訓練風景を見てみたい。お城に仕える魔法使いの実力が知りたいところだ。

「今日は第三騎士団の練習だったみたいね」

　エレローラさんが騎士たちの練習風景を見て呟つぶやく。そして、目をつり上げて、少し嫌な表情を浮かべる。

「みんな、他のところに行くわよ」

　あまり、見ていないのにそんなことを言い始める。まあ、子供に見せるものではないかもしれない。

「これはエレローラ殿ではないですか？」

　その場から離れようとしたら、40歳ぐらいの髭ひげを生やした男性がニヤニヤしながら声をかけてきた。見た瞬間、にやけた顔に拒否反応を示した。顔を合わせたくなかったので、クマさんフードを深く被かぶり、フィナとシュリをわたしの後ろに下がらせる。ノアはすでにエレローラさんが自分の後ろに隠している。

「ルトゥム……」

　エレローラさんが男を見て、小さな声で名前を言う。エレローラさんは苦虫を嚙みつぶしたような顔をしている。

「そちらは噂のクマと、エレローラ殿の娘さんですかな」

　わたしと、エレローラさんの後ろに隠れているノアを見る。

「娘が怖がるから、見ないでもらえるかしら」

「これは失礼。お姉さんに似て可愛かわいらしい娘さんですね」

「ええ、２人ともわたしに似ているからね」

　エレローラさんが男の言葉に笑顔で返す。

「それで、エレローラ殿は見学ですかな？」

「ええ。でも、あなたたちの訓練の邪魔にならないように、立ち去るところだったから、気にしないでもらえると助かるわ」

「お気になさらずに、ゆっくり見学をしていってください。騎士たちもエレローラ殿に見られたほうが訓練に身が入りますから」

「気持ちはありがたいけど、他の場所も見学をする予定だから、これで失礼させてもらうわ。みんな、行きましょう」

　歩きだすエレローラさんにわたしたちは黙ってついていく。後ろを振り返って男を見ると、エレローラさんを睨にらみつけていた。

「お母様、よかったのですか？」

「ノアは気にしないでいいわ。あなたには指一本触れさせないから」

　エレローラさんはノアの頭に手を乗せて、優しく微ほほ笑えむ。

　わたしのことも知っているみたいだったけど、気持ち悪い目だった。気になるけど、ここで聞いても教えてくれそうもない。フィナたちもいるし、関わらないですむなら、関わらないでおきたい。

　そして、気分を入れ替えるためか、エレローラさんはわたしたちを庭園に連れてくる。

「うわあ、お花がたくさん」

「綺麗です」

「ここで、しばらく休みましょう」

「フィナ、シュリ。あっちに行きましょう」

「走って転ばないようにするんだよ」

「は～い」

　ノアは２人の手を摑つかむと、奥のほうに連れていってしまう。

　残ったわたしとエレローラさんは庭園の中央に向けてゆっくりと歩きだす。

「３人ともあんなに楽しそうにして」

　仲良くしている３人を見て、微笑んでいる。

「エレローラさん。さっきの男の人は？　なにか、エレローラさんに対して態度が悪かったけど」

　３人がいなくなったので尋ねてみる。

　もし、３人に危害を加えるような人物なら、わたしの敵だ。

「わたし、彼に嫌われているのよ」

　それは見れば分かる。

　別れ際、エレローラさんを睨みつけるように見ていた。

「やっぱり。貴族には派閥とかあるんですか？」

　わたしには分からない世界だ。まして、社会人でもないし、学校にも行っていないから、そうしたものとは無関係に生きてきた。分かるとしたら、漫画や小説に書かれている知識ぐらいしかない。

「もちろん派閥もあるけど、彼の場合は嫌われているってよりは、恨まれているって言うほうが正しいかしら」

　もしかして、エレローラさんが無茶な指示を出したり、仕事をサボっているから恨まれているとか？

　それが一番可能性が高い。

「たぶん、ユナちゃんが考えていることは違うからね」

「なにも思っていませんよ」

　人の心を読むのはやめてほしい。

「彼、ルトゥム・ローランド伯に恨まれているのはクリフが原因なのよ」

「クリフ？」

「少し前になるんだけど。クリフのところで働いていた者が、かなりの悪さをしたのよ。それで、クリフが怒って処刑しちゃったのよね。その殺しちゃった人物が彼の親族だったのよ。一応、表向きは賊に殺されたことになっているけど。それで、わたしも恨まれているのよ」

　クリフが人を殺すなんて想像もできない。でも、クリフが殺すってことは、よっぽど酷ひどいことをしたとしか考えられない。だけど、相手にとっては親族を殺されているんだから、恨むのも仕方ないのかな。それで、エレローラさんまで恨まれるって、違うと思うんだけど。

「ちなみにユナちゃんも、彼とは関係があるのよ」

「わたしも？」

　あまり、貴族とは関わりを持っていないから、恨まれるようなことをした記憶がない。

　貴族の知り合いは、クリフとグランさんぐらいなものだ。

「ユナちゃん。サルバード家のことを覚えてる？」

　サルバード家、思い出したくもないけど、そんな貴族がいたね。ミサを攫さらったバカ貴族。

「そのサルバード家の遠縁にあたるのがローランド家なの」

「それじゃ、あのときの息子は」

「ええ、ローランド家に引き取られたわ」

「それじゃ、わたしのことも知っているの？」

「う～ん、それはガジュルドの息子のランドル次第だと思うけど。ローランド家に引き取られる前に、今回のことは口外することを禁じると、国王陛下が命令しているわ。だから、身内だろうが誰だろうが、話すことを許されていない。もし、話したことがバレるようなことがあれば処罰されることになっている。だから、ガジュルドの息子はユナちゃんのことは誰にも話さないと思う。それにガジュルドの息子を引き取ったと同時に自分の領地に送ったそうよ」

　どこの領地か分からないけど、それなら安心かな？

「ただ、遠縁とはいえ、サルバード家のおとり潰つぶしにフォシュローゼ家が関わっているから、さらに恨まれることになったのよ」

　小さくため息を吐つく。

「迷惑をかけちゃったみたいだね」

「ユナちゃんは悪くないわ。ミサを救ってくれて感謝よ。それにサルバード家を潰すこともできたしね。それを考えれば彼に恨まれるぐらいは安いものよ。それに元々、嫌われているしね」

　あの件に関わっているならエレローラさんを恨むのも分かる。半分はわたしの責任みたいだけど。エレローラさんに迷惑をかけたみたいだ。

「それだけなら、仕方ないんだけど。まだ、恨まれる理由があるのよ。ユナちゃんが国王陛下の誕生祭のときに魔物討伐してくれたのを覚えている？」

「まあ、一応」

　１万の魔物を倒したんだ。忘れてはいない。あのときに倒した魔物の一部は、まだクマボックスに入っている。

「あのとき、ルトゥムは功績を上げようとして、率先して魔物討伐に向かったんだけど」

　エレローラさんがわたしのほうを見る。言いたいことは分かる。

　すべての魔物をわたしが討伐した。

「ルトゥムは功績を上げることができずに怒っていたわ。怒ったルトゥムはしつこく国王陛下に、討伐した冒険者のことを聞いていたけど、国王陛下はランクＡの冒険者であるということ以外は答えなかったけどね」

　国王、ちゃんと約束は守ってくれていたんだね。感謝しないとダメだね。

　今度、邪険に扱わずに美味しいものを差し入れしてあげないといけないね。

「でも、その討伐した冒険者がクリフと関わっていることは気づかれているのよ。クリフが冒険者ギルドのサーニャに会ったことは知られているからね」

「わたしも一緒にいましたよ」

「だって、ユナちゃん。当時Ｄランクでしょう。誰もユナちゃんが討伐したなんて思わないわよ。それにルトゥムは国王陛下から討伐したのはＡランク冒険者だと聞かされているから、Ｄランク冒険者が倒したなんて考えもしないわよ。それに、こんな可愛いクマの格好をした女の子が倒したなんて思わないわよ」

　確かに、Ｄランク冒険者が一人で１万の魔物を討伐したなんて、普通は思わないよね。まして、クマの格好した女の子が倒したなんて思うわけないか。

「さらに運が悪いことに、最近商売でも失敗しているようなのよね。鉱山で魔物が出現して、鉄鉱石が採れなくなったときに、鉄を大量に買い占めていたらしいのよ。鉄を売って儲もうけようとしたらしいんだけど。鉄を売り捌さばく前に、誰かさんが鉱山の事件を解決しちゃったのね。鉄鉱石が普通に採れるようになったせいで、かなりの損害を出したらしいわよ」

　エレローラさんが笑顔をわたしに向ける。

　それって、ゴーレム事件のことだよね。でも、それはわたしは悪くないよね。冒険者ギルドの依頼で普通に倒しただけだ。しかも、倒したことになっているのはジェイドさんたちとバカレンジャーたちの冒険者パーティーだ。うん、わたしが倒したことにしなくてよかった。言ったとしても、信じなかったと思うけど。

　しかし、クリフが親類を処刑したこと以外はすべてわたしが関わっている。せめてもの救いは、相手がわたしが関わっていることを知らないってことぐらいだ。

「ふふ、でも、ユナちゃんは気にしないでいいわよ。馬鹿が金儲けしようとしたのが悪いんだから。いい気味よ。この話を聞いたときは久しぶりに笑ったわ」

　エレローラさんは笑みを浮かべる。

「ユナちゃんが関係しているとは思っていないと思うけど、わたしたちの関係者とは思っているわ。もし、あの男が嫌がらせをしてきたら言ってね。わたしも国王陛下も力を貸すから」

　これまで何度もお城に出入りしているけど、嫌がらせを受けた記憶はない。今後もなにかが起きるとは思えないけど。せっかくの楽しい学園祭だ。フィナとシュリ、ノアもいるんだから、気に留めておく。
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　エレローラさんと話しながら庭園の中央に向かう。お城の庭園の中央には椅子やテーブルがあり、座りながら周りの花を見ることができる。さらに屋根もあるので、休むには適した場所だ。

　角を曲がり目的の場所が見えると、先に行っていたフィナたちの姿が見えた。でも、そこにはフィナたちだけじゃなく、フローラ姫に王妃様、アンジュさんの姿もあった。

　そして、ここからでも見えるけど、テーブルの上にはくまゆるとくまきゅうぬいぐるみが、２体ずつ仲良く並んでいる。くまゆるぬいぐるみはフローラ姫とフィナの前にあり、くまきゅうぬいぐるみはシュリとノアの前にある。

　う～ん、どうしてこんな状況になっているか分からないんだけど。

「あら、ユナちゃん」

　正面から歩いていったわたしたちに王妃様が気づき、その声に反応したフローラ姫がわたしのほうを見る。

「くまさん！」

　フローラ姫がわたしに駆け寄り胸に抱きついてくる。

「こんにちは」

　フローラ姫に挨あい拶さつをしてから、王妃様とアンジュさんに挨拶をする。

「キティア様にフローラ様。ここに、いらっしゃったんですか？」

「ええ、フローラと一緒にここでお茶をしていたの。そしたら、この子たちが来たから、一緒にお茶に誘ったのよ」

　フィナたちの前にはアンジュさんが淹れたお茶が置かれている。

「フィナ、どうなっているの？」

　わたしはフィナに近づき小さな声で尋ねる。

「それが、お花を見ながら歩いていたら、ここに王妃様とフローラ様がいたんです。それでフローラ様がくまゆるぬいぐるみを持っていることに気づいたシュリが、駆け寄っちゃったんです」

　くまゆるのぬいぐるみを見たシュリが駆け寄る光景が目に浮かぶ。

「いきなり、シュリちゃんが『くまゆるちゃん』って言って近寄ってきたときは驚いたわ」

　わたしたちの小声話を聞いていた王妃様が笑顔を向ける。どうやら、盗み聞きしていたようだ。

　でも、フローラ姫も王妃様も優しい人だからいいけど。性格が悪い王族だったら処罰があったかもしれない。わたしが知っているファンタジーものなら、平民が王族に近づくことも許されないし、普通なら土下座をして謝罪するシーンかもしれない。シュリにはもう少し気をつけてほしい。

　もっとも、そんな性格の悪い王族だったら、わたしはお城に出入りはしないし、フィナたちを連れてくることもしない。ぬいぐるみをプレゼントすることもない。

「それで自己紹介をしたら、エレローラとユナちゃんと一緒にお城に来たっていうから、お茶に誘ったの。それにノアールちゃんとは何度か顔を合わせているから知っていたしね」

「はい」

　ノアは緊張しながら返事をする。貴族のノアでも王妃様が相手だと緊張するみたいだ。まあ、王族は貴族でも簡単に会える人じゃないからね。まして、ノアはクリモニアに住んでいるから、王族に会う機会は余計に少ないはずだ。そう考えると、お城に来るたび王族に会うわたしって、おかしいよね。

「でも、３人ともフローラと同じクマのぬいぐるみを持っているのには驚いたわ」

　なんでも、初めはフローラ姫はシュリの出現に不安そうにしていたらしい。でも、シュリがくまゆるとくまきゅうの名前を出すと不安そうな顔が消え、「わたしも持っているよ」と言うと、フィナがくまきゅうのぬいぐるみを出し、わたしの話をすると、フローラ姫の警戒心がとけたそうだ。

　クマのぬいぐるみが王族と平民を繫つなげるって、普通に考えたら笑い話だ。それがいまやクマのぬいぐるみが王族と平民の架け橋となっている。

「くまさん。くまさんがいっぱい」

　フローラ姫が嬉しそうにぬいぐるみを見ている。テーブルの上にはわたしがフィナとシュリにプレゼントしたぬいぐるみもある。フィナがくまゆる、シュリがくまきゅうのぬいぐるみを持っている。

「それにしても、ノアもフィナもぬいぐるみを持ってきていたの？」

「はい、もちろんです。クマさんファンクラブ会長としては当然です」

　う～ん、変な言葉が聞こえたけど、聞き間違いだよね。それ以上聞くと、ダメージを喰くらいそうなので、聞き流すことにする。

「これだけのクマのぬいぐるみが並ぶと不思議の国に来たようね。わたしも部屋から持ってこようかしら？」

　王妃様までそんなことを言い出す。

　そんなことになったら、わたしの心にダメージを受ける気がするので、やめてほしい。

「本当にクマだらけね。ユナちゃん、せっかくだから、本物を出してあげたら？」

「本物？」

　言っていることは分かるけど、騒ぎになりそうだけど。

「くまさん！」

　フローラ姫が出してほしそうな表情をしている。そんな表情を見るとダメとは言えなくなる。

「少しだけですよ」

「うん！」

　やっぱり、甘いかな？

　わたしはテーブルの上に子熊化したくまゆるとくまきゅうを召喚する。

「くまゆるちゃん」

「くまきゅうちゃん」

　フローラ姫とシュリは嬉しそうにわたしのテーブルの前に座っているくまきゅうとくまゆるを見る。

　テーブルの上にクマが６体になった。誰か、７体とか言っていないよね。わたしは数には含まれないよ。

「それでは、これは喧けん嘩かにならないように、わたしが預かりますね」

　知らないうちにわたしの横に立っていた王妃様が、くまきゅうを抱き上げる。

「それじゃ、わたしはくまゆるちゃんを借りようかしら」

　そう言って、王妃様と反対側からエレローラさんがくまゆるを抱きかかえる。

「おかあしゃま！」

「お母様！」

　フローラ姫とノアが叫ぶが、王妃様とエレローラさんはそれぞれくまきゅうとくまゆるを抱えると自分の席に戻る。もしかして、それが目的で召喚させた？




　あらためて見ると、変な状況になっている。クマが全部で６体もある。何度も言うけど、クマが７体あるってツッコミはいらないよ。

　わたしと、立っているアンジュさん以外は全員、クマを持っている状況になっている。

「みんなクマを持っているわね」

「わたしは持っていませんよ」

　一応、否定してみる。

「だって、ユナちゃんは初めからクマでしょう」

　そうだよね。初めから分かっていたよ。いくらわたしが否定しても、わたしはクマ扱いだよね。

「ふふ、でも、変な集まりになっちゃったわね。これじゃ、フォルは参加できないわね」

　王妃様が笑みを浮かべる。
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　ちなみにフォルはフォルオート国王のことらしい。まあ、こんな女の子だらけのところでは国王も居心地は悪いだろうし、来たくないだろう。まして、子供率も高い。

　それにシュリが国王に対して、なにかしないか心配なので、いないほうがいい。

「でも、ここにユナちゃんがいるってことは、フォルはフローラの部屋に向かっているのかしら？」

「お迎えにまいりましょうか？」

　アンジュさんが申し出る。

「大丈夫よ。今日は兵士には呼びに行かせてないから、国王陛下はユナちゃんが来ていることは知らないわ。今日はこの子たちのお城見学で来ただけだからね」

「そうなの？　それじゃ、今日は美味おいしい食べ物はないのかしら？」

　王妃様は残念そうにする。

　もしかして、この夫婦は、わたしがいつも食べ物を持ってきていると思っているのかな？

　毎回、持ってくるわたしのせいでもあるけど、それはあくまでフローラ姫へのおみやげであって、国王様や王妃様のためじゃない。

「ユナちゃん、綿菓子を出してあげたら」

　少し残念そうにしている王妃様を見て、エレローラさんがそんなことを言い出す。

「綿菓子ですか？」

「あら、なにかしら？」

「雲みたいな、おかしだよ」

　ぬいぐるみで遊んでいたシュリが答える。

「くも？」

　シュリの言葉にフローラ姫が首を傾かしげる。

「雲って空に浮かぶ雲かしら？」

　王妃様は空を見る。白い雲が浮かんでいるのが見える。

「おかあしゃま。くもって、たべられるの？」

「そうね。白くて美味しいかもしれないわね」

　王妃様は笑顔で娘にとんでもないことを教える。

　それとも、この世界の住人は雲のことを詳しく知らないから、食べられるとでも思っているのかな？

　娘をからかっているだけで、本気で言っているわけじゃないよね。でも、教育上よくないので、正しいことを教えてあげることにする。

「フローラ姫、雲は食べられませんよ。その代わりに雲みたいなお菓子ならありますよ」

　クマボックスから綿菓子機を取り出し、中央にザラメを入れてスイッチを押す。すると中央の鉄部分が熱を持ち出し、高速回転をし始める。中央の無数の小さな穴から白い糸が出てくる。

「なんか、でてきた」

　フローラ姫がテーブルの上に乗り出すように、中央から出てくる綿を見ている。わたしは綿菓子をまとわりつけるために棒を準備する。

「ユナ姉ちゃん。わたしがやってもいい？」

　棒で綿菓子を巻きつかせようとしたら、シュリがそんなことを言い出す。

「いいよ。でも、ちゃんと作るんだよ」

　わたしが棒を渡してあげると、シュリは綿菓子を作り始める。その様子を見ていたフィナが何か言いたそうにしているが、声には出さない。

　シュリは棒をくるくると回し、だんだんと白い糸が棒に巻きつき大きくなっていく。孤児院で作っただけなのに、作るのが上手い。もしかして、才能があるのかな？

　もっとも、将来綿菓子職人になりたいと言っても、させないけどね。

「すごい、くもです」

「あら、本当。雲みたいにふわふわしているわね」

　どんどん、綿が大きくなっていく。大きくなる綿菓子にフローラ姫は喜ぶ。シュリもみんなが嬉しそうにするので、どんどん、綿菓子を大きくしていく。

「シュリ、ストップ。止めて、止めて」

　わたしが叫ぶと、シュリは慌てて止める。でも、ときすでに遅く、綿菓子は通常よりも大きくなってしまった。

　でも、一応綿菓子が完成する。

「姫さま、おいしいよ」

　シュリが差し出すと、フローラ姫は小さな手で通常よりも大きな綿菓子を受け取る。落とさないか心配になってくる。

「どうやってたべるの？」

「えっと、手で小さく千切って食べるといいですよ」

　流石さすがにお姫様にそのまま口で食べるようにとは教えられないので、千切って食べる方法を教えてあげる。

「あと、手が少しべたつきますから、ぬいぐるみは離したほうがいいですよ」

　わたしがそう言うと、アンジュさんがフローラ姫の膝の上に乗っているくまゆるぬいぐるみを、テーブルの上に移動させてくれる。さすがアンジュさん、行動が早い。

　フローラ姫は小さな手で綿菓子を千切って、口に入れる。

「あまい」

　綿菓子を口に入れたフローラ姫は満面の笑顔になる。

「あら、そうなの。シュリちゃん。わたしの分も作ってくれるかしら」

「うん！」

　シュリは頷くと、もう一つ綿菓子を作り始める。今度は通常サイズの綿菓子ができ上がる。そして、王妃様も美味しそうに食べる。

　そして、大きな綿菓子はフローラ姫一人では食べきれないので、シュリも一緒に食べてあげている。仲がいい。これも、ぬいぐるみのおかげなのかな？

「それで、わたしたちが来るまで、なにを話していたの？」

　エレローラさんが横に座っているノアに尋ねる。

「ユナさんのことと、お母様がご迷惑をかけていないか、お聞きしていました」

「失礼ね。ちゃんと、仕事はしているわよ」

　仕事をするのと迷惑をかけるのは別物だと思うんだけど、エレローラさんの中では一緒なのかな？

　まあ、仕事をしなかったら迷惑になるから、言っていることは正しいかもしれないけど。こういう発言を聞くと、クリフも国王もエレローラさんに苦労をかけられているんだろうなと、思ってしまう。

「ふふ、大丈夫よ。苦労するのはフォルだからね」

「キティア様。それではわたしが迷惑をかけているみたいではないですか」

「かけていないと思っているの？」

「それは……」

「お母様……」

　ノアはジト目でエレローラさんを見る。

「ちゃんと仕事はしているわよ。してなかったら、クリモニアに追い返されているわ」

　確かにそうだね。邪魔だったら、クリモニアに帰らせているはずだ。

「でも、それもいいかもしれないわね。そうすればクリモニアに帰れるわ」

「そんなことを言ったらお姉様が怒りますよ」

「ノアはわたしに帰ってきてほしくないの？」

　エレローラさんは少し寂しそうにする。

「お母様になかなか会えないのは寂しいけど、お姉様とお母様がクリモニアに戻ってきたら、わたしが学園に通うときは王都で一人になってしまいます」

　ノアは少し恥ずかしそうに答える。

「そうね。今度は２人で暮らしましょうね」

　エレローラさんは嬉しそうにノアを抱きしめる。

「ふふ。それで、エレローラは大好きな娘にお城の案内をしていたのかしら？」

「可愛い娘から友達のためにお城を見せてあげたいとお願いされたら、断ることはできないわ」

　抱きしめているノアをさらに強く抱きしめる。

　ノアは恥ずかしそうにして、逃げ出そうとするがエレローラさんは逃がさない。

　エレローラさんとノアの間に挟まれているくまゆるが苦しそうにしている。くまゆるが苦しそうだから、あまり強く抱きしめないでね。

「それで、どうして王都に？　わざわざ、お城を見に来たわけじゃないでしょう？」

「娘のシアが学園祭に誘ったの」

「学園祭？　確か娘もそんなことを言っていたわね」

　王妃様がそんなことを口にする。

　娘？　フローラ姫が？

　フローラ姫も学園祭に行きたいのかな？

　それから、お花を見たり、おしゃべりをしていると、フローラ姫とシュリがぬいぐるみを抱いて寝てしまい。お城見学は終了となった。




　追記　王妃様とエレローラさんからくまきゅうとくまゆるは取り返したよ。
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　学園祭が始まるまでの数日間、わたしはフィナたちを連れて王都見物をしたり、サーニャさんやガザルさんのところに顔を出したり、王都にあるクマハウスの掃除をしたり、エレローラさんのお屋敷の庭でくまゆるやくまきゅうと遊んだりした。

　そして、学園祭当日。




「それじゃ、わたしは準備があるから先に行くけど、みんなは時間になったら来てね。ノア、学園の入り口で待っているんだよ。迎えに行くまで勝手に動いちゃダメだからね」

「お姉様、何度も言わなくても分かっています」

「それから、お金は持った？　忘れたら、なにも買えないからね」

「ちゃんと、お母様からお小遣いをもらいましたから大丈夫です」

　ちなみにお小遣いをもらったのはノアだけでなく、フィナもシュリももらっている。初めは遠慮をしたフィナだったけど、エレローラさんとの会話勝負に負けて、受け取ることになっていた。

　エレローラさんはわたしにまでお金を渡そうとしたが、ノアたちの護衛料をいただいているので丁重にお断りした。

「それから、男に言い寄られても、ついていっちゃダメだからね」

「いきません！」

「あと、食べ物を買ってあげるとか言われてもついていっちゃダメだからね」

「ついていきません！」

　シアは学園祭での注意事項を次々と述べていく。

「それから、それから」

　シアは足踏みをしながら考える。

「お姉様、もう大丈夫ですから、早く学園に行ってください」

　ノアはいつまでも学園に行かない姉を叱りつける。

「うぅ、わかった。それじゃ、ユナさん、ノアをよろしくお願いします」

「うん、シアも頑張ってね」

「それじゃ、いってきます！」

　シアはスカートをなびかせながら、部屋を飛び出していく。

「お姉様。わたしはもう、子供じゃないのに」

「いや、子供だからね」

　一応、そこは突っ込んでおく。

　シアが部屋から出ていくと部屋の中は静かになる。

　わたしたちが家を出るまでにはまだ時間がある。

「ああ、そうだ。ノア、こっちに来て椅子に座って」

「なんですか？」

　ノアは素直にわたしのところにやってくると椅子に座る。わたしはノアの後ろに立つと、クマボックスから櫛くしを出し、ノアの長い金色の髪を梳とかし始める。

「な、なんですか？」

　いきなり、わたしが髪の毛を梳かし始めたので驚いたみたいだ。

「ほら、クリフから変な悪い虫が近寄らないように頼まれたでしょう」

　婚約を申し込んでくる男がいるかもしれない。

「お父様の言葉を信じているんですか？」

「ノアは信じていないの？」

「分かりません。でも、パーティーでもないのにわたしに近寄ってくる男の人はいないと思います。それにお付き合いは、わたしにはまだ早いです」

　それはわたしも思う。10歳に男女交際は早いと思う。でも、それはわたしには経験がないからかもしれない。ただ、元の世界ではおませな子は小学生でも付き合っている子もいるらしい。しかし、この世界は異世界でノアは貴族だ。お付き合いってことは、結婚が前提で申し込んでくる可能性が高いと思う。

　そんなことになれば面倒になる。

「まあ、クリフとの約束もあるしね。気をつけることに越したことはないよ」

「でも、それでどうしてわたしの髪を梳かしているんですか？」

「髪形を変えようと思ってね。あまり、会ったことがない人なら髪形を変えたりすると分からなくなるでしょう」

　遠くから見た場合、気づかれる可能性が低くなる。人は特徴で相手を覚えるものだ。もし、わたしが私服に着替えたら何人の人間がわたしと気づくだろうか。１回程度しか会っていない者はまず気づかないはずだ。

　まして、ノアの場合はクリモニアの街と王都から離れた場所にいるため、ノアと会える機会も少ない。髪形を変えれば気づかれない可能性が高くなる。女の子は髪形一つで変わるものだ。

「だから、念のために髪形を変えようと思うんだけど、ダメかな？」

「ユナさんがやってくれるなら、いいですよ」

　ノアの許可も出たので、髪形を変えることにする。

「それじゃ、どれがいいか言ってね。フィナもシュリも感想お願いね」

「はい」

「うん」

　金色の綺麗な長い髪を梳かしながら、ノアに似合いそうな髪形を考える。

　まず、初めに後ろ髪を２つに分けてシアと同じツインテールにしてみる。

「シア様と同じです」

「シア姉ちゃんです」

　フィナがノアの前に鏡を持ってくる。

「お姉様と同じ髪形です」

　ノアは嬉しそうに髪を触る。

「似合っているけど、ダメだね」

「どうしてですか!?」

「だって、シアに似ていたら、すぐにばれちゃうでしょう」

　なら、なんでしたかと問われれば、ノアのツインテール姿が見たかっただけだ。姉妹ということもあって髪形を同じにすると似ている。シアが小さいときはノアのようだったのかな？

　わたしは次にポニーテールにしたり、サイドテールにしたりしてみる。

「ノア様、可愛いです」

「ノア姉ちゃん、かわいい」

　どれもノアには似合って可愛い。どれにするか困ってしまう。ノアの髪で遊んでいると、エレローラさんが部屋に入ってくる。

「あら、なにをしているの？」

「ノアの髪で遊んでいます」

「ユナさん……」

　わたしの返答に、鏡に映っているノアの目が呆あきれていた。

　わたしは本当のことをエレローラさんに説明する。

「なるほどね。そういうことなら、わたしも参加しないといけないわね」

「お母様!?」

　それから、エレローラさんも参加して、ノアの髪形ショーが始まる。お団子結びにしたり、三つ編みにしたり、いろいろな髪形を試す。

　どれも、似合って可愛い。

「ノアはどれが、よかった？」

「うぅ、頭が痛いです。お母様もユナさんも、わたしの髪の毛で遊んでませんか？」

　うん、遊んでいたよ。金色の髪に触れられる機会なんて、そうそうないからね。フィナは髪が短いから自由度が低い。その点ノアは、髪が長く弄いじりがいがある。

　でも、そろそろ決めないと、家を出る時間になってしまう。

　エレローラさんたちと相談して、ノアの髪形を決める。最終的にフィナと同じように大きなリボンを用意して、後ろで留める一つ結びをすることになった。

　あまり特殊な髪形にして、逆に目立っても意味がないので、シンプルにしてみた。でも、これだけでも十分にイメージが変わるものだ。




　髪形を変えたノアを連れて学園に向かう。エレローラさんはわたしたちと一緒に学園祭に行きたそうにしていたが、泣く泣く仕事に向かった。

　ノアは少し嬉しそうにスキップしながら歩く。そのたびに一本に結んだ髪が左右に揺れる。

「楽しみです」

「ノアも学園祭は初めてなんだよね？」

「はい。一人じゃ王都まで来ることはできませんでしたから」

　まあ、10歳の子供を一人で来させるわけにはいかないよね。去年は９歳。なおさらダメだろう。

「シュリ、絶対にわたしの手を離しちゃダメだからね」

　フィナはシュリの手を握る。

「一人で勝手にどっかに行ったらダメだからね」

　手を握っていたら、勝手に行けないと突っ込んだらダメだろうか。

　ノアとシアも仲良し姉妹だけど、こっちも仲良し姉妹だね。

　フィナたちを微ほほ笑えましそうに見ていると「なんですか？」とフィナがわたしを見る。

「姉妹ってこんなものなのかなと思って。シアもノアのことを一生懸命に心配していたからね」

「お姉様は心配しすぎなんです」

「うん、お姉ちゃんは心配しすぎ」

　ノアの言葉にシュリも同意する。

　親の心、子知らずじゃないけど、姉の心、妹知らずって感じだね。




　わたしたちが学園に向かって歩いていると、他にも学園に向かうと思われる人たちが増えてくる。そうなると、次第にわたしへの視線が集まってくる。

　忘れていたわけじゃないけど、人が増えてくると視線も増えていく。子供連れの親子がわたしのほうを見て「くまさん？」「学園祭の出し物のクマかしら」って声が聞こえてくる。「違います」と、心の中で否定しておく。

　そして、視線を集めながらも学園に到着した。

「まだ、お姉様は来ていないようですね」

　学園の入り口にシアの姿は見えない。

　学園祭に来た人たちが、次から次へと学園の中へ入っていく。安全を管理するために、水晶板が置かれており、来訪者は市民カードやギルドカードを翳かざしている。

　わたしたちがシアを待っていると、遠くから子供たちが走ってきて、わたしに抱きつく。

「くまさんだ～」

「くま～」

　一人がやってくると、次から次へと子供が集まってくる。

「あら、学園祭で作ったのかしら」

「可愛いクマさんね」

「お母さん、わたしも行ってくるね」

　大人が子供たちを解放する。そのせいで子供がわたしに集まってきてしまう。そこは止めようよ。とりあえず、顔を隠すために深くフードを被かぶる。

「ユナさん！」

「ユナお姉ちゃん！」

「ユナ姉ちゃん！」

　３人が心配そうにわたしを呼ぶが、それどころではない。わたしの周りに子供たちが集まって対応に追われている。魔物や敵なら、魔法やクマパンチで弾き飛ばすが、子供たちにそんなことをするわけにはいかない。

「くまさん、柔らかい」

「くまさん、モコモコ」

「ちょっと、離してくれないかな？」

　優しく言うが子供たちは離してくれない。時間が経つほど、子供が集まってきてしまう。周りにいる大人たちも微笑ましそうに見ている。

　わたしは学園祭の出し物じゃないよ。

「助けて……」

　わたしが助けを求めると、

「ユナさん？　なにをしているんですか!?」

　目の前に救いの女神シアが現れた。

「シア、助けて！」

　わたしはやってきたシアに助けを求める。シアはわたしの周りにいる子供たちを見て、ため息を吐つくと、子供たちを引き剝はがしてくれる。

「ほら、クマさんが困っているでしょう。離れてあげて」

「は～い」

「うん」

　シアが声をかけると、子供が一人一人、離れていく。シアのおかげで子供たちの包囲網から脱出することができた。

「シア、ありがとう」

「ユナさん、いったいなにをやっているんですか？」

　助けてくれたシアが呆あきれたような顔でわたしを見る。

「シアを待っていたら、子供たちが集まってきただけだよ」

　わたしは立っていただけだ。別になにもしていない。

　子供たちのほうを見ると、まだ抱きつくチャンスを窺うかがっているようにも見える。気のせいだと思うけど、恐怖を感じる。子供たちに襲われることが、こんなに怖いとは思いもしなかった。

「ユナお姉ちゃん、大丈夫だった？」

「ユナ姉ちゃん」

「ユナさん」

　フィナたちがわたしに寄ってくると、他の子供たちも近寄ろうとする。わたしはフィナたちを制止する。それを見たシアが状況を把握する。

「ここにいたら、また、集まってきますから、中に入りましょう」

　その言葉には賛成だ。

　わたしたちはシアの案内で学園の中に入る。子供たちが残念そうにしているが、こればかりは仕方ない。

「シア。本当にありがとう。助かったよ」

「ユナさんが、いつもその格好をしているから忘れていましたが、その格好は目立つんですよね」

　忘れていたわけじゃないけど、まさか、こんなに子供たちが集まってくるとは思わなかった。

　わたし、このまま学園に入って大丈夫かな？
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　ギルドカードを水晶板に翳かざして中に入ると、一枚の紙を受け取る。そういえば、他の人たちも学園に入るときに受け取っていた。紙を見ると、アンケート用紙だった。面白かった出し物を記入するらしい。こんなことやっているんだね。




　わたしたちが学園に入ると先ほどの子供たちも一緒に入ってくる。ついてきている気もするけど、一本道だから仕方ない。途中で別れると信じてシアについていく。

「歩いていれば囲まれたりしないと思うけど、とりあえず、わたしたちのお店に行きましょう」

　シアの言葉に全員が頷うなずく。

「それにしてもノア、その髪形はどうしたの？」

　シアがノアの髪を見ながら尋ねる。

「ユナさんにやってもらったんですが、似合いませんか？」

　ノアは大きなリボンで結ばれている自分の髪を触る。

「そんなことはないよ。とっても可愛かわいいよ。でも、今朝はいつもの髪形だったでしょう。どうして、変えたの？」

「ユナさんがお父様の言葉を真に受けたんです」

　ノアは簡単に髪形を変えた理由を説明する。

「あは、お父様もユナさんも心配しすぎだよ。婚こん姻いんの話はお父様やお母様に話が行くことはあっても、ノア本人に直接声をかけたりしないよ」

「でも、本人がノアのことを好きなら分からないじゃない。ほら、過去にパーティードレス姿のノアを見て、一目惚ぼれをしたけど、声をかけられなかった男の子がいたかもしれないでしょう？」

　ノアは可愛い。その可愛いノアがパーティードレスなんて着ていたら、一目惚れするかもしれない。でも、ノアの返答は淡白なものだった。

「そんな、パーティーのときに声もかけられない男性はお断りです」

　ハッキリと否定する。やっぱり、ウジウジする男よりはハッキリとした男の子がいいのかな？

　でも、女慣れしている男も嫌だと思うんだけど。流石さすがにノアと同年代でそれはないと思いたい。10歳ぐらいで女の子慣れした男の子がいたら怖い。

「それにパーティーですら声をかけられないのに、こんな人が多いところで声をかけられるとは思いません」

　確かにそうだね。わたしが言うような男の子なら、こんな目立つところで声をかけてきたりはしないか。ましてわたしたちもいるし。

「でも、いつもと違う髪形をするのはいいと思うよ。面倒な知り合いに声をかけられることも少なくなるし、なによりも似合っているからね」

　貴族が多く通う学園だ。確かにお付き合い云うん々ぬんよりも、面倒な貴族から声をかけられる可能性のほうが高そうだ。ミサの誕生日のときに出会った馬鹿貴族のような人が他にもいないとは限らない。用心するに越したことはない。

「それに、これだけの人がいれば、わたしだって気づく人はいないかもしれませんね」

　そんな話をしながらシアたちのお店に向かう。

「それで、シアたちのお店はどこにあるの？」

「わたしたちのお店はこの先にある練習場にありますよ」

　シアの話では出し物のジャンルによって出店する場所が決められているらしい。これだけ学園内が広いとパンフレットが欲しくなる。

　シアが言うにはパンフレットはないが、ところどころに大きな看板があり、その看板に構内図や出し物が書かれているという。

　練習場は普段は剣の練習や魔法の練習に使われているらしい。この学園にはこのような練習する場所がいくつもあるそうだ。

　構内の風景を見ながら、ノアの髪形の話で盛り上がっていると、練習場に到着する。学校の校庭を広くした感じだった。

　練習場にはいろいろな屋台が並んでおり、椅子やテーブルなども用意されていて、食事ができるようになっている。お昼時になると人が集まりそうだ。

「一応、食べ物はいろいろな場所に分かれていますから、１か所に人が集まったりはしないと思いますよ」

　練習場には先に到着したお客さんがお店に並んでおり、すでに食べている人の姿も見える。シアたちが行う綿菓子屋さんに到着するが、お客さんの姿はない。まだ、始めていないのかな？

　わたしたちが行くとカトレアが挨拶をしてくれる。

「みんな、調子はどう？」

「完璧です。どれだけ売れるか楽しみです」

「ふふ、絶対に出店部門で一番になってみせる」

　マリクスが宣言する。

　いい意気込みだ。あとは売れることを信じるだけだ。

「出店部門？」

「生徒のやる気を出させるために、部門賞というものがあるんですよ。それに入賞すると豪華商品がもらえるんです。先ほど入り口でアンケート用紙をもらいませんでしたか？」

「うん、もらったよ」

「投票は番号を書くだけなので、いいと思った出し物の番号は覚えておくといいですよ。ちなみに、わたしたちのお店は35番になりますから、気に入ったら書いてくださいね」

　改めてアンケート用紙を見ると、面白かったり、心に残った出し物の番号を３つ書いてくださいと書かれている。どうやら、これで競うみたいだ。

「まあ、他の場所を見て、いいものがなかったらね」

　悪いけど、身内贔屓びいきはするつもりはない。やっぱり、書くなら平等に見てから書かないとね。と、わたしが心で思っている横でフィナたちが番号を書こうとしていたので止めておく。食べてもいないのに書いちゃダメだよ。それにまだ他のお店を一つも見ていない。

「シア。そろそろ、わたしのことを紹介してくれませんか？」

　シアの後ろに立っている女の子がシアのツインテールを引っ張る。

　先ほどからシアの後ろにいた女の子がわたしのほうをチラチラと見ていた。シアたちと同じ制服を着ているから生徒だと分かるけど。どこかで見たことがあるような気がするが思い出せない。こんな可愛い女の子を見たら忘れないと思うんだけど。

「わかりましたから、髪を引っ張らないでください」

　女の子はシアのツインテールを離す。髪は女の命って言われているんだから、引っ張っちゃダメだよ。

「だって、シアたちが、わたしを除のけ者にして会話をするんですもの」

　女の子は少し拗すねたような表情をする。

「ユナさん、彼女を紹介しますね。彼女は同じクラスのティリア様です」

　シアが紹介すると、ティリアと呼ばれた女の子が前に出てくる。

「やっと、クマさんに会えました。わたしはティリアと申します。よろしくお願いします」

「えっと、わたしはユナ。よろしく？」

　ティリアと呼ばれた女の子が手を差し出すので、わたしも手を差し出すと、両手でクマさんパペットを握り締めてくる。相手はわたしのことを知っているみたいだけど。わたしは彼女のことを知らない。でも、見覚えがあるような気はする。どこかですれ違ったかな？　護衛のときに学園に来ているから、そのときとか？　その程度のことだと思っていたが、彼女の次の言葉で違うことだと知る。

「本当にクマさんの格好をしているんですね。いつも妹がお世話になっています」

　えっと、妹って誰？

　妹のお世話って、わたしは彼女の妹を知っているの？

　彼女よりも年下の女の子の知り合いってそんなに多くはない。

　ノアにミサ。あと、とても低い可能性だけどカトレアが含まれるぐらいだ。わたしはシア、ノア、カトレアの３人を見るが彼女たちには似ていない。まあ、似ていない姉妹はいるけど。

　あと考えられるのは、クリフが不倫して生ませたノアたちの腹違いの姉妹という可能性だ。それなら、エレローラさんに似ていない理由にもなる。

「ユナさん。なにを考えているか、わかりませんが、たぶん違うと思いますよ」

　わたしがシアとティリアと名乗った女の子を見比べていたら心の中の考えを否定される。人の心を読まないでほしいんだけど。

「いつも妹が『くまさん、くまさん』って言うから、てっきり、熊の毛皮でも着ているのかと思っていましたけど違ったんですね。まさか、こんなに可愛いクマとは思いもしませんでした」

　ティリアはクマさんパペットをにぎにぎしたり、わたしの体にペタペタと触れる。

「あのう、触るのはやめてもらえるかな？」

「ごめんなさい。それじゃ、最後に抱きしめますね」

　ティリアは一度離れたと思うと、いきなり両手を広げて体に抱きついてきた。なんで、そうなる!?

「本当に妹の言うとおり、柔らかいです」

　何度もフニフニと抱きしめてくる。

「この感触は癖になりそうです」

　わたしの体を触りまくって、最後には顔を胸に押しつけてくる。

「ずるい。わたしも」

　シュリまでが後ろから抱きついてくる。これでは先ほどの状況と変わらない。

　わたしは無理やりティリアの肩を摑つかみ、引き離す。

「いきなり、なんなの？　シュリも離れて」

「ごめんなさい。妹が抱きしめると、柔らかくて、気持ちいいって言ってましたから、お会いしたら抱きしめたいと思っていたんです」

「だからって、いきなり抱きしめないで」

　ティリアは謝罪しながら離れてくれる。それにさっきから妹って誰のことよ。いくら考えても彼女が誰の姉なのか分からない。

「話は妹だけじゃなく、お父様とお母様からも聞いていますよ」

　妹がいて、両親までわたしのことを知っている。いったい誰の姉なの？　いくら考えても分からない。

「でも、どうして、いつもわたしがいないときに来るんですか？　学園から帰ると、両親と妹からクマさんが美味しい食べ物を持ってきたっていう話を何度も聞かされていたんですよ。兄はクマが来るとお父様が仕事をしなくなるから、迷惑だって言っていますが」

　彼女の妹がわたしのことをくまさんと呼び、食べ物を持ってくると父親が仕事をしなくなり、兄が迷惑がっている。だんだんと答えのピースが集まってくる。

　もしかすると、もしかする？

　徐々に彼女が誰なのか答えが見えてきた。わたしはあらためて彼女、ティリアの顔を見る。

　……似ている。

「もしかして、フローラ姫のお姉さん？」

「そうですけど。もしかして、知りませんでしたか？」

　知らないよ！

　国王にもう一人、娘がいたなんて、名前どころか、その存在も知らなかった。誰も教えてくれなかったし、わたしも聞かなかったけど。

　長男が20歳前後で、フローラ姫が４、５歳なら、その間にもう１人か２人の子供がいてもおかしくない。言われてみればフローラ姫や王妃様の面影がある。どうして、気づかなかったかな？　分かりそうなものだ。

「それで、シアがクマさんの知り合いで、今日学園祭に来るって言うから、お店を手伝う代わりにクマさんを紹介してもらうことになったんです」

　状況がやっと理解できた。

「フローラ姫にお姉さんがいたんだね」

「お礼が言いたかったの。いつも、妹のためにありがとう」

「いえ……」

「特にクマのぬいぐるみは可愛らしかった。それに絵本もよかった。話を聞くたびに、どんな女の子が料理を作ったり、ぬいぐるみを作ったり、絵本を描いたりしたのかなと思っていたのよ」

　ティリアからわたしに会いたかった気持ちが伝わってくる。

　本当にわたしに会いたかったみたいだ。

　ティリアは満面の笑みで微笑む。
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　数日前に王妃様に会ったときに学園祭のことを娘から聞いたと言っていたけど、フローラ姫のことではなく、ティリアのことだったんだね。ちゃんと名前で呼んでよ。

　フローラ姫に姉がいて、しかも学園祭で会うとは思いもしなかった。
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「それで、お店は順調なの？　あまり売れているようには見えないけど？」

「それが、まだ一人もお客さんは来ていないんです」

「こんな珍しいお菓子なんだから、これから来るさ。そこの子供たち、綿菓子をどうだい？」

　マリクスがわたしのことを見ていた子供たちに声をかける。子供たちはお互いの顔を見て首を横に振ると逃げてしまう。ああ、せっかくのお客様が。

「マリクス、怖い顔で言ったらダメよ」

「なんだ。俺の顔が怖いっていうのか？」

「笑顔が足らないのよ」

　まあ、シアの言うとおりにマリクスの笑顔もそうだけど、いきなり食べたことも聞いたこともないものを勧められても、お金を払ってまで食べようとは思わないかもしれない。

　今までわたしが作ったものを食べてくれた人は知り合いだし、お金を取ったりもしていない。だから、みんな食べてくれた。

　う～ん、これは盲点だった。いくら、珍しくて美味しくても、美味しさが分からないなら売れないのかも。このままではシアたちの努力が無駄になってしまうかもしれない。

　わたしは改めてお店を見る。

　まず、綿菓子の価格を確認する。高ければ子供たちのお小遣いでは買えないかもしれない。でも、それは大丈夫そうだ。子供のお小遣いでも買える金額になっている。

　なんで、子供のお小遣いの金額を知っているかって？　それはティルミナさんから聞いたからだ。わたしがフィナとシュリにお小遣いをあげすぎると注意されたときに、教えられた。

　そんなわけで、金額的には大丈夫だ。

　次に看板を確認する。看板には綿菓子と書いてあるだけだ。知らない人が見れば意味不明だ。さらにサンプルの綿菓子もなければ、なにを作っているのかも分からない。これじゃ、人が通りかかっても素通りする。

　でも、お祭りの屋台みたいに透明なビニール袋がこの世界にあるわけでもないから、作り置きもできない。さらに普通の食べ物と違って匂いもしないから、匂いで呼び寄せることもできない。

　商売なんてしたことがないシアたちじゃ仕方ないけど、このお店には足らないものが多すぎだ。




　価格は問題はないから、やっぱりお店の見た目と宣伝が足らないってことになる。

　本当は部外者のわたしが手伝うのはよくないと思うけど。綿菓子を作るのに一生懸命に練習しただろうし、やる気になっているのに売れなかったらシアたちが可哀かわい想そうだ。

　それに綿菓子を教えた身としては、売れなかったら少し悲しいものがある。

　宣伝といえば、思いつくのはあれだけど、本当はやりたくはない。でも、効果があるのは間違いない。ここはシアたちのために我慢することにする。

「ちょっと宣伝が足りないみたいだから、お店の横のスペースを使ってもいい？」

　お店はお祭りの屋台みたいに隣同士がくっついてはいない。店と店との間隔が少しずつ離れる感じで並んでいる。

「いいですけど、なにをするんですか？」

「見ていれば分かるよ」

　ここはやっぱり、綿菓子の食品サンプルが欲しいよね。でも、元の世界の職人みたいに精巧な食品サンプルは作れない。でも、似たようなものなら作ることができる。

　わたしは魔力を集め２ｍほどの大きさのデフォルメされた可愛らしいクマの置物を作り上げる。クマは腰を下ろし、座っている感じだ。わたしはさらに、そのクマの手に土魔法で作った綿菓子を持たせて、クマが綿菓子を食べている感じにさせる。これで、何か食べ物を売っているお店だということが分かるはず。

　客寄せパンダでなく、客寄せクマの設置が完了する。

「クマさんだ」

「クマがクマを作った!?」

　今、バカなことを言ったのは誰？

　周りを見渡すが誰が言ったか分からない。

　犯人捜しは諦める。

「相変わらずユナさんは凄すごいことを簡単にしますね」

「まあ、これで少しは目立つでしょう？」

「そうですが、どうしてクマなんですか？」

　それはわたしのイメージがクマに偏ってきているからだ。もちろん、普通にイメージすれば、他のものも作り上げることはできる。でも、この世界に来て以来、強化攻撃魔法を使えばクマだし、ゴーレムを作ればクマだし、置物を作ればクマだし、召喚獣はクマだし、絵本もクマだし、自分の姿もクマ。そのせいもあって、頭の中がクマで固まり始めている。だから、どうしても、簡単にイメージができるクマを作ってしまう。

「クマがダメなら、他のにしようか？」

　たぶん、頑張れば作れるはず？

「いえ、このままで大丈夫です。可愛らしいですし、せっかくユナさんが作ってくれたんです。それにお店の宣伝にバッチリです」

　みんなが問題ないと言うならいいけど。

　後ろを見れば目を輝かせながらクマの置物を見ている子供たちがいる。たぶん、学園の入り口にいた子供のグループだ。

　なら、この子供たちに手伝ってもらうことにしよう。

「マリクス、綿菓子を３つ作って」

「うん？　わかった」

　子供たちの視線がわたしから綿菓子を作るマリクスに移動する。

「なにか出てきた」「糸？」「なにこれ？」「食べ物なの？」

　マリクスは練習の成果が出て、上手に綿菓子を作っていく。たぶん、かなり練習をしたのだろう。棒の回し方がプロっぽい。子供たちは不思議そうに綿菓子ができ上がる様子を見ている。

　わたしは少し離れた場所にいるフィナとシアを呼んで耳打ちをする。フィナは頷うなずくとシュリとノアのところに移動する。シアは「分かりました」と頷いてくれる。

　綿菓子が完成すると、お金と引き換えに受け取る。マリクスが断ろうとしたが「わたしはお客だからね」と言ってお金を渡す。

　そして、綿菓子をフィナとシュリとノアの３人にあげる。

「ありがとうございます」

「ありがとう」

「ユナさん、ありがとうございます」

　３人はお礼を言って、綿菓子を食べ始める。

「美味おいしいです」

「あまくておいしい」

「美味しいね」

　フィナたちが大きな声で綿菓子の感想を言い始める。

　いわゆるサクラってやつだ。まあ、関係者とばれているけど、美味しそうに食べてくれれば問題はない。

　子供たちはフィナたちを興味深そうに見ている。さらに近くを歩いていた人たちの歩みも止まる。わたしのクマの格好、クマの置物、不思議な食べ物を食べるフィナたちへと視線が移る。

「綿を食べているの？」

「なにあれ？」

　だんだんと綿菓子に興味がいき、人も集まり始める。わたしがシアのほうに視線を移すとシアは頷く。

「今から、試食会をします。よかったら食べていってください。とっても、甘くて美味しいですよ」

　シアが周囲にいる人たちに向かって声をかける。

　マリクスはシアの言葉を聞いて綿菓子をまた作り始める。そして、興味を持った人たちがマリクスが作り上げる綿菓子に驚く。雲みたいな綿が出てきて、棒に巻きついていく様子を不思議そうに見ている。

　そして、でき上がった綿菓子をシアが周辺にいる人たちに一口ずつ試食してもらう。食べた人たちは驚きの表情を浮かべる。口に入れると一瞬で溶け、甘さが広がることに驚いているみたいだ。

　そして、試食をした人たちが綿菓子を注文し始める。

　徐々に行列ができ上がる。行列が人が呼び、さらにわたしの格好が人を呼ぶ。

　わたしの仕事はここまでにして、お店の裏に移動する。あとは本人たちに任せないといけない。わたしはあくまで、部外者だ。

　わたしがお店の裏に移動すると、子供たちが「くまさん～」「くまさん」と呼ぶので、手を振ってあげる。ゆるキャラになった気分になる。

「あっ、そうだ、シア。分かっていると思うけど、時間が経つと溶けることは伝えたほうがいいからね」

　綿菓子を家に持ち帰ろうとする人がいるかもしれない。家に着く頃には溶けて小さくなってしまう可能性がある。それでクレームがきてもつまらないからね。

「分かりました」

　わたしの役目はここまでだね。

「それじゃ、シア、頑張ってね。わたしたちはそろそろ行くね」

「お姉様、頑張ってくださいね」

「本当は案内をしてあげたいんだけど」

「ユナさんがいるから大丈夫ですよ」

「それが、一番心配なんだけど」

　失礼な。わたしはなにもしないよ。勝手に問題がやってくるんだよ。

　まあ、その原因がクマの格好なのは否定しないけど。

「それなら、わたしが案内しましょうか？」

「ティリア様？」

「クマさん、ティリアでいいよ」

「いいの？　それじゃ、わたしはクマさんじゃなく、ユナって呼んでもらえる？」

「それじゃ、ユナ。わたしが学園を案内します。わたしが一緒にいれば、ユナに対して、変なことをする人はいないはずよ」

「お店の手伝いはいいの？」

　わたしはティリアではなく、シアに尋ねる。

「ティリア様には明日手伝ってもらう約束になっているから、大丈夫ですよ」

　そんなわけでお姫さまのティリアと一緒に学園祭を見て回ることになった。

　フィナとノアは驚いた顔をしているけど、大丈夫だよね。
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　ティリアと一緒に学園祭を回ることになったわたしたちは、それぞれ自己紹介をする。一応、ノアとティリアはお互いのことを知っていたようだけど、あくまで顔を知っている程度の関係だったみたいだ。

　フィナは緊張しながら挨あい拶さつをして、シュリは「お姫様だ～」って喜んでいた。それを見たフィナがシュリに注意して、ちゃんと挨拶をさせる。ティリアは笑いながらシュリの頭を撫なでていた。

「それで、どこか行きたいところはある？　それとも、この辺りで何かを食べてからにする？」

　わたしは特にお腹は空いていない。

「わたしは他の場所に行きたいけど、みんなはどう？」

「はい、わたしも構いませんよ」

「ユナお姉ちゃんにお任せします」

「お腹は空いていないからだいじょうぶだよ」

　食べ物は後にして、他の出し物を見ることになった。




「それにしても、ユナの格好は目立つわね」

　すれ違うたびに「くま？」「どうして、クマが？」「イベントか？」「どこの出し物？」と言う声が聞こえてくる。

　学園祭のおかげもあって、クマの格好を学園祭の出し物かと勘違いする人が多い。

　あと、たまに生徒がティリアのことに気づくと挨拶をしてくる。そして、わたしを見ると「なんでティリア様がクマと一緒？」って顔をされる。

「やっと噂のクマさんに会えて嬉しい。お城ではユナのことを知っている人は多いけど。ユナがどんな人なのかを詳しく知っている人は誰もいないのよね。お母様に聞いても、『可愛いクマさんよ』、妹に聞いても『くまさん、やさしいよ』、お父様に聞いても『クマだな』って言うんですよ」

　ティリアは後ろ向きで歩きながら、わたしに話しかける。

　まあ、フローラ姫は何も知らないだろうし、王妃様は国王から何も聞いていなければ知らないだろうし、国王も魔物１万のことは話せないだろう。

「でも、ユナはどうして、そんなクマの格好をしているの？」

　ティリアがわたしを見ながら質問をしてくる。

　でも、その手の質問の返答は決まっている。

「えっと、クマの加護を受けているから、クマの格好をしないといけないっていうか」

　と誤魔化す。

「クマの加護？　そんなものがあるの？」

　噓はついてない。服を脱げば攻撃を防ぐことも、耐熱、耐寒効果もなくなる。クマさんパペットを外せば、くまゆるとくまきゅうを召喚することもできないし、魔法も使えない、さらに重い剣を持つこともできず。アイテム袋も使えなくなってしまう。クマの靴を脱げば速く走ることも、跳ぶこともできない。つまりクマ装備がないとなにもできない。

　わたしの話を聞いていたノアとシュリが「わたしもクマの加護が欲しいです」「うん、ほしい」と言っている声が聞こえるが聞き流す。そんなものを手に入れたら、クマの服を着ることになるんだよ。と心の中で思うが、２人とも喜びそうで怖い。

「それと、そんな格好をしていて暑くないの？」

　ティリアはわたしの隣にやってくると、クマの服の横腹を摘つまむ。贅ぜい肉にくを摘ままれているみたいだから、やめてほしいんだけど。

「特別な布を使っているから、暑くはないよ」

「暑くないって、どんな布を使っているのかしら？」

　ティリアは再度、わたしのクマ服を摘まむ。

「でも、ユナみたいな可愛い女の子なら、似合ってていいけど。男の子だったら、恥ずかしくて着られないわね」

　いえ、女の子のわたしでも恥ずかしいよ。もう諦めただけだ。

「あっ、そうだ。クマで思い出したけど。今度、召喚獣のクマを見せてほしいな。フローラが持っているクマのぬいぐるみとそっくりなんでしょう？」

　召喚獣の話は聞いているんだね。隠すほどのことじゃないからいいけど。

「とっても可愛いクマのぬいぐるみよね。可愛いからちょうだいって言ったら、フローラに泣きそうな目でダメって言われて、焦ったわ」

　なにをやっているんですか!?

　フローラ姫がクマのぬいぐるみを大事にしてくれているのは知っている。いつも持ち歩いて、部屋に置いておく場合はちゃんと枕元に置いてある。そんなフローラ姫からぬいぐるみを取ろうとするなんて。

「姫様から、ぬいぐるみとっちゃダメだよ」

　話を聞いていたシュリがティリアに向かって口を開く。その瞬間、フィナがシュリの口を塞ふさごうとするが遅い。

「ふふ、そうね。ただ、あまりにも可愛かったから、わたしも欲しくなったの。でも、フローラから取ったりしないから安心して、あんなに大切にしているのを、無理やり取ったりしないわ」

　ティリアはシュリの頭に手を乗せて約束をする。

　妹のものは姉のもの、と考える人でなくてよかった。

「本当に欲しいならプレゼントするから、フローラ姫から取らないであげて」

「ユナまで。取らないわよ。クマのぬいぐるみが２つあったから、１ついいかなと思ってお願いをしたの」

「くまゆるちゃんとくまきゅうちゃんはべつべつ、いっしょじゃないよ」

　シュリが説明する。

「フローラにもお母様にも同じことを言われたわ。わたしはただの色違いのクマだと思ったの」

　まあ、知らない人から見れば、ただ色が違うぬいぐるみにしか見えないのかもしれない。

「シュリちゃんもぬいぐるみは持っているの？」

「うん、くまきゅうちゃんのぬいぐるみをもっているよ」

「みんなは？」

「わたしはくまゆるです」

「わたしは両方を持っています」

「みんな持っているんだね。じゃあ、ユナ、約束ですよ。ちゃんとわたしにもくださいね」

　フローラ姫のぬいぐるみが取られても困るのでプレゼントすることを約束する。

「でも、お母さまも持っているとは思わなかったわ。部屋に行ったら、飾ってあるから驚きました」

　あれはくまきゅうを返してくれなかったり、フローラ姫のぬいぐるみを欲しそうにしていたから、プレゼントした。まさか、フローラ姫に姉がいて、その姉がぬいぐるみを狙ねらっているとは思いもしなかった。似た者親子ってことかもしれない。




　ぬいぐるみの話で盛り上がっていると、シアたちがいた練習場とは別の練習場についた。

　人がかなり多い。出し物の周辺ではいろいろと盛り上がっている。

「さて、どこから回ろうか？」

「端はしから見ていけばいいんじゃない」

　どんな出し物があるか分からないし。

「そうですね。見たいものがあったら言ってね」

　歩きながら、興味があるものがあったら、見ることになった。広い場所では剣技を見せている生徒もいれば、魔法を放っている生徒もいる。学生服でやっている姿には違和感があるけど、異世界だと再認識する。

「みんな、あっちに面白いものがあるよ」

　ティリアの後をついていくと、人が集まっており、盛り上がっている。なんだろうと思って見ると、ナイフの的当てのようだ。距離の違う的や大きさの違う的がある。

　男子生徒がナイフを的に当てて喜び、賞品らしきものをもらって、女子生徒にプレゼントしている。あれは髪に飾る花飾りかな？

　次の男子学生が台の上に立ち、ナイフを３本投げる。少し遠めの的を狙ったのか、すべて外れる。一緒にいた女子生徒に謝っている姿がある。

「男子生徒が彼女にいいところを見せるための場所だね」

「まとにあてたら、あれがもらえるの？」

　シュリが景品らしきものがある場所を見る。

　いろいろな髪飾りが飾ってある。下にある髪飾りは装飾が少なく花の大きさも小さい。上にいくにつれて立派になる。一番上に飾ってあるのが一番綺麗な花飾りだ。このナイフ当ての目玉賞品みたいだ。

　的には距離、命中位置によって点数がつけられていて、合計の得点が高いほどいい賞品がもらえるみたいだ。先ほどの男子生徒は３番目の髪飾りをもらっていた。一番いい髪飾りは最高得点を出さないとダメみたいだ。




　次の男子生徒は無難に近い的に当てて、一番ランクが低い小さな花飾りを手に入れていたけど、相手の女の子は嬉しそうにしていた。これは観客からブーイングが起きた。元の世界なら、リア充死ね、と叫んでいたかもしれない。

　次に行うのは女の子みたいだ。自分のためなのかな？

　でも、ナイフ当てか。異世界っぽくて面白いかも。元の世界じゃナイフ投げなんて危険なことはできない。そもそもナイフを投げる機会なんてない。

「みんな、やってみる？」

「やります！」

「うん、やるう～」

「みんながやるなら」

　ティリアの言葉にみんなが賛成する。

　子供にナイフを持たせるのはと、一瞬脳裏に浮かぶけど、フィナとシュリの２人に解体作業をしてもらっているわたしには止めることができない。なによりも、みんなやる気になっている。

　まあ、人に向けて投げるわけでもないし、今日はお祭りだしと納得させ、わたしも一緒に参加することにした。

　投げる順番を待つ列に並んでいると「くま？」「クマ？」って声が聞こえてくる。わたしはクマさんフードを深く被かぶって顔を隠す。

　やっぱり、わたしの格好は目立つ。




　しばらくするとわたしたちの番が回ってくる。

　ティリアが一番手だ。

「遊ばせてもらうわね」

「ティリア様!?　は、はい、どうぞ」

　ティリアに驚いた係の生徒はおずおずとナイフを差し出す。ティリアは３本のナイフを受け取ると長方形の台の上に立つ。台の上から投げる。投げたあと台の上から落ちたら、無効になる。

「ふふ、賞品はもらっていくわ」

　ティリアはどこを狙うのかな？

　ティリアはナイフを構えると、綺麗な構えでナイフを投げる。ナイフは綺麗な直線を作り、いい音をさせて、中央の距離にある的に当てる。

　おお、凄すごい。観客からも「ティリア様、かっこいい！」「ティリア様～」と歓声があがる。

　ティリアがナイフを投げると黄色い声があがる。

　お姫様ってこともあるけど、女の子にも人気があるみたいだ。

　２投目も当て、３投目も見事に当てる。合計得点で上から３番目の花の髪飾りを手に入れた。

　２番目にいい賞品はもっと離れた位置にある的や小さな的を狙わないと取れないみたいだ。

　ティリアは花飾りを受け取ると戻ってくる。

「お姫様なのに上手だね」

「まあね。ナイフ投げは得意なのよ」

　言うだけのことはある。でも、姫様がナイフ投げが得意って、どうなんだろう？

「それでは次はわたしが行きますね」

　ノアがティリアと入れ替わりに台の上に上がる。

　小さな女の子の登場でティリアと違った感じに周りが騒ぐ。

「あの子、可愛い」

「ティリア様と一緒にいたけど、誰かしら」

　などの声が聞こえてくる。そんな声を気にせず、ノアは台の上に立つとナイフを投げる。ティリアと同じ的だ。でも、１投目、２投目と外し、３投目でどうにか当てて、一番小さな花飾りを手に入れる。

「危なかったです。もう少しで０点になるところでした」

「でも、的に当てたんだから凄いよ」

「ありがとうございます。フィナとシュリは近くの的を狙うといいよ」

　ノアは次に投げるフィナとシュリにアドバイスをする。

「わかりました」

　フィナは生徒からナイフを受け取り台の上に上がる。

「また、可愛い女の子よ」

「頑張って！」

　声援にフィナは少し恥ずかしそうにする。

　そして、フィナは解体で慣れているのか、手慣れた感じにナイフを握ると、さっと投げる。狙った的はノアの指示どおり一番近い的だった。

　無難に的に当てたフィナはノアと同じ小さな花飾りを手に入れる。一番近い的は子供や初心者用になっていて、誰でも的に当てれば賞品の花飾りが手に入れられるようになっているみたいだ。だから、小さな花飾りはたくさん用意されている。

　わたしはどこの的を狙おうかな。

　次にわたしが行こうとしたら、シュリが前に出る。

「つぎ、わたしがやる～」

「大丈夫？」

「お姉ちゃんにナイフの持ち方教わったから平気だよ」

　それはあくまで解体するときの持ち方であって、投げ方じゃないよね。

　フィナも何も言わないので、やらせることにする。

　シュリが台の上に乗ると「可愛い」「さっきの子の妹？」「大丈夫か？」「頑張って～」とティリアやノア、フィナとは別の歓声があがる。

　フィナと同じように一番近い的を狙う。１投目、右に外れる。２投目、今度は逆に左に外れる。３投目は的に当たるが、刺さらずに地面に落ちてしまう。

　周りからは「頑張ったぞ」「賞品をあげろ～」とかの声が聞こえてくる。でも、ルールなので賞品をあげることはできないみたいだ。

「うぅ」

　シュリが悲しそうな顔をして戻ってくる。

　これは仕方ない。

「シュリ。わたしのあげる」

　フィナが自分が手に入れた髪飾りをプレゼントしようとするがシュリは首を横に振る。

「それはお姉ちゃんのだから」

　２人とも優しい姉妹だね。

「それじゃ、わたしがシュリにプレゼントするよ」

「ユナ姉ちゃん？　でも……」

「だって、わたしの頭じゃ髪飾りはつけられないでしょう」

　わたしはシュリに頭に被っているクマさんフードを見せる。クマさんフードを被っているわたしには必要がないものだ。それなら、シュリに喜んでほしい。

「だから、もらってほしい」

「うん、ユナ姉ちゃん。がんばって」

「それじゃ、行ってくるね」

　わたしが台の上に上がると観戦している者から声があがる。

「くまだ」「クマ」「学園祭で誰かが作ったの？」「誰が着ているの？」。どうやら、わたしはこの学園の生徒だと思われているみたいだ。フードを深く被り、顔を隠しているから、誰と分からない。

「どうぞ」

　わたしの格好を見ながら、係の女の子がナイフを渡してくれる。

　ナイフを受け取ったわたしは的を見る。どれにしようかな。止まっている的なら、クマさん補正があるから、ほぼ命中する。

　ここはシュリのために頑張るとする。

　クマさんパペットがナイフを咥くわえる。そして、１投目を投げる。ナイフは吸い込まれるように一番遠くにある的の中心に命中する。すると、歓声があがる。「すげえ」「あんな、遠くにある的の真ん中に当てたぞ」「まぐれだろう」「いや、まぐれでも無理だろう」

　わたしは２投目を投げる。もちろん、一番遠い的の中心に当たり、立て続けに３投目も投げ、全てが一番遠くにある的の中心に突き刺さる。

「すげえ」「クマ凄い」「なんだ。３本連続命中って」「くまさん凄い」

　周りから歓喜があがる。大げさだよ。ある程度の冒険者ならできるはず。わたしの場合はクマ装備のおかげだから、実力ではない。でも、技能はゲーム時代から引き継いでいるから、多少はそのおかげかもしれない。




　わたしが台から降りると、係の女の子が綺麗な髪飾りを持って、わたしのところにやってくる。

「おめでとうございます」

「ありがとう」

「その、簡単でしたか？」

「う～ん、わたしはナイフ投げが得意だから、わたしの意見は参考にはならないと思うよ」

「そうですか。まさか、初日にクリアできる人がいるとは思いませんでした」

「ごめんね」

「いえ、盛り上がりましたので、こちらとしても感謝です」

　周りを見ると「あのクマ誰なんだ？」「ティリア様のお知り合いなのか？」「そうだろう。一緒にいるんだから」

　どちらかというとティリアのおかげで盛り上がったんじゃないかな？

　わたしは賞品の髪飾りを受け取るとシュリのところに向かう。

「取ってきたよ」

　わたしはシュリの髪に髪飾りをつけてあげる。

「ユナ姉ちゃん。ありがとう」

　満面の笑みを向けてくれる。この笑顔を見ると頑張ったかいがある。目立ってしまったのは仕方ないけど、わたしの格好は学園祭の出し物と思われているみたいだから大丈夫かな？

「うぅ、ユナさんからのプレゼント羨うらやましいです」

　ノアが羨ましそうにシュリの髪飾りを見ている。

「なら、全員分ゲットしてこようか？」

　わたしが賞品のほうを見ると、受付をしている女の子が少し、引き攣つった顔をした。

「ユナお姉ちゃん、やめたほうがいいと思います」

「わたしもそう思うわ」

　ティリアがフィナの言葉に同意する。

「それじゃ、わたし、もう一度挑戦したいです」

　ノアの願いは却下して、次の出し物を見にいくことにする。
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　ナイフの出し物から離れたわたしたちは手に入れた髪飾りをつける。

「わたしがつけてあげますね」

　ティリアがフィナとノアに髪飾りをつけてあげる。

　最後にティリアは自分の髪にもつける。

　４人の髪に綺麗な髪飾りがつけられた。シュリだけ大きな髪飾りをしている。

「ふふ、なんだかたくさん妹ができた気分です」

「ティリアには可愛い妹がいるでしょう」

「それはそれ、これはこれですよ」




　わたしたちは次の出し物を見るために移動する。シュリは髪飾りが嬉しかったのか、スキップしながら歩いている。

　その髪飾りを見ていたノアが口を開く。

「もう一回やれば、ティリア様と同じ髪飾りは狙ねらえたのに」

　２本も外しておいて、どこからそんな自信が来るのかな？

「わたしだって、もう一度やれば、さっきよりもいい点数を取りますよ」

　ノアに張り合うようにティリアが宣言する。

　やはりもう一回やって、フィナにプレゼントして、姉妹同じにするのもいいかもしれない。

　まあ、あの受付の女の子の顔を見ると、やらせてくれないような気がする。手作りで時間がかかったと思われる髪飾りを、これ以上簡単に持っていかれたら困るよね。




　それから、わたしたちはいろいろな出し物に参加する。

　まずはボール当て。

　魔物の格好をした生徒にボールを当てるものだ。ナイフの的と違って的は大きいが、今回の的は動く。動く先を予想して投げるのがコツだ。１球目のボールで相手の動きを誘導して、２球目で当てるのもいい。

「ああ、避よけた！」

「うぅ、当たらないです」

　そして、魔物役の生徒は、点数によって距離が決まっていて、左右にしか移動しない。遠くにいる魔物ほど点数が高い。

　フィナたち子供が投げるときは、魔物役も動きを遅くしたりしてくれる。

　そして、わたしは一番高得点の魔物を狙う。クマさんパペットから、速球が放たれ、一番遠くにいる魔物役の生徒に当たる。

　ここまで届くと思っていなかったのか、魔物役の生徒は避けることができず命中する。わたしは止とどめを刺すように残りのボールも投げる。ボールはすべて命中して、フィナたちが喜びの声をあげ、周りにいた人たちからも拍手が起こる。

　見事に一番よい賞品をゲットする。

「ユナさん、凄すごいです」

「ユナ姉ちゃん、カッコいい」

「ユナお姉ちゃん、凄いです」

「ナイフの的当てといい、よく、あんなのに当てられるわね。ユナって何者なの？」

「わたしが冒険者って聞いていない？」

「……冒険者？　ああ、シアたちが言っていたわね」

　思い出したように口にする。

「そんな可愛い格好をしているから、ユナが冒険者ってことをすっかり忘れていたわ。それに実際に戦うところを見たこともないし、冒険者って言われても、あまりイメージが湧かないのよね」

　その言葉にフィナたちも同意している。




　それから、わたしたちは玉ころがしをやったり、障害物競走みたいな、タイムを競うものに参加したり。その他もろもろに参加して、たくさんの賞品をゲットした。

　その賞品の数々はフィナ、シュリ、ノアにプレゼントする。

　ナイフ投げで手に入れた髪飾りをはじめネックレス、腕輪、ブローチ。あと小物や生徒が育てた花とかももらった。

「賞品稼ぎになっているわね」

　ティリアが賞品で手に入れた装飾を身につけているフィナたちの姿を見て面白そうに言う。

　そう言うティリアも何だかんだで、自分で手に入れた賞品を身につけている。

「ユナがどこでも一番いい賞品を手に入れるから、みんなの顔が引き攣つっていましたよ」

「だって、挑戦したくなるでしょう」

　もうゲーム感覚だ。元ゲーマーとしてはゲームみたいな出し物は挑戦したくなるし、高得点を取りたくなるものだ。

　ゲーム内にあるミニゲームみたいなものだ。




　賞品を手に入れたわたしたちは次の出し物を見るために歩く。

「うん、あそこはなに？」

　周りが大きな布で囲まれて、中が見えないようになっている。

「なんだったかしら？」

　ティリアでも分からないみたいだ。まあ、すべての出し物と場所を把握するのは無理だ。

　でも、布で囲まれているって……お化け屋敷じゃないよね。それに、明るい外でお化け屋敷はないと思う。そもそも、この世界にお化けって概念があるのかな？

　それ以外だと迷路とか？

　わたしたちが入り口に向かうと男子生徒が立っている。

「クマ？……ティリア様!?」

　男子生徒がわたしの格好に驚き、ティリアを見て再度驚きの表情をした。

「ここはなにをやっているの？」

「ここは魔物や動物の解体を体験する場所です。ティリア様が来られるような場所ではないかと」

　男子生徒が答えてくれる。

　入り口近くにある看板を見ると、魔物や動物の解体をするようなことが書かれており、その横にある注意書きには、「魔物や動物の解体をしているので、興味がない方はご遠慮ください」と書かれていた。

「こんなことまでしているの？」

「この学園には騎士や兵士になる者もいるわ。冒険者は当たり前だけど、騎士や兵士も魔物や動物を討伐すれば解体をする。普通の生徒には関係ないけど、必要な生徒もいるのよ」

　確かに食料を現地調達することもあるだろうから、騎士や兵士にも解体技術は必要なんだね。

「つまり、中で解体を見たり体験できるってこと？」

「ええ。解体は見ても面白いことはないから、別のところに行きましょう」

「わたしみたい！」

　シュリが手を挙げる。

　ティリアは驚いたようにシュリを見る。

　最近ではシュリはフィナと一緒に解体をしている。そのせいで興味を持ったのかもしれない。

「でも、魔物や動物の解体よ。シュリみたいな子供が見ても楽しいものじゃないよ。お肉が食べられなくなるかもしれないわよ」

　まあ、普通はそう思うよね。

　ティリアがシュリを説得しようとするとフィナが口を開く。

「わたしもちょっと、見てみたいです」

「どうして？　気持ちがいいものじゃないわよ」

「ティリア、この２人なら大丈夫だよ。魔物や動物の解体をしたことがあるから」

　どちらかと言うとわたしのほうが大丈夫ではない。いまだにわたしは解体はできない。

「そうなの!?」

「はい。だから、少しでも勉強になればと思って」

「どっちかというとノアとティリアのほうが心配かな？」

　わたしは魔物や動物を討伐しているから免疫はあるけど、お嬢様の２人には厳しいかもしれない。

「わたしなら大丈夫です。フィナとシュリが行きたいと言うなら付き合いますよ」

「無理はしないでね。まあ、近くで見なければ大丈夫と思うから」

　ノアにそう言われたらティリアも断れず、解体作業のイベントを見学することになった。

　ティリアは受付にいる男子生徒に話しかける。

「そんなわけで、中に入りたいんだけどいいかしら」

　わたしたちの会話を聞いていた男子生徒は驚いた顔をしている。

「本当にその小さな女の子が解体を？」

「しているよ～」

　シュリが元気に答える。

　まあ、解体なんて普通は経験しないからね。だから、男子生徒の気持ちは分かる。男子生徒は困った表情をする。

「わたしが責任を持つわ」

「……わかりました。でも、具合が悪くなりましたら、すぐにおっしゃってください」

「なにかあればすぐに外に連れ出すわ」

　ティリアは男子生徒と約束をする。

「それじゃ、そろそろ解体の実演が始まりますから中に入ってお待ちください」

　中に入ると、すでに20人前後の人がいた。学生服を着た生徒もいるが一般の人もいる。これは出し物だけど。発表会みたいなものなのかな。剣技を見せていた生徒もいたし、これは解体技術を見せるってことなのかな？

「意外と人が少ないね」

「まあ、本格的に解体をやろうと思う生徒は少ないですから。それに自分たちの出し物があれば、時間帯が合わない者もいますから、それを考えれば十分な人数だと思いますよ」

　そう言われるとそうなのかな？

　前のほうには大きなテーブルが用意されており、シュリが一番前に駆け寄ろうとする。わたしはとっさにシュリの腕を摑む。

「ユナ姉ちゃん？」

「割り込みはダメだよ」

「だって、まえにいかないとみえないから」

　テーブルの前はすでに見学をする人が場所取りをしている。シュリの身長では後ろからでは見ることができない。だからといって、後から来て割り込みをするわけにはいかない。

「こっちに台があるわよ」

　ティリアが台が置かれていることに気づく。

　どうやら、後ろからでも見えるように台を置いてくれていたらしい。

　台の上に登ると、テーブルがよく見える。テーブルの前には生徒と冒険者の格好をした男性と女性がいた。その冒険者と目が合う。

「ジェイドさん？」

「ユナ？」

「ユナちゃん？」

　ゴーレム討伐でお世話になったジェイドさんとメルさんがいた。

「どうして、ジェイドさんとメルさんがここに？」

「それは俺の台詞せりふだよ。俺たちはこの生徒の解体の補助を頼まれたんだよ」

「補助？」

「メインは生徒だが、俺は解体の手伝いだ。それでユナは？」

「わたしは学園祭に遊びに来たんだよ」

　いきなり、テーブルにいるジェイドさんとわたしが話し始めたので、みんなの視線を集めてしまう。「クマ？」「くま？」ジェイドさんのせいで目立ってしまった。今さらだけど。

「話はあとだな」

　それはわたしも賛成だ。

　ジェイドさんはアイテム袋からウルフを取り出す。そして、生徒が解体作業を始める。解体作業が始まれば、誰もわたしのことは見なくなる。

「ユナさん、あそこにいる冒険者とは知り合いなんですか？」

「前に一緒に仕事をしたことがあってね」

　ノアの質問に答える。

　まさかこんなところでジェイドさんやメルさんに会うとは思わなかった。他のメンバーのトウヤとセニアさんの姿は見えない。

　どうやらジェイドさんとメルさんの２人しかいないみたいだ。

　生徒はジェイドさんの指示で解体作業を行っていく。ゆっくりだけど、生徒は丁寧にウルフの毛皮を剝はいでいく。フィナとシュリは解体作業を真剣に見て、ティリアとノアは台の上から降りて、見ないようにしている。わたしもフィナとシュリには悪いけど台の下に降りる。

　すると、そこにメルさんがやってきて、わたしに抱きついてくる。

「ユナちゃん、久しぶり。相変わらず、クマの格好をしているのね」

　メルさんはクマ服を触る。そんなに触るのはやめてください。

「メルさんは解体の補助をしなくていいんですか？」

「ジェイドがいるから大丈夫よ。それで、ユナちゃんはこの子たちと一緒に学園祭に？」

　メルさんがフィナたちを見る。ティリアを見ても驚かないってことはお姫様とは知らないみたいだ。

「この学園に通っている子から、招待してもらったんです」

「可愛い子ばかり連れているね」

　フィナ、シュリ、ノア、ティリアを見る。

　まあ、それは否定はしない。みんな可愛いからね。

「でも、どうしてここに？　解体なんて女の子が見に来るところじゃないわよ。学園祭の出し物なら他にも見るものがあるでしょう？」

「それはあそこの２人が見たがって」

　わたしは台の上に乗っているフィナとシュリに目を向ける。２人は真剣な目で解体するところを見ている。

「ああ、そんなナイフのいれかたじゃ」

「ダメだよ。けがわにあながあいちゃう」

「そんなにちからをこめたら……」

「けがわが……」

「もうすこしきれいにきらないと」

「ああ……」

　なんか、生徒が解体しているところにダメ出しをしている。

　小さい声だから、解体している生徒までは聞こえないと思うけど。聞こえていたら、喧けん嘩かを売っていると思われるよね。

「なんか、面白い子たちだね。あの生徒、上手うまくはないけど、下手でもないよ。あれぐらいできれば十分に冒険者ギルドで買い取ってもらえるよ」

　メルさんが解体をする生徒のフォローをする。

「ああ、肉が……」

「もったいないよ」

　なんか、解体を見るよりもフィナたちを見ているほうが面白い。

「なんか、凄いことを言っているわね」

「姉のほうは小さいときから冒険者ギルドで解体の作業をしていたから、とても上手いんですよ。最近では妹のほうもやり始めて」

　わたしが倒した魔物や動物の解体はほぼ２人がやっている。だから、シュリのためにミスリルナイフを用意してしまったほどだ。

「それで興味を持って、この出し物を見にきたんだけど」

「役に立っていないみたいね」

「ああ、そんな切り方だと……」

　フィナが今にも飛び出しそうにしている。

　それでも解体作業は進み、生徒は解体作業を終える。

　フィナたちは台から降りてわたしたちのところにやってくる。

「どうだった？」

「ダメです」

「うん、お姉ちゃんのほうがうまい」

　わたしには生徒の解体技術は分からないけど。２人のお眼鏡めがねには適わなかったみたいだ。

　それだけフィナの解体技術のレベルが高いってことになる。
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「フィナには勉強にならなかったみたいだね」

「……はい。お父さんやギルドのみんなのほうが上手です」

「本職と比べたらダメだよ」

　生徒は本来の勉強をしながら、解体の勉強をしている。それを、仕事としてお金をもらって毎日のようにやっている人たちと比べたら可哀かわい想そうだ。それにフィナはすでに何百、もしかすると、千を超えるほどの解体をしているかもしれない。生徒とは経験の量が違い過ぎる。それと比べるのも酷こくというものだ。

「えっと、フィナちゃんだったかしら、そんなにダメだった？」

　メルさんがダメ出しをするフィナに尋ねる。

「えっと」

　フィナはメルさんに声をかけられて困った顔をする。そういえばフィナは初めて会うんだっけ？

　タイガーウルフの討伐の依頼を受けるときに会ったけど、流石さすがのフィナも覚えていないらしい。でも、あの短い時間で覚えていたら、それはそれで怖いけど。

　もっともメルさんのほうも覚えていないみたいだ。

「わたしはメル。ユナちゃんとは、仕事仲間かな？　それにしてもあの子たちは確かに上手うまくはないけど、フィナちゃんから見て、そんなにダメだった？」

「はい、討伐の仕方にもよりますが、剣で倒した魔物の場合は、なるべく剣で斬った場所からナイフを入れないとダメなんです。そうしないと毛皮に切り口が２つできます。そうなると価値が下がるから、剣で倒した場所から切るのが一番いいんです。もちろん、お腹から切るのも正しいんだけど。価値が下がっちゃうから……」

　フィナの説明を聞くと納得してしまう。確かに穴は少ないほうがいいに決まっている。何度も攻撃をして、毛皮に多くの傷がある場合、毛皮として価値はもの凄すごく下がる。だから、一撃で倒すわたしのウルフは価値が高いって聞いた。

「魔法で倒した場合も、そこから切るといいんです。なるべく、現状を保って切るんです。そうすると高く引き取ってもらえます」

　フィナの説明にメルは驚く。わたしも驚いているよ。フィナってそんなことを考えて解体をしていたんだね。もしかすると、フィナの仕事の代金低すぎ？

　フィナが解体してくれたものは売ったりはしていないけど、そんな丁寧に解体してくれていたんだね。フィナの仕事料金は上げたほうがいいかな？　でも、フィナにもティルミナさんにも、これまで通りでいいって言われているんだよね。

　メルさんが感心するようにフィナの説明を聞いていると、シュリまでが参戦する。

「あと、肉を切るのがおそいよ。あれじゃ肉がいたむってお父さんがいってた」

　シュリまでがダメ出しをする。どうやら、シュリの目から見てもダメらしい。その判断ができるのが凄い。これも、いつもフィナの解体を見ているせいかな。

　見るって大事だからね。職人は見て覚えろとはよく言ったものだ。

　でも、シュリはまだ７歳だよね。これはフィナとゲンツさんの英才教育であって、わたしのせいじゃないよね？

「２人とも凄いわね」

「いつもユナお姉ちゃんが討伐した魔物を解体するから、だから身について」

　えっ、わたしのせいなの？

　さっき、心の中で否定したばかりなのに。

「ウルフは何百と解体しているし、タイガーウルフや黒虎ブラックタイガーの解体もさせてもらったりしているし」

「ユナちゃん、この子たちにそんなことまでさせているの？」

　えっと、はい。させていますね。

「もしかして、ブラックバイパーも？」

「はい、お手伝いをさせてもらいました」

　そういえば、ブラックバイパーのことは知っているんだよね。

「凄いわね。普通はそんな経験はできないわよ」

「全部、ユナお姉ちゃんのおかげです」

　まだ、コカトリスはやらせていなくてよかった。

　この世界でのコカトリスの立ち位置が分からないから、なんとも言えないけど。きっと黒虎ブラックタイガーぐらいは貴重な魔物だよね。

　コカトリスには毒があるから、今のところは解体を頼む予定はないけど、フィナはコカトリスの解体ってできるのかな？

　もし、お願いするならゲンツさんと一緒にかな？

「それじゃ、フィナちゃん。みんなにお手本を見せてあげてくれるかな？」

「手本ですか？」

「うん、フィナちゃんみたいな小さな女の子が解体をしたら、みんなの刺激になると思うの。お願いできない？」

「でも……わたしなんかが……」

　フィナは遠慮がちに断ろうとする。

「フィナ、やってあげたら？」

「ユナお姉ちゃん!?」

「わたしもフィナが解体するところ見てみたいです」

　話を聞いていたノアも同意する。

「ほら、そろそろ、体験実習が始まるわよ」

　テーブルは綺麗に片づけられ、新しいウルフがテーブルに置かれる。

「誰か、やってみたい人はいませんか？　誰でも初めてだから、気軽に経験してみませんか？」

　ジェイドさんが皆に声をかけるが、誰も手を挙げる者はいない。興味があるのと、実際にやるのとでは違う。わたしだって、フィナの解体を見て、やろうと思ったことはある。でも、無理だった。

　人には向き不向きがある。わたしには解体は不向きだった。

「ほら、誰もいないし」

　メルさんがフィナの背中を押す感じでテーブルの前に連れていこうとする。

「ユナお姉ちゃん!?」

　フィナが親と離れ離れになる子供のような目で、わたしに助けを求める。だけど、ここはフィナの成長を見守るために。

「やってみるといいよ」

　わたしの言葉にフィナは少し考えて、小さく頷うなずいた。

　フィナはメルさんにテーブルの前へと連れていかれる。すると、見学をしていた全員の視線がフィナに集まる。

「メル。その子は？」

「ユナちゃんの友達かな？　解体が上手いみたいだから、お手本を見せてもらうことになったの。小さい女の子でも解体ができるってことの証明かな？」

「お姉ちゃん、がんばって」

「フィナ、頑張って」

　シュリとノアが声援を飛ばす。

「ユナ、本当にフィナちゃんは解体なんてできるの？　フィナちゃん、あんなに小さいのに」

　隣にいるティリアが不安そうにフィナを見ている。

「フィナは小さいときから解体をしていますから、大丈夫ですよ。フィナが解体が上手いのはわたしが保証します」

　フィナはテーブルの前に立つとアイテム袋から、エプロンのようなものを取り出し、服が汚れないようにする。

「こんな小さな子が解体？」「できるのか？」「普通はできないだろう」「俺だって、戸惑うのに」

　周りからいろいろな声が聞こえてくる。どれもが、否定的な言葉ばかりだ。やっぱり、フィナみたいな小さな女の子が解体ができるのが珍しいんだよね。

「それじゃ、やってもらおうか」

　ジェイドさんがフィナにナイフを渡そうとするがフィナは断り、長年愛用している自分のナイフをアイテム袋から取り出す。フィナが取り出したのは、わたしがプレゼントしたミスリルナイフでなく、ゴルドさんからもらった解体用のナイフだ。なんか、フィナが珍しくやる気になっている。

「それじゃ、いきます」

　フィナはそう言うと、まずはウルフを確認する。ウルフの傷がついている箇所を確認すると、そこからナイフを入れ、一気に解体作業を始める。毛皮を綺麗に剝はぎ取り、肉も部位ごとに切っていく。そのナイフの動きには迷いがない。なめらかに切っていく。見ている人は真剣な目つきに変わり、フィナが解体している姿を見つめ。見ている人から「スゲエ」「早い」「綺麗」「なんだ、この女の子は」「もう、毛皮を剝ぎ取ったぞ」と、フィナの解体を賞賛する声が聞こえる。

　わたしの横では自慢の姉が褒められてシュリは嬉しそうにしている。ノアは新たなフィナの一面を見て驚いている。解体ができることを知っていても、フィナが解体するところを見るのは初めてなんだろう。

　フィナの解体作業は進み。先ほどの生徒が解体したときよりも半分以下の時間で終わった。しかも、完璧な仕上がりだ。

「凄いな。俺から言うことはなにもない」

　ジェイドさんに褒められてフィナは嬉しそうにする。

　フィナの前に解体を行った生徒がフィナにいろいろと聞き始めて、フィナは恥ずかしそうに説明をしている。

「俺が説明するよりも、彼女のほうがいいかもな」

　ジェイドさんは新たなウルフを用意し、今度はフィナにゆっくりと解体の説明をしてくれるようにお願いする。生徒からも手ほどきをお願いされている。

　フィナは恥ずかしそうにして、解体の仕方をゆっくりと説明していく。

「力は一気に込めたほうが、綺麗に切れます。迷ったりすると、綺麗に切れません。時間をかけてやると肉が傷む原因にもなります。だから、迷わずに切ったほうがいいです。でも、本当に解体を覚えるなら何回も解体して体で覚えたほうがいいです。わたしも昔はできなくてよく怒られました」

　フィナも初めからできたわけじゃない。何度も何度もあの小さな体でやっていたと思う。病気の母親と小さな妹を守るために。それを支えてきたゲンツさん。それしか、道がなかったかもしれないけど、簡単に身につけた技術でないことは確かだ。

　わたしがフィナのことを考えている間も、フィナの解体授業は続く。途中からシュリも参加して、さらに皆は驚いている。見学していた生徒たちもフィナの教えで解体をする。初めは緊張していたが、自分たちよりも小さな女の子がやっているのだからと、勇気を出してやり始める。

　そして、ウルフの解体を終えると、次は一角ウサギと、フィナの解体の授業は続く。

　ジェイドさんはフィナから離れてわたしのところにやってくる。

「凄い女の子だな。手本になるいい解体の仕方だ」

「たぶん、わたしよりも上手いわね」

「メルはいつも俺かトーヤにやらせるから、下手だろう」

「だって、汚れたくないもん」

　セニアさんはナイフの扱いが上手かったから、解体も上手いのかな？

　戦い方と解体は別ものだけど、素早くナイフを動かして解体できそうなイメージがある。

　ジェイドさんとメルさんがそんな会話をしている間に、フィナによる一角ウサギの解体授業は終わった。

　皆から拍手が起こり、フィナは恥ずかしそうにする。

　これで解体実習は終わりになり、見学者たちは帰っていく。

　フィナは解体の出し物を主催していた生徒たちと話し込んでいる。

「生徒たちにはいい勉強になったな。あんな小さい子でも解体技術を身につけられると知れば、負けていられない気持ちになるだろう」

　ちなみに解体した肉は学園祭で串焼きを販売している生徒の店に渡すらしい。ムダにならないように、ちゃんと考えているんだね。

「それじゃ、わたしたちは行くね」

「ああ、ありがとうな」

「フィナちゃんもありがとうね」

「いえ、なんか、２人の仕事を取っちゃったみたいで、ごめんなさい」

「ふふ、謝ることじゃないわよ。わたしたちがお願いしたんだから、なにもお礼ができなくてごめんね」

「いえ、わたしも楽しかったから」

　わたしたちはジェイドさんたちと別れる。
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　フィナの解体授業も終わり、わたしたちは学園祭の見学を再開する。歩いていると誰かがわたしのクマ服を引っ張る。

「ユナ姉ちゃん。おなかすいた」

　シュリは自分の小さなお腹を触って、お腹が空いていることをアピールする。

「確かにそうね」

　ティリアさんもシュリの言葉に賛同すると、ノアもフィナも頷うなずく。

　あの解体のあとだというのに食欲はあるみたいだ。ノアが大丈夫なのは予想外だけど。

「それじゃ、どこかで食事にしようか？」

「は～い」

「はい」

　わたしの言葉にみんなはいい返事をする。

「それじゃ、シア様のところに戻るんですか？」

「う～ん、ここからだと、少し離れているわね。確か、あちらのほうでも食べ物を出しているお店はあったはずよ。そっちに行きましょう」

　フィナの言葉にティリアが答え、一番近い食べ物屋さんに向かうことになった。案内人がいると便利だね。お姫様にさせるのはどうかと思うけど。




　ティリアの案内で食べ物を売っているお店に来たけど、どこも人で溢あふれている。

「みんな考えることは同じみたいだね」

　時間をずらせば空くと思うけど、歩き回ったり、解体をしたフィナは疲れているようだ。どこかで食べながら休みたいところだ。

　でも、見渡してもすぐに食べ物は得られそうにない。食事をするテーブルなら、空いている場所がある。

「みんな、屋台で買わなくていいなら、わたしのアイテム袋に食べ物は入っているけど、どうする？」

　無理に屋台で買わなくてもクマボックスには大量の食べ物が常時保管されている。

「わたし、ピザがたべたい！」

「あっ、それ、わたしも賛成です」

　わたしの提案にシュリとノアが手を挙げる。

「学園祭の食べ物じゃなくてもいいの？」

「うん、ユナ姉ちゃんのピザだいすき」

「ありがとう」

　シュリの頭を撫でてあげる。

「フィナとティリアもそれでいい？」

「はい。もちろんです」

「わたしも、いいですよ」

　わたしたちは空いているテーブルに移動すると、場所を確保する。そして、テーブルの上にピザ、モリンさんが作ったパン、アンズが作ってくれた温かいスープ、最後に冷えた果汁を取り出す。

「なんか、豪勢ですね」

「そう？」

　確かに周りのテーブルと比べると豪勢かもしれない。

「それじゃ、みんな好きなだけ食べていいよ。お代わりもあるから言ってね」

「「「「はい、いただきます」」」」

　みんながそれぞれ好きなものに手を伸ばす。

「ティリアはピザは初めて？」

「ゼレフに一度作ってもらったことがあります」

　ゼレフさんには前にチーズの塊を数個あげたことがある。たぶん、それで作ったのかな？

「でも、ユナのピザのほうが美味しいですよ」

　美味しそうに食べてくれる。

「嬉しいけど、ゼレフさんには言わないでね」

　出したピザはすぐになくなり、モリンさんのパンもアンズのスープもあっという間になくなる。

「苦しいです」

「わたしもです」

　ノアもティリアも食べ過ぎだ。そんなに急いで食べなくてもいいのに。食べ過ぎは体に悪いよ。

　フィナは遠慮しながら食べ、シュリはゆっくりと食べたいものを食べていた。

「少し休めば大丈夫です」

「ユナさん、飲み物をください」

「はい。飲み過ぎもお腹が苦しくなるから、ほどほどにね」

　ノアに果汁を注いであげる。でも、みんながわたしが出した料理を残さずに綺麗に食べてくれたから嬉しい。

　個人的には早く移動をしたかったけど、わたしも果汁を飲みながら、２人が復活するのを待つ。

　だって、食事をしている間も「クマ？」「あっ、さっきのクマだ」「ティリア様がクマと一緒にいるぞ」とか囁ささやかれているからだ。

　さらには「ティリア様が召し上がっているものはなにかしら」「どこに売っているんだ」「美味しそう」「探しに行こうぜ」とかの声が聞こえて、屋台を探しに行った者もいた。流石さすがにわたしが周りに向かって「これはわたしが持ってきた食べ物だよ」ってわざわざ言うわけにいかないから、スルーするしかなかった。探しに行って見つからなくても、わたしのせいではないよ。勝手に勘違いした人が悪いんだよね。




　しばらく食後の休憩をしていると２人が復活して動けるようになったので、わたしはフィナたちを連れて、逃げるようにこの場から移動する。それにしてもティリアのおかげなのか、変に絡まれることがないので助かる。たまに子供に抱きつかれたりするが、大きなトラブルにはなっていない。

「あっ、フィナ。ここ汚れているよ」

　歩いているとノアがフィナの服のスカートのところを指さす。確かにノアがさすところが汚れている。

「解体作業をしているときについたのかな」

　エプロンを着けていたのに汚れてしまったみたいだ。

「着替える？」

「いえ、このぐらい大丈夫です」

　う～ん、魔物の血で汚れた服を着ているなんて嫌だと思うんだけど。フィナは他人に迷惑をかけるのを嫌う子だから、みんなに気を使っているんだと思う。

　でも、わたしとしては、どうにかしてあげたい。

「ああ、そうだ。いい考えがあるわ。あそこに行きましょう」

　ティリアがフィナの服を見て、何かを思い出したようだ。ティリアは何も言わずにフィナの手を摑つかんで歩き出す。

「ティリア様！」

「こっちよ。みんなもついてきて」

「ティリア様、ついていきますから、引っ張らないでください」

　口をパクパクさせながら連れていかれるフィナ。ティリアはフィナを逃がさないように手を摑んで離さない。フィナは、お姫様に手を摑まれて、緊張で今にも爆発しそうだ。

「ティリア、それでどこに行くの？」

「ないしょ。まあ、行けばすぐにわかりますよ」

　どうやら、目的地は教えてくれないみたいだ。ティリアは真っ直ぐに学園の建物の中に入っていく。学園の中の教室でも出し物が催されている。何をやっているか見てみたかったけど、ティリアがすべての教室をスルーして、目的の場所へと真っ直ぐに向かうので、立ち止まって見ることもできない。

　わたしたちはティリアのあとを黙ってついていく。

「もう少し先の教室よ」

　ティリアは、少し行った教室の前で止まる。中を覗のぞくといろいろな洋服が並んでいた。

「わぁ、可愛い服がたくさんあります」

　どうやら、ここでは服を売っているようだ。

「生徒が作った服だけど、可愛らしい服があるって噂になっていたの。生地はいいものを使っているけど、値段は手ごろなのよ」

　王族のティリアの言う、手ごろな値段というところが気になる。

　でも、いい生地を使っているなら、多少値段が高くても仕方ないかな。せっかくだし、フィナとシュリに服を買ってあげるのもいいかもしれない。

「フィナには素晴らしい解体技術を見せてもらったお礼に服をプレゼントさせてもらうわね」

　わたしが買ってあげようと思ったけど、ティリアがプレゼントすると言い出した。

　でも、フィナはティリアの言葉に驚きの表情を浮かべる。まあ、お姫様に服をプレゼントされると言われれば、普通は驚くよね。

「ふ、服は洗えば大丈夫です。だから……」

　フィナは断ろうとするが、ティリアは逃がさない。

「ふふ、そんな遠慮なんてしないでいいわよ。素晴らしい解体を見せてもらったお礼なんだから、好きな服を選んでいいよ。ううん、わたしがフィナに似合う服を選んであげるわ」

　ティリアはフィナの腕を引っ張って、教室の中に入ろうとする。フィナが助けを求めるようにわたしのほうを見る。フィナの気持ちも分かるけど、服が汚れたまま学園祭を回らせたくない。だから、服を購入するのは賛成だ。

「それじゃ、わたしが買ってあげようか？」

「ユナお姉ちゃん!?」

　ティリアに買ってもらうのに抵抗があるなら、わたしが買ってあげればいい。

「ダメです。フィナへのプレゼントはわたしがするんですから」

　ティリアはわたしに取られないようにフィナを抱きしめる。

　抱きしめられているフィナは、困った表情でわたしとティリアを交互に見る。

「ズルイ。お姉ちゃんだけ。わたしもふくほしい」

「ふふ、安心して、シュリにもプレゼントしてあげるから」

　ティリアの言葉にシュリは喜ぶ。

「それじゃ、わたしも自分の服を買おうかな」

　ノアもそんなことを言い出す。

「それじゃ、中に入りましょう。こんなところに立っていると、他の人の邪魔になるからね」

　ティリアはフィナとシュリの手を摑んで教室の中に入っていく。そのあとをノアとわたしが続く。

　教室の中に入ると女子生徒たちがティリアに気づき、駆け寄ってくる。

「ティリア様、このようなお店に」

　わたしのほうを気にしながらもティリアに挨あい拶さつをする。

「少しお邪魔させていただくわね」

「このようなお店でよければ、見ていってください」

　女子生徒は嬉しそうにする。

「ありがとう」

　部屋の中にはいろいろな服が並んでいる。全部この子たちの手作りなのかな？

「ふふ、どれがフィナに似合うかしら？」

　ティリアはフィナの手を握るとフィナに似合いそうな服が並んでいる場所に移動する。フィナはその手を振りほどくことができず、捨て犬のような顔でわたしを見る。でも、わたしもフィナの可愛い服を着た姿は見てみたい。

「試着したら見せてね」

「それなら、ユナお姉ちゃんも着てください」

「それはいい考えね。クマさんの格好も可愛いですが、私服姿も見てみたいです」

　その提案は丁重にお断りした。

　だって、服を買っても着る機会がないから無駄になる。

　必要になったら買えばいい。

　それに学園祭を楽しんでいるけど、皆の護衛をしているつもりもある。クマ装備を脱ぐわけにはいかない。

「ユナの普通の格好も見てみたかったんですけどね」

　ティリアは残念そうにするが諦めてもらう。




　それから、フィナたちの服選びが始まった。その服選びに女子生徒たちも参加する。「これが似合うわ」「こっちもいいわ」「これも可愛いですよ」「この子にはこっちよ」と女の子たちの話が聞こえてくる。

　とてもじゃないが、引きこもりだったわたしには入り込めない空間だ。女子力が高い。この空間にはクマ装備をつけていても入ることはできない。この女子空間の中ではチートのクマの装備は無力に等しい。わたしにできることといえば、巻き込まれないようにしながら３人を見守ることだけだ。

　フィナが助けを求めるようにわたしを見るが、今のティリアをわたしには止めることができない。魔物に囲まれているなら、助けに突入でもするが、この女子空間から助け出す力を、わたしは持ち合わせていない。

　無力なわたしを許してね。心の中でフィナに謝っておく。




　それから、試着という名の３人のファッションショーが始まる。

　着替えを終えた３人が着替え室から出てくるたび、ティリアと女子生徒たちが評価をする。それを何度も繰り返す。「可愛い」「え、さっきのほうがよかったよ」「こっちの子にはこれが一番ね」「この髪飾りにはこっちの服がいいよ」「このアクセサリーには似合わないかも」「この子の髪にはこっちね」「この子の金色の長い髪にはこっちの服がいいと思うわ」

　ティリアたち女子生徒の凄いところは学園祭で手に入れたアクセサリーとかをちゃんと考えて、合うとか合わないとか、こっちがいいとか、考えてコーディネートしているところだ。絶対にわたしには無理だ。

　わたしからすれば、えっと、どこが違うの？　そんなにダメ？　似合っていると思うんだけど？　と何度も首を傾かしげた。

「ユナは、どれが似合うと思いますか？」

　わたしの意見も聞かれるが、わたしにはどれも可愛い服に見える。わたしのコメントは「３人とも可愛いよ」ぐらいだ。それ以外にコメントができない。知っていたけど、やっぱりわたしは女子力が低いのかな。料理や家事全般はできるけど、ファッションセンスはないってことが分かった。




　そして、何度か着替えたあと、ティリアによってフィナとシュリの服が決まった。ノアはティリアの意見を聞きながらも、自分で服を選んだ。

「３人とも可愛いよ」

　何度、この言葉を心の中と、口に出して言ったか分からない。褒め言葉や謝罪は何度もすると薄っぺらいものになるというが、そんな気分になる。女性の服の感想を言う男性の気持ちが分かった気がする。

「うぅ、本当にこんな可愛い服を買ってもらっていいのかな？」

　フィナが自分の姿を見ながら言う。

　いつもの服と違って新鮮だ。

「ティリア様、わたしも買ってもらっていいのですか？」

「２人だけに買って、ノアだけ買わないのもあれだからね。それにシアにはお世話になっているからね」

　ノアは自分で買おうとしたが、ノアの服もティリアが買ってくれた。

　３人はティリアにお礼を言って、お店から出る。

　どうにかファッションショーを無事に終えることができたみたいでよかった。

　自分の服を選んだわけじゃないのに、魔物と戦うよりも疲れた。
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　ティリアに買ってもらった服に着替えたフィナは気恥ずかしそうにしている。わたしが何度も「似合っているから大丈夫だよ」って言っているのに効果はないみたいだ。

　でも、これで解体で汚れた服ではなくなったので、気兼ねなく学園祭の続きを回ることができる。

　ティリアが服を買ってあげたので、わたしは一緒に売っていたハンカチを３人に買ってあげることにした。

　みんなには自由に選んでもらおうとしたが、「ユナさんが選んでください」とノアが言うと他の２人も頷うなずく。センスがないからあまり選びたくないけど、わたし的に３人に似合いそうなハンカチをプレゼントする。

　３人は喜んで受け取っていたが、先ほどの服選びを考えると、本当に喜んでいるか不安になってくる。でも、一番顔に出やすいシュリが喜んでいるところを見ると大丈夫かな？




　それから、そのまま学園の建物の中にある出し物を見て回ることになった。

「ここでは絵を描いてくれるみたいね」

　入り口に「似顔絵描きます」って書いてある。サンプルの似顔絵が壁に貼ってあるがとても上手だ。

「ここで、絵を描いてもらおうか？」

「それはいいわね。せっかく綺麗な服を着ているしね。ちょっと中を確認してくるわね」

　ティリアが教室の中に入り、すぐに出てくる。

「描いてくれるって」

　教室の中に入ると、生徒が数人いる。美術部みたいなものかな。今は絵を描いてもらっている人はいない。タイミングがよかったみたいだ。

「一人一人描いてもらう？」

　フィナたちは顔を見合わせる。

「みんな一緒に描いてほしいです」

「そうね。一緒に描いてもらいましょう」

　用意された椅子にフィナ、シュリ、ノアが座る。

　わたしが離れた位置で見ていると、ティリアが腕を引っ張る。

「わたしたちも行きますよ」

「わたしはいいよ」

「ユナお姉ちゃんも一緒がいいです」

「はい。わたしもユナさんと一緒がいいです」

「ユナ姉ちゃん、いっしょ」

　３人がわたしのところにやってくると、手や腕を摑つかみ、引っ張る。振りほどくこともできず、わたしも一緒に絵を描いてもらうことになった。

　フィナ、シュリ、ノアの３人が椅子に座り、その後ろにわたしとティリアが立つ。

　ちょっと恥ずかしいけど、記念の一枚になればいいかもしれない。

　そして、生徒の手によって思い出の一枚の絵が描かれた。

　ちなみにクマのフードを取るように言われたけど、断ったよ。




「本当にわたしがもらってもいいの？」

「はい、ユナさんの家なら、いつでも遊びにいけますから。飾ってくれると嬉しいです」

　フィナもシュリも頷いている。ティリアも譲ってくれた。

　わたしは絵を見る。絵の中のみんなは笑顔で描かれている。みんな綺麗な服なのに、一人だけクマ服なのが恥ずかしい。でも、絵を見ていると、なんだか嬉しい気持ちになる。大切な思い出の一つになりそうだ。恥ずかしかったけど、描いてもらってよかった。

　それから絵を入れる額も買った。これも生徒が作ったものらしい。
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　そして、学園祭１日目が終わりを告げる。どのお店も片付けに入り、一般の人たちは帰り始めた。

　わたしたちはシアたちのところに一度戻ろうかと思ったが、片付けの邪魔になるので、先に帰ることにした。

「わたしが伝えておきますよ」

　学園に残るティリアがシアに伝えてくれることになった。

「ティリア、今日はありがとうね」

「ティリア様、服をありがとうございました」

「姫様、ありがとう」

「ティリア様、ありがとうございます」

　フィナたちはお礼を言う。

「わたしも楽しかったから、気にしないで」

　３人の言葉に微ほほ笑えむティリア。

「あっ、そうだ。クマのぬいぐるみ、本当に欲しいの？」

　ティリアと次に会えるのがいつになるか分からない。フローラ姫に渡してもいいけど、ここで渡したほうが早い。

「もちろん、欲しいわよ」

　わたしはクマボックスからくまゆるぬいぐるみと、くまきゅうぬいぐるみを取り出すと、ティリアに渡す。

「大事にしてね。たまに王妃様から話を聞きますからね」

　ナイフの的なんかにしたら泣くよ。

「もちろん、大切にしますよ。なんなら、王宮の宝物庫にでも保管しましょうか？」

「可哀かわい想そうだから、やめて」

　大切にしてほしいけど、宝物庫に保管されるのは、それはそれで可哀想だ。

「ふふ、冗談よ。大切に部屋に置かせてもらうね」

　ティリアは両腕にぬいぐるみを抱きかかえて、わたしたちと反対に歩いていく。




　ティリアと別れたわたしたちはエレローラさんのお屋敷に帰ってくる。お屋敷から出かけたときとフィナたちの服装が違うので、スリリナさんは驚く。でも、説明をすると納得する。

「ユナ様はお変わりないのですね」

　スリリナさんは残念そうにする。どうしてかな？

　それからフィナが解体で汚れた服を洗濯しようとしたら、スリリナさんに服を奪い取られていた。

「洗濯なら、わたしがいたします」

「でも……」

「これがわたしの仕事ですから。このお屋敷にいる間はフィナ様はお客様です」

　フィナは困った顔をする。

「フィナ、今日はお願いしたら？　フィナだって自分の仕事を取られたら嫌でしょう」

　わたしは代わりにやってくれる人がいたら嬉しいけど。フィナは真面目すぎるから何でも自分でやろうとする。それがフィナのいいところだけど、融通がきかないとも言える。

「ユナお姉ちゃん……。分かりました。スリリナさん、よろしくお願いします。血で汚れてますから、洗い方には……」

「フィナ様、大丈夫ですよ。しっかりと綺麗に洗いますから。お任せください」

　洗濯はスリリナさんに任せてわたしたちは部屋に戻ってくる。なんだかんだで、ずっとエレローラさんのお屋敷にお世話になっている。




　部屋に戻ったわたしたちは夕食ができるまで、トランプで遊んでいる。３人ともトランプが気に入ったようだ。

「ふふ、水の10です」

「それじゃ、火の４です」

「やった、火の３！」

　３人は楽しそうに七並べをしている。

　わたしは参加せずにベッドの上に倒れている。肉体的には疲れていないけど、人混みと、多くの視線のせいで精神的に疲れた。

　部屋で休んでいると、シアが部屋に入ってきた。

「お帰り」

「お姉様、お帰りなさい」

「ただいま。……じゃなくて、ユナさん、いったい学園祭で何をしたんですか！」

　なんか、分からないけど、シアが怒っている？

　部屋に入るとわたしが倒れているベッドまでやってくる。

「みんなと普通に学園祭を楽しんでいたけど」

　ベッドから起き上がって、みんなに同意を求める。

　なにをしていたかと問われればそれしかない。

「はい。ユナさんはわたしたちと一緒に学園祭を楽しんでいました」

「ユナお姉ちゃんは一緒でした」

「うん」

　みんなはわたしの言葉に同意してくれる。

　なにに怒っているか分からないけど、これでわたしの無実は証明されたのかな？

　シアはわたしではなく、今度はフィナたちを見るとため息を吐つく。

「みんな、その服や髪飾りやアクセサリーはどうしたの？　凄すごく綺麗だけど」

「洋服はティリア様に買ってもらいました」

　その言葉だけで驚くシア。でも、さらにみんなの言葉は続く。

「このかみかざりはユナ姉ちゃんにもらったの」

「このブローチはユナさんがゲームで取ってくれたんですよ」

「わたしはユナお姉ちゃんにブレスレットをもらいました」

　シュリは本日の学園祭で手に入れた戦利品を並べる。ノアもフィナも同じように学園祭で手に入れた戦利品を並べていく。

「これはじぶんでとったんだよ。これはユナ姉ちゃんがとってくれたの」

「あと、花もプレゼントしてくれました」

　３人は自分で取ったものや、わたしが取ってあげたものを自慢するようにシアに見せる。最後に思い出したかのようにわたしが買ってあげたハンカチを取り出す。こうやって見るとかなりの数がある。みんな、頑張ったね。

　シアは嬉しそうに戦利品を並べているノア、フィナ、シュリを見ると、再度ため息を吐く。

「お姉様、どうかしたんですか？」

「どうかしたのじゃないわよ。ちょっと考えてみて。これだけの目玉賞品をクマの格好をした女の子が取っていったら、どうなると思う？」

　３人は考え込む。

「そういえばかなり騒いでいましたね」

「でも、ユナお姉ちゃんと一緒に歩くとみんな見ますよ」

「みんなみていたよ」

　うん、いつもどおりだ。

　こればかりは、クマの着ぐるみを着ているんだから仕方ない。クマだと騒がれるのはいつものことだ。なかには学園祭の催し物の一部だと思っている人もいたから、そんなにトラブルになるようなことにはなっていないはずだ。

「もちろん、ユナさんの格好もそうだけど。ユナさんが手に入れた賞品は、どれも難易度が高い出し物だったはずですよ。それをクマの格好をしたユナさんが簡単にクリアしちゃうから」

　うん、そっち？

　クマの格好じゃなくて、賞品を取ったことで目立っているの？

「ナイフを投げれば遠くの的の中心に、ボールを投げれば遠くの魔物役の的に当て、ボールを転がせば、生きているようにボールが転がっていく。他にも、いろいろとありますよ」

「なんで、そんなに詳しいの？」

　まるで見ていたかのようだ。

「ユナさんたちを見ていたクラスの子がいたんですよ。それで話題になり始めて、他にも見たっていう子が現れて、それにティリア様も一緒だったから、余計に目立ったみたいです」

　それって、わたしだけのせいじゃないよね。半分は姫であるティリアの責任も入っているよね？

　でも確かに、初めての学園祭に少し調子に乗って騒ぎすぎたわたしも悪いかな。どうもシュリに「ユナ姉ちゃん」、ノアに「ユナさん」って、上目遣いでお願いされると断れずに頑張ってしまう自分がいる。

　フィナは欲しいとは言わないけど、プレゼントをすると嬉しそうな表情をしてくれる。３人の喜ぶ顔を見ていたら、つい、頑張ってプレゼントしてあげたくなってしまった。

　これは少しは自重しないといけないかな。

　明日は目立つことをしないと約束する。

「それで、お店のほうはどうだったの？」

　結局、あれから一度もシアの店には顔を出さなかった。だから、少しお店のことが気になる。

「ユナさんが作ってくれたクマの置物のおかげで人が集まって、予想よりも多く売れました」

　ちゃんとクマの置物は客引きになってくれたみたいだ。作ったかいがあった。

「買ってくれた人が、綿菓子を食べながら歩いてくれたので、それも宣伝になったみたいで、どんどん人が集まってきました」

「よかったね」

「はい、でも、問題が１つあって」

「なに？」

「クマの置物のせいで、クマのお店ってことで広まっているようで、綿菓子のことを『クマのお菓子をください』って注文されるんですよ。看板にちゃんと綿菓子って書いてあるのに」

　なんともコメントしにくい。

「でも、そのおかげで、お客様が増えたから文句も言えないんですけど」

「邪魔だったら、壊していいからね」

「いえ、助かってますから、壊したりしませんよ。ただ、午後になると人が集まり始めて大変でした。行列ができれば、順番を抜かしたとかでトラブルになりそうになるし、腕は疲れますし、いろいろ大変でした」

「そんなに売れたんだ」

「綿菓子を作る機械が１つしかないから、どうしても遅くなって、行列ができちゃって」

「なら、もう１つ貸そうか？　せっかく、みんな作れるようになったんだから」

　２人で作れば行列も減るだろう。

「本当ですか？　助かります」

　わたしは孤児院のときに使った綿菓子の機械を渡してあげる。

　これで、負担が減ればいいけど。

　それから夕飯までの間、わたしとシアもトランプに参加することになり、その後は何事もなく１日が終わった。

　学園祭は２日目へと続く。
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　学園から戻ったわたしは、妹のフローラの部屋に向かう。わたしとは少し年の離れたフローラは人懐っこく可愛かわいい妹だ。

「フローラ、ただいま」

「おねえしゃま、おかえりなさい」

　笑顔で挨あい拶さつをしてくれる。でも、いつもならわたしのところに駆け寄ってくるのに、今日は椅子に座ったまま動かず、テーブルに広げている何かを見ている。

　なにを見ているんだろう？

　わたしはフローラに近寄って、後ろから覗のぞき込む。

　クマ？

　丸みがかった、可愛いクマの絵が描かれていた。

「フローラ、なにを見ているの？」

「くまさんのえほん」

　くまさんの絵本？

　白いノートにクマの絵が描かれていて、わたしの知っている絵本とは少し違う。

「わたしにも見せてくれる？」

「うん」

　フローラの許可をもらったわたしは絵本らしきものを手に取る。

　えっと、１ページ目の表紙を見ると、可愛いクマと女の子の絵が描かれている。タイトルはクマさんと少女と書かれていた。

　病気を患わずらっている母親のために頑張る女の子が主役のようだ。そんな女の子をくまさんが助ける話みたいだ。

　普通に考えたら、クマもウルフと同じで危険な動物だよね。

　でも、絵本ならこんな夢がある話があってもいいと思う。

「この絵本、どうしたの？」

　市販のノートに描かれており、普通に売っているような絵本じゃないのは間違いない。

「くまさんが、かいてくれたの」

「クマさん？」

　意味が分からない。クマの絵本をクマに描いてもらった？

「うん、くまさん」

　フローラは笑顔で答える。

「そのクマさんって、どんなクマなの？」

「くまさんは、やわらかいよ」

　うん、わからない。




　後日、フローラの世話をしているアンジュにクマについて尋ねてみたが「可愛いクマの格好をした女の子ですよ」という情報を得たが、余計に分からなくなった。

　可愛いクマってなに？　クマは怖いものじゃないの？

　熊の毛皮を被かぶった女の子だと想像したけど、違うのかな？




　フローラは「クマさんの絵本」がよほど気に入ったのか、部屋に行くとクマさんの絵本を読んでいる。そして、いつの間にか製本された絵本に変わっていた。なんでも、このクマの絵本が欲しいと思う人が多く、複写されることになったらしい。その際、ちゃんと製本され、絵本が作られ配られたとのことだ。

　フローラのお世話係のアンジュももらったらしい。

「今日もクマの絵本を読んでいるの？」

「あたらしい、えほんだよ」

　新しい絵本？

　テーブルの上を見ると、初めて見た絵本のときと同じノートがあった。

「もしかして、クマさんが来たの？」

「うん」

　わたしはこの前と同じように絵本を見せてもらう。

　内容は引き続き女の子の母親の病気を治すお話だ。女の子のため、くまさんは虹の花の雫しずくを手に入れる。

　最後にボロボロのくまさんが女の子の前に現れたとき、思わず目に涙を浮かべてしまった。

　いい話だ。

　それにしても、この絵本を描いているクマの格好をしている女の子って何者なんだろう。

　どうして女の子はクマの格好をしているの？

　どうして女の子はフローラに会えているの？

　フローラは幼いが、王族の一人だ。簡単に会うことはできない。でも、クマの格好をした女の子はフローラの部屋までやってきている。

　アンジュに尋ねたら「国王陛下が許可をお出しになられました」と教えられた。

　それだけではなく、城の中に自由に入れる許可も出したらしい。

　謎が増える。

　そのことについて、食事のときに父に尋ねる。

「あれは、こちらから危害を加えなければ危険はないから大丈夫だ」

　危害って、本物のクマじゃないんだから。

「そうね。危険はないわね」

　お父様だけでなく、お母様もクマの女の子のことを知っていたらしい。どんな人物なのか気になる。

　フローラとアンジュの言葉だけでは意味が分からない。

　でも、お母様に尋ねても「可愛いクマさんよ」としか言わないし、お父様も「クマだな」と答えが返ってきた。

　さらにクマの格好をした女の子の話を聞くと、食べ物を持ってきたという。

　そんな、どこの誰かも分からない女の子が持ってきた食べ物をお父様とお母様が口にしたということも驚いた。でも、それだけ、そのクマの格好をした女の子を信用しているということになる。

「誕生祭のときに食べたデザートがあっただろう」

「確か、プリンですよね。あれは美味おいしかったです」

　たまに料理長のゼレフが作ってくれるが、とても美味しい。

「あれは、そのクマが作ったものだ」

　お父様の口から信じられない言葉が出てきた。

「……それは本当なんですか？」

　あのプリンはゼレフ料理長が作ったものと思っていた。それが絵本を描いたクマの格好をした女の子が作ったという。

「ああ、誕生祭の前に食べる機会があってな、それで晩ばん餐さん会かいに出すことを思いついた」

「つまり、王宮料理人ではない者に誕生祭の料理を作らせたのですか？」

　それだけで驚きだ。

「そんな心配する必要はない。クマはエレローラの関係者だ」

「エレローラ？」

　エレローラは父の仕事を手伝っている貴族の女性だ。父も信頼し、わたしもいろいろとお世話になっている。

　確かにエレローラの知り合いなら大丈夫かもしれない。

「それではエレローラにお願いすれば、そのクマの格好をした女の子に会えますか？」

　クマの格好をしていて、絵本を描くのが上手で、プリンも作れる女の子、会ってみたい。

「クリモニアの街に住んでいるらしいから、頼んでも無理だな」

　お父様の言葉で、クリモニアの街の位置を思い出してみる。

　遠い。

　わたし一人で会いに行ける距離ではない。わたしが行けない距離なら、向こうから来るのも簡単なことではない。

「でも、そんな遠くから、わざわざ絵本を届けに来ているの？」

　馬車を使っても時間はかかる。でも、何度も来ているみたいだ。

　だけど、お父様たちの口から出てきた言葉は予想外の言葉だった。

「それは大丈夫だろう。クマがいるからな」

「そうね。クマがいるから大丈夫ね」

「くまさん、かわいいよ」

　クマがいるから王都まで来ることが大丈夫って、意味が分からない。

　どうにか詳しい話を聞き出すと、クマの格好をした女の子はクマを召喚することができるそうだ。そのクマに乗って王都までやってくるらしい。

　クマの格好をした女の子がクマに乗ってやってくるって、もう意味が分からない。

　話を聞けば聞くほど、クマの格好をしている女の子の人物像が、分からなくなってくる。

　クマの格好をしてて、可愛くて、料理が上手で、クマを召喚できるといってお父様もお母様も信頼している。

　兄に会ったので尋ねれば、「仕事を邪魔するクマだ」と言い、少し不機嫌になる。くわしく話を聞けば、クマの格好をした女の子が来ると、お父様が仕事を放りだして、クマの女の子がいるフローラの部屋に行ってしまうらしい。




　そんなクマの女の子が気になりながら学園に通っていると、クラスにいるマリクスたちの話し声が聞こえてくる。

「それにしてもユナさん、強かったよな」

「うん、ユナさんがいなかったら、僕たち死んでいたかもね」

　死ぬとか物騒な話が聞こえてきた。

「なにかあったのですか？」

「ティリア様!?」

　マリクスが驚いた顔をする。

「ごめんなさい。死んでいたって聞こえていたから」

　よく聞くと、先日やった実習訓練についての話だった。

　実習訓練は少し離れた村などに行く訓練だ。訓練では自分たちで考え、行動しないといけない。でも、生徒を危険な目に遭わせることはできないので、護衛がつくことになっている。

　基本、護衛は口を出さない。危険なときだけ手を貸してくれる。

　わたしは王族ということもあって、今回の実習訓練には参加できなかった。

「俺が危険なことにみんなを巻き込んでしまって、そのときに護衛をしてくれた冒険者に助けてもらったんです」

　それで、命が助かったらしい。

「それって、あのクマの格好をした女のことか」

　近くにいたジグルドが話しかけてきた。

　今、クマの格好って言わなかった？

「ユナさんのことを馬鹿にしたら、ジグルドでも許さないからな」

「分かっているって。でも、いまだに信じられないよな。あんなクマの格好をした女の子が黒虎ブラックタイガーを倒すなんて。ジェイドさんの言葉があっても半信半疑だ」

　また「クマの格好をした女の子」って言った。

「言いふらすなよ」

「分かってる。それに言っても誰も信じないよ」

「あのう、さっきから言っているクマの格好をしている女の子って？」

　学園でクマの格好をした女の子の話が出てくるとは思わなかった。

　わたしはマリクスたちに、クマの格好をした女の子について詳しく教えてくれるようにお願いした。

　マリクスとティモルは顔を見合わせると、話をしてくれる。

「えっと、俺たちの実習訓練のときに護衛をしてくれたのが、クマの格好をした女の子だったんです」

「そのクマの格好とは、可愛いクマの格好をした女の子ですか？」

「ティリア様はユナさんを知っているんですか？」

　そういえば、クマの格好をした女の子の名前を聞いていなかった。聞いておけばよかったと思う。そうすれば、マリクスたちの言うクマの女の子が同一人物か分かったのに。

「いえ、詳しくは知りません。たまにクマの格好をした女の子が城に来るみたいなんです。それで気になって」

「説明が難しいですね。なんて言うか、可愛いクマなんです。触るとふわふわで、柔らかくて」

「その説明は妹と同じです」

　わたしは本物の熊の毛皮を着ているかと思っていたのだが、どうもわたしの中でのクマのイメージとは、かなりかけ離れているみたいだ。

　マリクスたちから得た情報は名前がユナ。そして、ウルフの群れを一人で倒し、さらには黒虎ブラックタイガーを一人で倒すほどの冒険者。

　話を聞いて余計に分からなくなった。

　そもそもその冒険者って、絵本を描いたり、プリンを作る女の子と同一人物なの？

　クマの女の子の謎がさらに深まっただけだった。
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　学園から帰ってくると、城にクマの格好をした女の子がやってきていたことを知った。

　また、クマさんに会うことができなかった。

　本当に自由に城に出入りして、フローラに会っているみたいだ。

「今日は何しに来たの？」

　フローラに尋ねる。新しい絵本はないみたいだ。

「たべものをもってきてくれたよ」

　今回は食べ物らしい。

　なにを食べたのかと聞くと、満面の笑顔で「あまくて、おいしかったよ」と答える。

　いったいなにを食べたの？

　しかも、お父様もお母様も食べたらしい。

　後日、ゼレフがクマの女の子が教えてくれたというショートケーキを作ってくれたが、とても美味しかった。




　別の日、またフローラの部屋に行くと、今度はフローラがベッドの上で黒と白のなにかとお話をしている。

「フローラ、それはなに？」

「くまさん！」

　フローラは持ち上げて見せてくれる。黒と白はクマの可愛いクマのぬいぐるみだった。

「それはどうしたの？」

「くまさんにもらったの」

　わたしは白いクマのぬいぐるみを手に取る。白いクマとは珍しい。普通の熊は黒っぽい。もう一つのクマのぬいぐるみは黒く、わたしが知っている熊と同じだ。

　絵本、食べ物、そして、今度はぬいぐるみ。

　本当にどんな女の子なのだろう？

　それにしても、どれだけクマ好きなの？

　ますますクマの格好をしている女の子に会いたくなった。

　それにしても可愛らしい顔をしたクマのぬいぐるみだ。

「フローラ。これ、わたしにちょうだい。２つあるからいいでしょう？」

　フローラにそう言ったら、フローラの目に涙が浮かび始める。

「くろいくまさんと、しろいくまさんは、ちがうくまさんなの！」

　フローラはわたしが持った白いクマのぬいぐるみに手を伸ばし取り返すと、ぬいぐるみを抱きしめ、わたしに取られないように守る。そして、今にも泣きそうな表情で、わたしを見ている。

「ごめん、もう取らないから泣かないで。クマさんもごめんね」

　わたしはフローラが抱き寄せているクマのぬいぐるみの頭を撫なでながら謝る。

「ほんとうにとらない？」

「うん、取らないよ」

　わたしがそう言うと、フローラはクマのぬいぐるみとわたしを交互に見る。

「おねえちゃま、かしてあげる」

　フローラはそう言うと、白いクマのぬいぐるみを貸してくれる。

「ありがとう」

　わたしは白いクマのぬいぐるみを受け取ると、フローラが名前を教えてくれる。

「しろいくまさんはくまきゅうで、くろいくまさんはくまゆるなの」

　クマのぬいぐるみには名前があるみたいだ。白いクマがくまきゅう、黒いクマがくまゆる、可愛らしい名前だ。

　フローラは黒いクマのぬいぐるみを持ちながら、クマの女の子の話を楽しそうにする。

　少し、嫉しっ妬としてしまう。

　それにしても、妹がクマの女の子に会うたびにクマ好きになっていく。

　料理人、絵本描き、冒険者。いろいろな顔を持ったクマの格好をした女の子。料理を作れば、ゼレフが絶賛。絵本を描けば、フローラは大喜び。冒険者の仕事をすれば、黒虎ブラックタイガーを倒すほどの強さ。

　初めは別人の可能性も考えたが、マリクスたちから聞いた人物像と妹や母たちの人物像は同じようだ。それに同じクマの格好をした女の子が何人もいるとは思えない。

　どんな女の子なのか、どんどん会いたくなってくる。

　でも、その願いはなかなか叶かなわない。




　それからも何度かお城にクマの女の子が来たようだ。新しい絵本を持ってきたり、雲のようなお菓子を持ってきたそうだ。

　雲って、空に浮かぶ雲？

　柔らかくて、甘くて美味しかったらしい。

　フローラに聞いても、お母様に聞いても同じだった。

　今回はゼレフも作り方を教わっていないようで、作れないそうだ。




　クマの女の子に会えないまま、学園は学園祭の準備で慌ただしくなってきた。

　学園祭はクラスの仲間で集まったり、選択科目で集まったりして、お店や出し物をしたりする。

　そんな中、シアたちの会話が聞こえてきた。シアはカトレア、マリクス、ティモルの４人でお店を出すと聞いている。

「それじゃ、今日はどこで練習する？」

「もう、自分たちの家族には食べてもらったし、これ以上は食べてくれる人はいないよ」

「あとはクラスメイトや友達ですね」

「でも、学園祭のときに驚かせたいからな」

「それじゃ、自分たちで食べないとダメかな？」

「食べ物を捨てるのはよくありませんからね」

「でも、食べ飽きたんだよな」

　４人は困った表情を浮かべる。

「４人ともなんの話をしているんですの？」

「ティリア様!?」

「学園祭に出す、食べ物の話ですか？」

　確かシアたちは食べ物を出すことにしたと聞いた。

「はい。学園祭で出すお菓子を作る練習をしているんですが、試食に飽きてしまったんです。家族とかにも食べてもらったんですが、それも限界で」

　作ったはいいけど、捨てるのはよくないので、シアたちは困っているらしい。

「それなら、わたしが食べましょうか？　わたし一人ではあまりお役に立てないと思いますが」

　わたしはシアたちが作るお菓子に興味もあり、申し出る。フローラやお父様たちだけ、いつも美味しいものを食べているんだから、わたしもたまにはいいだろう。

　４人は少し考えると、わたしの申し出を受け入れてくれた。




　試食はわたし一人だけなので、シアが家で作ってくれることになった。

「シア、それでなにを食べさせてくださるんですか？」

「甘くて、美味しいお菓子ですよ。今、準備をしますから、少しお待ちくださいね」

　シアはアイテム袋から不思議な道具を取り出し、テーブルの上に置く。

「それはなんですか？」

「お菓子を作る道具です」

「そんなもので、お菓子が作れるんですか？」

　見たことはないが、このような道具で、お菓子が作れるとは思えない。

　そして、シアはビンと細い木の棒を横に置く。

「それはザラメですか？」

　ザラメはお菓子を作るときに使ったりします。

「はい、材料はこれだけで作ります」

　シアは道具の真ん中のところにザラメを入れる。そして、道具についているボタンを押すと真ん中の部分が回転を始めた。すると、真ん中の筒についた小さな穴から、細い糸が出てきた。シアは細い木の棒を持つと道具の中に入れ、円を描くように手を動かすと、木の棒に細い糸が纏わりつき、綿のようになった。

　そして、人の頭ほどの大きさになったところでシアは道具を止める。

「ティリア様、できましたよ」

　シアが差し出してくるので、受け取る。

「これはなんていうお菓子ですか？」

「綿菓子っていうらしいです。名前のとおりに綿のように柔らかくて、口の中に入れると溶けるんです」

　フローラの言葉が頭をよぎる。『雲のようなお菓子』。シアが作ってくれたのは、それを連想させるお菓子だった。

「どうやって食べるんですの？」

「そのまま直接口で食べてもいいんですが、それだと顔がべたついてしまうので、指で千切って食べるといいですよ」

　わたしは木の棒についている綿を摘つまむ。柔らかい。それを口に運ぶ。口の中であっという間に溶け、甘さが口の中に広がる。確かにこれはザラメだ。でも、こうやって食べるとなんともいえない食感だ。

　ザラメだけで、このような不思議なお菓子が作れるとは思いもしなかった。

「綿菓子だけだと、飽きると思いますので、こちらも一緒に食べるといいですよ」

　シアは飲み物としょっぱいお菓子を出してくれた。

　確かに、綿菓子だけでは口の中が甘くなり、いくつも食べられそうもない。

「城下ではこんなお菓子が売っているんですか？」

　わたしも城下には行くことがあるが、このようなお菓子は見たことがない。

「いえ、どこにも売っていないと思います」

「それじゃ、このお菓子は……」

「ある人に教わったんです」

　わたしは雲のようなお菓子を作れる人を知っている。そして、シアとも面識がある人物。

「もしかして、クマの格好をした女の子ですか？」

　わたしの言葉にシアは驚いた表情を浮かべる。

「知っていたのですか？」

「わたしの妹が、雲のような甘くて美味しいお菓子を食べたって言っていたから、もしかしてと思って」

「ああ、ユナさん。よくフローラ様のところに行っているんですよね」

「知っていたの？」

「お母様から、たまに話を聞きます」

「シアはクマの女の子と会ったりするのですか？　あの実習訓練のとき以外にも会ったりしているんですか？」

「そんなに多くは会ったりしてませんよ。たまに家に寄ってくれるぐらいです」

　あのときの実習訓練だけの関係ではなかったのですね。エレローラの知り合いなのだから、娘のシアとも知り合いだという可能性もあったのだ。

　なんでも、シアがクマの格好をした女の子に初めて会ったのはお父様の誕生祭のときだったそうで、それからも何度か会っているそうだ。

　それにしても、本当に簡単にクリモニアと王都を行き来しているみたいだ。

　わたしが残念そうにしていると、シアが話しかけてくる。

「ユナさんに会いたいんですか？」

「ええ、妹がお世話になっていますし、話に出てくるクマさんに会ってみたいんです。でも、なかなか会えなくて」

　わたしの言葉にシアが考え込む。

「……えっと、ユナさんなら、たぶん学園祭に来ます」

「それは本当!?」

「妹と一緒に招待しましたから、たぶん来てくれると思います」

　クマの格好をした女の子が学園祭にやってくる。

　会える機会がやってきた。

「シア！　そのクマの格好をした女の子に会わせてくれませんか？」

　この機会を逃したら、次に会えるのがいつになるか分からない。

「会わせるのはいいですが、ユナさんに会っても、笑ったり馬鹿にしたりしないと約束をしてくれないと、ティリア様でも、会わせることはできません」

　シアは真っ直ぐな目でわたしを見る。

「約束します。笑わないし、馬鹿にしたりしません」

　シアは少し考えたあと「約束ですよ」と言って、クマの格好をした女の子に会わせてくれる約束をしてくれた。

　わたしはお礼として、お店を手伝わせてもらうことにした。シアは必要ありませんと言ったが、お礼だ。

　やっと、クマの女の子に会える。

　学園祭が楽しみだ。
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　今日はシン君たちはギルさんと練習をしているので、一人で「くまさん食堂」に来ています。

　この店もユナさんのお店で、海の食べ物を出すお店です。

　海の食べ物は川魚と違って種類が多く、知らないものも多いです。

　貝を初めて見たときは驚きましたが、歯応えもあり、味も美味おいしかったです。

「ホルンちゃん、いらっしゃい」

　お店で働くセーノさんが声をかけてくれます。

　わたしはお魚定食を頼みます。

「セーノさんって、ミリーラの町から来たんですよね」

「そうだよ。それがどうかした？」

「実は今度、みんなでミリーラの町に行くんです」

　わたしたちは近々ミリーラの町に行く予定です。

　ユナさんやミレーヌさん、そしてギルさんに戦い方を教わったことで、わたしたちは冒険者としても強くなり、生活をしていく分には困らなくなりました。

　そして、少しずつ蓄えを増やし、そのお金でミリーラの町に海を見に行くことにしました。

「噂だとセーノさんたちはユナさんを頼ってきたって本当ですか？」

「半分正解かな？」

「……？」

「ユナちゃんからアンズちゃんに、クリモニアでお店を出さないかって誘いを受けて、それにわたしたちが相伴させてもらう形で、一緒に連れてきてもらったの」

「そうだったんですね」

「アンズちゃんのおまけでついてきてるから、安い給金でもいいかなと思ったんだけど、ユナちゃんが思った以上にお給金を出してくれて。住む場所はタダだし、朝昼晩の食事も店の食材を自由に使っていいから、食費でお金を使うこともないし、６日働いたら１日休みをもらえるし、こんなにいい働き場所はないよ」

　聞いているだけでも、本当にそう思う。

「あのう、ユナさんってどんな人なんですか？　わたし、ユナさんにお世話になってばかりで、なにも知らないんです」

「う～ん、わたしたちもなにも知らないんだよね。家族がいるのかどうかも、それに、どうしてクマの格好をしているのかとかも」

「セーノさんも知らないんですね」

「でもね。ユナちゃんが、とても優しい子で、とても強い子ってことで十分じゃないかな。もし、ユナちゃんが困ったことがあれば助けるつもりだよ」

「そうですね。わたしもそう思います」

「でも、ユナちゃんって、困ることってあるのかな？　冒険者としても一流だし、お金もお店を簡単に作っちゃうほど持っているし」

　そう言われると、本当にわたしがユナさんを助けることは、なにもなさそうです。

「そうだ。ミリーラの町へ行くなら、アンズちゃんの家の宿屋に泊まるといいよ」

「アンズさんのお店ですか？」

「アンズちゃ[image: ]ん」

　セーノさんが調理場に向かって叫びます。

「セーノさん、大声出してなんですか？」

　調理場からアンズさんが出てきます。

「ホルンちゃんたちがミリーラの町へ行くんだって。それで、アンズちゃんの家の宿屋を紹介しようかと思うんだけど」

「ホルンちゃん、ミリーラの町へ行くの？」

「はい」

「それなら、お父さんに宿代を安くしてくれるように、手紙を書いてあげるよ」

「その、いいのですか？」

「うん、いつも食べに来てくれているし、冒険者になったばかりでお金も大切にしないといけないでしょう」

「そうですが」

　一応、少しだけど蓄えはあります。

「それにわたしの故郷へ行くって言うなら、それぐらいさせて」

　わたしは少し考えて、アンズさんの気持ちを受け取ることにしました。

「アンズさん、助かります。よろしくお願いします」

　アンズさんは手紙を書いてくれました。本当に感謝です。少しでもお金を使わなくてすむなら助かります。




　数日後、わたしたちは乗り合いの馬車に乗って、ミリーラの町へ向けて出発します。

　馬車の移動は楽でいいです。

　わたしたちも馬車が欲しいのですが、管理や馬のお世話にお金がかかるので、購入することはできません。

　馬車はゆっくりと進みます。馬車の一定の間隔でトコトコと動く感じが眠りを誘ってきます。朝が早かったせいもあって、寝てしまいました。




「おい、ホルン。起きろ！　洞どう窟くつに着いたぞ。ここで休憩するってよ」

　シン君の声で目が覚めます。

　馬車から外を見ると洞窟が見えます。ここで少し馬を休ませるため、休憩をするそうです。わたしは馬車から降りて、固まった体をほぐします。

「お～い。シン、ホルン、こっちにクマがあるぞ」

　ラッ君がわたしたちを呼びます。

　ラッ君とブル君のところに行くと、洞窟の前に大きなクマの石像がありました。

「そういえば、あったな」

　前に洞窟の周辺の魔物討伐をしたときに、見ました。

「やっぱり、ユナさんのお店にあるクマさんと同じだね」

「噂だと、この洞窟を発見したのはユナさんらしいからな」

　今まで誰も見つけられなかった洞窟をユナさんが見つけたそうです。洞窟を発見したとき、一人で入ったのかな？

　今は魔石によって明るいけど、発見したときは暗かったはずです。もし、わたしが発見しても、怖くて一人で洞窟の中に入ることなんてできません。

「この先に海があるんだな」

　シン君が洞窟の先を見ます。

「まさか、海を見られるときが来るとはな」

　みんな楽しみで仕方ないみたいです。

　もちろん、わたしも楽しみです。




　馬の休憩も終わり出発します。

　馬車は洞窟の中に入ります。

　洞窟の中は思ったよりも広く、光の魔石のおかげで暗くありません。初めは洞窟の中が楽しかったのですが、同じ光景が続くと飽きてきます。シン君も外を見るのをやめ、目を瞑つぶっています。ラッ君とブル君も寝てしまいました。

　わたしも寝たいですが、さっきまで寝ていたので、眠くありません。

　静寂の中、馬車は長い長い洞窟を進みます。




　どれほど時間が過ぎたのでしょうか。これからのことを考えながら時間を潰つぶしていると、馬の手綱を握る御者がわたしたちに向かって声をかけてきます。

「洞窟を抜けますよ。でも、馬車の中では動かないでくださいね」

　注意されたのに、その言葉で動く者と、動かない者に分かれます。

　たぶん、動く者はわたしと同様に初めてミリーラの町に行く人かもしれません。

　わたしは少し動き、目を前に向けました。小さな光が見えます。洞窟の出口だと分かります。馬車が進むと光が徐々に大きくなりました。

　洞窟を抜けると道が続き、その先には話で聞いたことがある海が広がっています。

　信じられないほどに広い。海はどこまでも続いているようです。

「シン君、ラッ君、ブル君、海だよ！　海！」

　わたしは寝ていた３人を揺り起こします。

「海！」

　シン君たちが起き上がります。

「おお、広い！」

　シン君たちはわたし以上に騒ぎ、そのせいで乗っている他の人たちが笑っています。

　少し恥ずかしいけど、初めて見る海なんだから仕方ない。わたしだって騒ぎたいです。




　馬車はミリーラの町の入り口に着き、全員のギルドカードや市民カードで確認を終えた馬車は町の中に入ります。

　町に入る頃には、すでに陽は沈みかけ、綺麗な夕日が見ることができました。

　御者が「初めて見る人はみんな驚くんですよ」と教えてくれます。

　馬車は進み、町の中心までわたしたちを運んでくれます。

「まずは宿だな」

「アンズさんのお父さんが経営している宿屋だね」

　わたしたちはアンズさんに書いてもらった地図を見ながら、宿屋に向かいます。

「ここだな」

　アンズさんの地図のおかげですぐに宿屋を見つけることができました。

「お腹空いたよ。早く中に入って食事をしよう」

　わたしたちは宿屋の中に入ります。

　宿屋の中は夕食時ということもあって、人で溢あふれていました。

「本当に泊まれるのか？」

　もしかすると、部屋が埋まっていて、泊まれないかもしれません。

「すみません」

　わたしは忙しそうにしている女性に声をかけました。

　年齢的にアンズさんのお母さんかもしれません。

「いらっしゃい。食事かい？」

「いえ、泊まりたいんですが、部屋は空いていますか？」

「部屋かい？」

　わたしたちの言葉に女性は困った顔をします。

「今は３人部屋が１つしか空いていないのよね」

「別にみんな一緒でも」

　わたしの言葉に女性は考え込みます。

「その、アンズさんから手紙を預かってきているんですが」

　わたしは手紙を女性に渡します。

「アンズから!?」

　女性は驚いた表情をすると手紙に目を通します。




「あの子も無茶を言うね」

　宿屋の女性は手紙を見てため息を吐つきました。

「別に無理に安くしてもらわなくても」

　残念だけど、仕方ありません。アンズさんが勝手に言い出したことです。無理強いはできません。それはシン君も分かっているようで、なにも言いません。

「娘が約束したのだから、そうもいかないわ」

　やっぱり、アンズさんのお母さんだったみたいです。

「あなたたち、もしかして、クマの女の子とも知り合いなの？」

「あっ、はい。ユナさんは魔法の先生です。わたしは魔法の扱いを教わったりしています」

「それなら、嬢ちゃんにはあの部屋を使ってもらうかね。その部屋の代金を無料にしてあげるわ」

　アンズさんのお母さんはいいことを思いついたというような表情をします。

「別に３人部屋でも」

「ダメよ。こんな可愛い女の子を男たちと同じ部屋にするなんて」

　わたしたちは小さな家を借りて、一緒に住んでいます。でも、部屋は別々です。

「すぐに部屋に案内してあげたいけど、今は忙しいから、食事でもして待っててくれるかい？」

　わたしたちはお腹が空いていたので、問題はありません。

「はい、わかりました。よろしくお願いします」

　わたしたちは空いている席に座りました。

「よかったな。泊まれることになって」

「でも、ホルンだけ違う部屋か」

「わたしだけ、いいのかな？」

「いいさ。せっかくの厚意だ。受け取ろうぜ」

　シン君の前向きな考えは羨うらやましいです。

「とりあえず、何か注文しようぜ。お腹空いて、もうダメだ」

　わたしたちは金額を指定して、お任せで料理を頼みます。

　しばらくして運ばれてきた料理はどれも美味しそうで、アンズさんのお店の料理と似ています。味もアンズさんの料理に似て、とても美味しかったです。




　料理を食べ終わった頃、わたしたちの前にクリモニアの冒険者ギルドマスターぐらいに凄すごい筋肉をした男性がやってきました。

「あんたたちがアンズとクマの嬢ちゃんの知り合いか？　俺はアンズの父のデーガだ。この宿屋の主あるじであり、料理人だ」

　デーガさんが自己紹介をするので、わたしたちも名乗りました。

「料理はどうだった？」

「とても美味しかったです。アンズさんの料理の味に似ていました」

「当たり前だ。俺がアンズに料理を教えたんだ。手紙を読ませてもらったが、アンズの奴はそっちでちゃんとやっているか？」

「アンズさんのお店は人気があります。魚料理は他の店でも食べられますが、アンズさんのお店が一番美味しいです」

「だから、大丈夫だって言っているでしょう」

　アンズさんのお母さんが現れ、デーガさんの肩を叩きました。

「あんたはアンズのお店のことを知っている人が来ると、何度も聞くんだから」

「そりゃ、娘のことは心配するだろう」

「あの子も立派にやっているって、手紙にも書いてあったでしょう」

「そうだが」

「いい加減、自分の娘を信じてあげなよ」

「ふん、いくら料理の腕前が上がろうと、娘を心配するのが親ってものだ」

「もう、親馬鹿なんだから」

　アンズさんのお母さんはため息を吐つきます。

「それじゃ、そろそろ部屋に案内するかね」

　部屋は２階にあるようで、階段を上がっていきます。

「あんたたち３人はここの部屋を使っておくれ。嬢ちゃんはこっち」

　シン君たちは言われた部屋に入っていきます。

「嬢ちゃんはここの部屋を使って」

　部屋の中に入ると、少し広いですが一人部屋です。

「クマ？」

　部屋の中に30㎝ほどの大きさのクマの置物がありました。

「この部屋はクマの嬢ちゃんが泊まった部屋なのよ」

「ユナさんが……」

「嬢ちゃんが、どこまでクマの嬢ちゃんのことを知っているか分からないけど、わたしたち家族はクマの嬢ちゃんに救ってもらったのよ。それで、クマのお嬢ちゃんが泊まったこの部屋を大切に保管することにしたの。そしたら、うちの旦那がクマの置物まで置いて、特別の部屋にしちゃったのよ」

「そんな部屋にわたしが泊まってもいいんですか？」

「構わないよ。特別の部屋といっても、最後の最後に貸し出す部屋だからね。アンズとクマの嬢ちゃんの知り合いなら問題はないよ」

「本当に代金のほうはいいんですか？」

「アンズが約束したんだからいいさ。だから、気にしないで泊まっておくれ」

　アンズのお母さんはそう言うと、部屋から出ていってしまいました。

　ここにユナさんが泊まったと思うと、なんだが嬉しくなります。ユナさんもこのベッドで寝たのかな。

　わたしはユナさんが寝たと思われるベッドで寝ます。
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　ミリーラの町にやってきた翌日。さっそく、わたしたちは海を見に行きます。

　馬車で通ってきた道を行けば、海に行くことができます。

　デーガさんからユナさんの知り合いならと、海の他にもいろいろな場所を教えてもらいました。




　砂浜が見えてきます。

　シン君が駆け出します。それを見たラッ君、ブル君が追いかけます。

「まってよ～」

　わたしは３人のあとを追いかけます。

　先頭を走るシン君が転び、顔から砂に倒れます。それを見たラッ君、ブル君は、笑いながら追い抜いていきます。

「シン君、大丈夫？」

「砂の上だから大丈夫だ。それよりも行くぞ」

「うん」

　シン君は立ち上がると、海に向けて駆け出します。

　海の水に触れるところまでやってきたわたしたちは、どこまでも続く海を眺めます。

「話には聞いていたけど、本当に大きいな。どこまで続いているんだ？」

「湖の何個分だろう？」

　そんな数では収まらないほど、海は大きいです。

　しかも、すべてが塩水だといいます。

　わたしは海水を確かめようと海に近寄ります。先ほどから、海が近づいたり、遠ざかったりしています。

　確か、波っていいます。

　わたしはそんな波に近づくと、海水に触れ指を舐なめます。

　……しょっぱい。

　本当に塩水です。

　これがすべて塩水だと思うと凄すごいです。

　シン君たちもわたしの真似をして、海水を舐めます。３人の顔が歪みます。

　お互いの顔を見て、笑いだします。




　海を堪能したわたしたちはデーガさんに教わった他の場所に向かいます。

　その場所は町の外に出て、しばらく行ったところにあるらしいです。

「ユナさんの知り合いなら凄いものが見れる、ってなんだろう？」

　わたしたちは海を眺めながら歩きます。

「もしかして、あれじゃないか？」

　前を歩くシン君が指さします。

　何かの形をしてます。その形には見覚えがあります。

　わたしたちは駆け出します。

「でけえ」

「クマさん」

　海の中に大きなクマの岩がありました。

「これって、ユナさんが作ったのかな？」

「いや、流石さすがに無理だろう」

　海にあるクマさんはもの凄く大きい。しかも何体もあります。

「こんなの魔法で作れないだろう」

　わたしは土の壁を作るのにも苦労します。

　こんな大きなクマさんの岩を作り出すことなんてできません。

「でも、デーガさんがユナさんの知り合いだからと、教えてくれたんだろう」

　３人ともユナさんのことを思い出しているみたいです。

　ユナさんの話は冒険者の知り合いから色々と聞いています。

　冒険者登録をした日には、クマの格好を馬鹿にした冒険者が半殺しにされたとか、その翌日には一人でウルフを40匹倒したとか、ゴブリン１００匹とゴブリンキングを倒したなんて話もありました。

　一番驚いたのはブラックバイパーを一人で倒した話です。

「もし、ユナさんがこれを作ったっていうなら、本当にすげえよな」

「あんな見た目だけどな」

「信じられないけどね」

　そんなユナさんに初めて会ったときに、シン君が馬鹿にした態度をとったことを思い出すと、今でも怖くなります。

　でも、実際にユナさんに会って話してみると、とっても優しい女の子でした。そんなユナさんに魔法の扱いを教わり、上達することができました。見た目は可愛いクマさんの格好をした女の子にしか見えないけど、ユナさんは凄い人です。




　海にある大きなクマさんを見たあと、わたしたちは宿に戻ってきました。

　デーガさんに海にあった大きなクマについて尋ねてみます。

「あれは本当にユナさんが作ったのですか？」

「詳しいことは話せない。ただ、あのクマの嬢ちゃんは俺たちの恩人だ。あの海にあるクマが証明だ」

　デーガさんはそれ以上は口を開きませんでした。

　ただ、ユナさんがこの町で何かをしたのは間違いないようです。




　それから、昼食を終えたわたしたちは冒険者ギルドに行きます。

　冒険者は、立ち寄った町などの情報を得るために、冒険者ギルドがあれば立ち寄るのが基本になっています。

　ミリーラの町の冒険者ギルドは冒険者の数は少ないようでした。

　その原因は冒険者が他の街に移動してしまったからのようです。その原因については詳しくは教えてくれませんでした。

　ただ、強い魔物が現れたぐらいはわたしたちでも分かりました。

　それからミリーラの町のギルドマスターは女性で美人でした。

　ギルドマスターは日に焼けた肌を隠すこともなく、大きな胸は強調され、シン君たちはギルドマスターの胸ばかり見ています。

　わたしは無言でシン君のズボンを抓つねりました。

　シン君はわたしを見ますが無視をします。

　男の子ってやっぱり、胸が大きい女の子がいいのかな？

　それから、わたしたちは船着き場に向かいます。

　なんでも、最近始めたそうだけど、船に乗せてもらえるらしいです。もちろん、お金がかかりますが、デーガさんの口添えもあって、格安料金で乗せてもらえることになりました。

「すみません。ダモンさんって方はいますか？」

　船の近くにいる男性に尋ねます。

「ああ、それなら、あそこの船にいる奴がそうだ」

「ありがとうございます」

　わたしたちはお礼を言って、教えてもらった船に向かいます。

「すみません。デーガさんから、船に乗せてもらえるって聞いたんですが」

「ああ、聞いてるよ。あんたたちがデーガのおやっさんが言っていた冒険者だな」

「はい、よろしくお願いします」

「今、準備が終わるから、少し待ってくれ」

　男性の名前はダモンさん。普段は漁師をしており、時間があるときは他の街から来た人を乗せる仕事をしているそうです。

　準備も終わり、わたしたちは船に乗せてもらいます。

　初めて乗る船。船に乗ると、足元が揺れます。踏ん張っているのに、左右に体が揺れるのでバランスが取れません。

「しっかり摑つかまっていないと危ないぞ。あと、気持ち悪くなったら言ってくれ」

「気持ち悪くなるんですか？」

「人によって違うが、初めて船に乗る者は気持ち悪くなることが多い。この揺れのせいで気持ち悪くなる」

　船はユラユラと揺れている。

「みなさんは大丈夫なんですか？」

「俺たち船乗りは、子供の頃から乗っているからな。だが、波が激しいときは、気持ち悪くなることもある」

　船は揺れながら、どんどん陸から離れていきます。

「デーガのおやっさんから聞いたが、アンズちゃんと知り合いなんだってな。アンズちゃんは元気にやっているか？」

「はい。毎日、忙しそうに料理を作っていますよ」

「そうか。それでアンズちゃんに、男はできたのか？」

　いきなりの質問にすぐに返答ができませんでした。

「……アンズさんに恋人ですか？　わたしも詳しくは知りませんが、そんな話は聞いたことはないです」

　もしかするといるかもしれませんが、わたしは知りません。

「そうか」

「もしかして、ダモンさん。アンズさんのことが」

　少し年が離れていると思いますが、このぐらいだったら。

「違うわ。俺は妻も子もいる。アンズちゃんは漁師の若い奴らに人気があって、料理を作ってほしいと思っている男どもがたくさんいるんだよ。でも、クリモニアに行ってしまったから、ショックを受けている奴が多くてな」

　確かにアンズさんは可愛いし、料理も上手で女の子らしいです。人気があるのも分かります。

「でも、そんなに人気があるなら、誰も引き留めなかったんですか？」

「クマの嬢ちゃんの誘いだろう。誰も文句が言えなかった」

　クマの嬢ちゃんって、ユナさんのことだよね。

「その前にユナさんが来る前に付き合おうと思う人はいなかったんですか？」

「デーガのおやっさんが怖くて、誰も手を出せなかった」

　その言葉にわたしたちは納得します。あの筋肉は凄い。

　みんな、怖くてアンズさんにデートのお誘いもできなかったらしいです。

「でも、クリモニアで悪い虫がついていないようで安心した。だけど、クリモニアの男どもは見る目がないな。誰もアンズちゃんに手を出していないなんて」

　そういえばそうです。アンズさん、人気があると思うんですが。

「ああ、あれだな」

「うん、あれだね」

「間違いないね」

　わたしは分からないけど、シン君たちには理由が分かったみたいです。

「たぶん、ユナさんがいるからだと思う」

「これは俺たち男だけに回っている話なんだけど。ユナさんのお店で働いている女性に手を出したら、ユナさんの怒りを買うって話があるんだよ」

「そうなの？」

　そんな話、初めて聞きました。

「話しかける分にはいいけど、お酒に誘ったり、どこかに誘ったりするのはダメらしい。だから、冒険者はユナさんのお店で働いている女性にはなにもしないし、する者がいたら、制裁されるって。だから俺たちも、そんな男がいたら報告するように言われている」

「知らなかった」

「俺たち、男たちだけの話らしいから。だから、ホルンも誰にも言うなよ。俺たちが怒られるんだからな」

　馬鹿馬鹿しいけど、頷いておきました。

　他の冒険者にシン君たちが怒られても困ります。

　船は進み、どんどん陸から離れていきます。こんなところで海に落ちたらと思うと怖くなります。

「この海はどこまで広がっているんですか？」

「どこまでも広がっているさ。何日進んでも、海は続く」

「その先にはなにがあるんですか？」

「国がある。だが、何日もかかるらしい。こんな船じゃ行くことはできない」

「国が……」

「遥はるか遠くだ」

「世界って広いんですね」

　村から出てきたわたしにとって、クリモニアですら広かった。いろいろなものがあり、人が多く、世界が広がった気分だった。

　クリモニアの先には王都もある。

　行ったことがない場所は、まだたくさんある。

　世界って、こんなに広いものだったんだね。




　それから、シン君、ラッ君、ブル君の３人が気持ち悪くなってしまい、陸に戻ることになりました。

「まだ、体が揺れている」

「みんな、大丈夫？」

　みんなは陸に上がると倒れ込みます。

「女の子が大丈夫なのに、男どもがダメとは情けないぞ」

　ダモンさんはシン君たちを見て笑っています。

「そんなことを言っても、うぷ」

　シン君は口を押さえています。

「そんなんじゃ、立派な漁師になれないぞ」

「俺たちは冒険者です」

「いや、冒険者だって、海で戦うこともある」

「そうなんですか？」

「ああ、海にだって魔物はいるからな」

　ダモンさんは意味深なことを言って、口を閉じます。

　なんだろう？

　ダモンさんはわたしたちを見て、話を戻します。

「せっかく、ユウラの奴が料理を作って待っているというのに、そんな状態で食べられるか？」

　船を降りたあと、ダモンさんの奥さんの料理をいただくことになっています。

「少し休めば大丈夫です」




　それから、しばらく休み、ダモンさんの奥さんのユウラさんの作ってくれた海鮮料理を食べました。

　アンズさんが作ってくれる海鮮料理も美味しかったけど、ユウラさんが作ってくれた海鮮料理も美味しかったです。

　それから、もう数日ミリーラの町を堪能したわたしたちは、クリモニアに戻りました。




　また、来たいな。








　あとがき









　お久しぶりです。くまなのです。『くま　クマ　熊　ベアー』11巻を手に取っていただき、ありがとうございます。

　早いもので11巻になりましたが、ユナは相変わらず異世界を楽しんでいます。初めはいろいろとあったユナですが、人を助け、助けられ、クマが受け入れられてきました。

　そして、11巻ではシアが通う学園へ、いつものメンバーのフィナ、シュリ、ノアを連れて学園祭に参加することになりました。異世界の学園祭はユナが知っている出し物もあれば、異世界にしかない出し物もあり、ユナは学園祭を楽しみます。

　学園祭一日目は無事に終わり、二日目へと続きます。




　ここでひとつお知らせです。来年１月に、店舗特典のおまけでついたショートストーリーを集めた『11．５巻』が発売する予定です。近くにお店がなかったりで、特典が手に入らなかった読者様にはご迷惑をおかけしました。この機会に手に取っていただければと思います。この企画を叶えてくださった出版社様には感謝の言葉もありません。




　最後に本を出すことに尽力をいただいた皆様にお礼を。

　今回も０２９先生には、綺麗なイラストを描いていただき、ありがとうございます。

　編集様にはいつもご迷惑をおかけします。そして『くま　クマ　熊　ベアー』11巻を出版するのに携わった多くの皆様、ありがとうございます。

　ここまで本を読んでいただいた読者様には感謝の気持ちを。

　では、12巻でお会いできることを心待ちしています。





二〇一八年一一月吉日　くまなの
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　わたしは学園の新聞を書いているレレーナと申します。学園祭について、面白い記事を書きたいと思っています。

　初めは王族であるティリア様に密着取材をお願いしましたが断られました。才色兼備のティリア様の記事なら人気が出ると思ったのですが残念です。勝手に書いて、怒られでもしたら、わたしの人生が終わってしまいますので諦めます。

　学園祭当日、いろいろと見回ります。どこも楽しそうにしていますが、目玉記事になりそうなものは見つかりません。

　面白いことがないかと歩いていると、クマの格好をした女の子が学園祭に出没している情報を手に入れました。クマの格好。熊の毛皮を被っているのでしょうか。これは面白い取材対象を見つけました。

　わたしはクマの格好をしている女の子の情報を集めることにしました。




　証言　小さい女の子

「くまさん？　ふわふわで柔らかったよ」

「うん？　柔らかった？」

　クマの女の子のことを知っているという子に話を聞きましたが、要領が摑めません。

　クマが柔らかいとはどういうことでしょうか。




　証言　ナイフ投げの出し物をした女子生徒

「ああ、クマの格好した女の子ですか？　凄かったですよ」

「どんな風に凄かったんですか？」

「話してもいいですが、これはここだけの話にしてくださいね」

　女性生徒はそう言うと話し始めてくれます。

「ナイフの扱いって難しいんです。それも学園祭で使ったナイフは三本ともナイフの重さは違うんです。ナイフの重さが違うことで、一投目と二投目を同じように投げてもずれたりして、的には当たりづらくなっているんです」

「それは酷いんじゃ」

「ゲームです。的に当てにくくするためです。中にはナイフ投げの上手な人もいますからね。なのにそのクマの女の子は３本とも一番遠くにある的に当てたんです。もう、驚きました。そのせいで初日の早い時間には目玉賞品が取られてしまったんですよ。本来ならナイフの重さを均等にしたり、的を近づけたりして、徐々に簡単にして、最終日に取ってもらうつもりだったんです。それがあの不均等な重さのナイフを使って、遠い的に当てられるなんて思ってもいなかったです」

　ナイフ投げが上手なクマの格好をした女の子。わたしの勘は正しかった。

「どんな女の子でした？」

「クマのフードを被っていて、顔は見えなかったよ。でも、ティリア様と小さな女の子と一緒にいましたよ」

　クマの女の子の正体は摑めませんでしたが、ティリア様と小さな女の子と一緒だったいう情報は得ることができました。

　でも、ナイフ投げの実力が高いみたいです。

　面白そうな記事になりそうです。わたしは次にクマの女の子が向かった先に向かいます。




　証言　ボールの魔物当ての出し物をした男子生徒

　次に魔物役の生徒にボールを当てるゲームです。

「クマの女の子？　ティリア様と来たよ。あと小さな女の子が３人一緒だったかな？」

　情報通りです。

　やっぱり、ティリア様と一緒です。

　ティリア様の友人、知り合い、関係者、それだけでも興味がわきます。

「どんな女の子でしたか？」

「凄かったの一言だな。魔物の格好をした俺たちが的になって動くから、当てるのは難しいんだけど、クマの女の子は先読みをしているのか、動く先に投げるんだよ。しかも、避けたと思ってもボールに回転がかかっていて、当たるんだよ。一緒にいた女の子は普通の女の子だったぜ。ただ、ティリア様が一緒だったから、誰も声をかけられなかったけどな」

　ナイフ投げといい、投擲が上手なのでしょうか。

　ますます、記事にしたいです。




　証言　障害物競争を見た生徒

　なんでも障害物競走に参加したということなので、話を聞きに行きます。

「あれは人の動きじゃなかった。あんな動きにくそうな格好をしているのに、走れば速いし、障害物も軽々と超えていく。細い棒を難なく渡り、坂道を一気に駆け上り、何度も練習した俺たちの記録を超えたから、立場がなかったよ」

　なんでも障害物のコースを作った本人たちの最高記録を基準に賞品を決めてそうですが、クマの格好をした女の子はその記録を安々と更新して、一番良い賞品を手に入れていったらしい。

　クマの格好をした女の子は運動神経もいいみたいです。




　証言 魔物の解体の出し物に参加した男子学生

「クマの女の子？　来たけど、凄いのは一緒にいた小さな女の子だよ。あんな小さな女の子が魔物の解体をしちゃうんだぜ。もう、驚いたもんじゃないぜ。俺も見習わないといけないぜ」

　クマの格好をした女の子の後を追いかけていたら、別の情報が入ってきました。

「解体をしたのはクマの女の子でなく、一緒にいた小さな女の子？」

「ああ、クマの女の子はいたが、何もしていない。凄かったのは10歳ぐらいの女の子だ。あっと言う間にウルフの毛皮を剝ぎ取り、肉を切っていく姿は、見ていたものを魅了したぞ」

　クマの格好をした女の子と一緒にいた10歳ぐらいの少女は魔物解体が上手。新しい面白い記事のネタを仕入れることができました。




　証言　昼食を食べたクマを見た女性生徒

「見ましたよ。お昼になにかを食べようとしたら、ティリア様と一緒にいました。なにか、いろいろと見たことがない食べ物がテーブルに並んでいて、ティリア様と小さな子供たちと食べていました。ティリア様、楽しそうにしていたけど、あの子たち誰だったんだろう？　わたしもその食べ物が美味しそうだったから探したんだけど、どこにも売っていなかったんですよ」

　クマの格好をした女の子は見たことない料理を食べていたそうです。なにを食べていたか記事にしたかったですが、誰も詳しは知りませんでした。

　しかしティリア様と仲良く食事とは、クマの格好した女の子、そして一緒にいる少女たちは一体何者なんでしょう。




　証言　服を売っているお店の女子生徒

「ティリア様と一緒に来た女の子たちですよね。覚えていますよ。あんなデザインの服、見たことがありませんでしたからね。本当は見せてほしかったんですが、ティリア様のご友人みたいだったので、そんなことをお願いすることは出来なかったです。あのクマの服近くで見たかったです。触ってみたかったです。顔ですか。ずっとフードを深く被っていましたので、分からないです」

　服屋でもクマの服を脱がないとは。

　ここまで話を聞いても、どんな女の子かまったく分からない。この学園の生徒なのか、それすら分かりません。




　証言　絵を描いた女子生徒。

　ここに来たってことは、クマの女の子の絵を描いてもらえるはずです。

「ティリア様も一緒だったから覚えていますよ。もう、緊張しちゃいました。クマの女の子ですか、凄く可愛かったですよ。でも、恥ずかしいのか顔を隠していて、ハッキリとは見えなかったんですよ」

「そのクマの女の子の絵を描いてもらえる？」

「えっと、こんな感じだったかな？」

　女子生徒は紙に思い出しながら描いていく。

「可愛いクマさんでしょう」

　紙に描かれていたクマの女の子の格好はクマでした。でも、それはわたしが思っていたクマの格好とは違いました。

　確かに可愛いクマでした。熊の毛皮を被っていると思っていましたが、違いました。

　顔は少しだけ見ることができましたが、ハッキリとは分かりませんでした。でも、大きな進展です。

　この絵を入れて、新聞を書けば注目を浴びるに間違いないです。




　それから、他にも回って情報を集めましたが、行き違いなのかクマの女の子には会えないまま、学園祭一日目が終わりを告げる鐘が鳴ります。

　でも、ティリア様の行き先は分かりました。行き先はクマの置物があるお店だそうです。行ってみることにします。

　クマ？

　お店に向かうと可愛いらしいクマが置いてありました。そこにはティリア様の姿もあります。わたしは思い切って、ティリア様にお声をかけます。

「ティリア様、本日はクマの格好をした女の子と一緒だと聞いたのですが本当でしょうか？」

　わたしはクマさんの女の子が描かれた紙を見せます。

「あなたは、たしか先日の」

「学園の新聞を書いているレレーナです。学園祭に現れたクマの格好をした女の子を調べています」

「どんなことを調べているのかな？」

　わたしは調べ上げたことをお話します。

「それは学園の新聞に書かないでね」

　ティリア様はクマの格好した女の子の描かれた紙をわたしの手から取ると、折り畳むとポケットにしまいます。

「それは」

　わたしは手を伸ばします。

「書かないでね」

　ティリア様はニッコリと微笑みます。

　その笑顔は怖いです。わたしは諦めて、伸ばした手を引っ込めます。

「ど、どうしてですか？」

「彼女はわたしにとっても大切な友達だから、新聞に取り上げれるのは困るの。もし書いたら、お父様が出てくるかも知れませんよ」

　……国王陛下。それだけ、重要な人物ってことでしょうか。

　ティリア様に、ここまで言われたら書くことはできません。新聞の記事どうしよう。

「書く記事がなければ、このお店のことを書けばいいわよ」

　わたしが困っていると、ティリア様がお店を指します。

「シア、片付けをしているところ悪いけど、最後に一つ作ってもらえる？」

　そう言って作られたのは綿のようなお菓子でした。

　一口食べると凄く甘い不思議なお菓子でした。

　取引は成立です。
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